
理 受 と 社 会

- 解 体 工 学 の 現 状 と 課 題

- 新 し い 解 体 工 法 的 才一タージ x . : / ト 法 * 火 軍 に よ る 破 砕 法

台 高 圧 ガ ス 瞳 砕 埠 * 火 先 に よ る 砲 唱 法 * 電 質 的 方 法 に よ る 砲 喧 ;去

合 油 圧 柚 械 に よ る 輯 砕 埠 * そ の 他 に よ る 瞳 砕 ; 釜 * 各 橿 寓 施 工 法 の 肝 価

- 解 体 工 事 と 公 害 対 策

- 日 本 万 国博 に お け る コ ン ク リ ー ト の 破 砕実 験

- 建 設 工 事 に と も な う 廃 棄 物
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守

高層時代の厨房用小型昇降機

守 マ. 17t- M H (高 速度型)

.1土 機

械 献 量80.. 夕 、 毎 分 注 l支6 0 / 2 0 m/ mi n

. 少 し で も 早 く お 料 理 を 食 臓 に 〆

従 来 の 速 度2 0 - 3 0 m/ mi n に 比 し 2 - 3 倍早〈、主主 l宋

は よ り 正 躍 に な り ま し た

・ 温 搬 能 力 の 増 強

高 連 l支 の た め 5 - 6  F 以 上 の 場 合 設 置 台 欽 の 節 減

が可育E に な り ま す

. 経 済 性

地 価 建 築 費 高 崎 時 代 l O F で は 1 台 当 り 1 . 3 平 方 米

の 敷 地 ・1 3平 方 米 の 空 間 を 有 効 に 利 用 て き ま す 。

・ な お こ の ほ か ク マ リ フ ト に は 規 格 型 と し て

1 0  ・3 0 ・5 0 ・1 5 0  ・3 0 0 kタヰ貰 X 2 0 m/ mi n・5 0・1 0 0 ・

2 0 0 ・3 0 0勾 積 × 速 度3 0 mj mi n ・5 0 0勾 積 x 1 5 m/ mi n  

の 1 0種 類 が あ り ま す 。

⑪ 守マ" ヲト撒弐室詰

本 社 大 阪市東淀川区東淡路町 2 丁目 4 3番 地 電話 : 06 ( 322) 5125- 6 ・5131 - 2・5141 番

東京事務所 東京都台東区東上野6- ト4 イワツキピル 電話 : 03 ( 844)  3  0  3  0  

東京高E台東区買上軒6- 1- 4 イワ γ キビル TEL:  031843)  21411It ，! ! ) クマガイ工集東軍I t ld/ 名古屋市 中区東陽町 7- 2 TEL:  052(262)  I U，0631 クマガイ工桑名古屋 l憾) / 京都市 上京区智哩光院通丸太町上ル TE L: 

075{! 回1) 3お8 - 9 クマガイ工呉京都( 悼) / 福岡市眉 S 勝 [f 22O- 8 T  E  L・ω2141) 4α l2llt) ( f . 1 . ) 九州クマリフト/ 鹿児島市明，由町486 TE  L: 民 波21引 47げ{ 悼} 九州クマリフト贋兎島出張所/ 広島市 光町お嶋ビル 101 TEL  

慣2 2 ( 61) 3803 ・(31) 1250 フマリフト l惜) 広島宮荷健所/ 広島市小網町珂 T E  L  冊 ＲＲＱＳＱＱＱＲＵＰｻＱ ゑｽ関西圃惜埋材吐Ｏ 高松市 木太町字寅即頼関 ＸＭｾ T  E  L  偲 78162)51311代葺) クマリフト H剖 四 国 富 実 踊 / 静岡市飽金 524-

1  T E L :  0542(85)  7045 ヲマリフト( 伶) 岬l間宮換in/仙台市本町9- 15三1且ビル肉 T  E  L  位2 2 ( 33) 庇54 クマガイ工Ｂ貰軍 ｉｉｾＩ 仙台主庖Ｏ 新潟市 東 ｡ 町通 Ｑ 丁目 Ｒ ＡＺＸ Ｗ T E L :  0252122) 3389 ヲマガイ工‘ 東京{ 樟i

t J i ，! l 主[ 6/ 畠 野 市 大字幅町 1591 T  E  L  : 位回2(2) 1907 ワマガイ工有毒東京{ 惜) 島野出張所/ 甥市大美野 146- 12 T  E  L ・( 0723) 7- 1主誼 クマルフト (111i丘岨南営業所/ 出量 市 今市町 1∞7- 4 T E L :  08臼 (21)0163 三

珂興 良川 ) / 札 幌 市 北一長貰 3 T E L :  0122123) 自611 ゆ 過 剛 及 川 ) / 香 港穂成大f曹1川 澄 T  E  L ・23320ト 2 1奄} 三叫本行/ 神戸市董吉区蝿上過 4- 1- 5蝿 上ビル T E L :  078125) 加05 フマリフト( 削挿戸宮貨両

、
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帝 国 ホ テ ル 新 本 館 の 10'00室に

大量採用された画期的な間仕切壁

乾式軽量遮音間仕切壁

⑮R WJ I:・9 遮音粛- ード

こ の 「 丸 ツ バ メ 遮 音 ボ ー ド 」 は

建 設 省 防 火 材 料 認定 品 で す。

( 12% ・15 % ) ・・ ーー ・・・ 不 燃 材 料

( 毘定No.l 0l l )  

( 9 珂 〕ー ・・・ー・・・・ ー・-準 不 燃 材 料

( 認定No2001 )  

M

刊

M

U

M

U

M

n

M

W

M
刷

M
刷

M同

- ・圃圃圃圃

....... ーー

KI L D壁の特徴

。遮音性大 。軽量 @ 防火性大 。仕上げ自由

。配線配管自由 @施工簡単 @ 工期短縮

@ 変位対応性大

KI L D壁の遮音性能

遮 音 値 49デシベル ( コンクリ ー ト176鳴厚相当)

重 量 63kg/ m2  ( コンクリ ート 400kg/m2)

KI しD壁の用途

。高層ホ テル @ 集合住宅( マンション) @病院

@会議室 。学校 などの間仕切 壁 に 最 適

* ご一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 ・但し 、氏 名、 住 所 、勤 務 先 を 必 ず ご 明 記 下 さ い 牢

製 造 ・販 売 ・施 工ホ ー ト 製 造

@三井家忌化学( 株)

本 社 Ｈ ］ｲ ωＰ Ｉ 東京都下ｻｾｉｉＱ ｉ＼Ｚ ￭ 置が ｉｾｉ 霞が! 日i ビル

電話 ( 03) 581- 6111(大代)

支 庖 大 阪 名 古 1;1 ・ 稲 1凋 札 悦

--
株式会社守凶手凶

本 社 (=r 542) 大 阪 市 南 区 日 本 総 筋 3 - 2  

電話 (06) 632- 1  1  5  1  (代)

東 京 営 業 所 (干 136) 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3  - 17  

f包括 (03) 682- 3  2  4  1  (代)

名古屋出張所 (干 460) 名古屋市 中区宮前町 4 - 16 東海塗料ピル

電話 (052) 262- 6  7  7  1  ( 代)

槽 岡 出 張 所 ( 〒 812) 福 岡 市 博 多 駅 東 1 - 12- 26 岩瀬ビル

包括 (092) 43- 4  3  5  6  

札 幌 駐 在 所 (〒 060) 札 悦 市 北 三 条 束 5 - 5  岩佐ピル

2  
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惨通常総会開催通知

昭和46年度第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたします。本務ど多

忙のと乙ろ淘に恐縮ながら，何卒お繰り合わせと出席下さいますようお

願い申し上げます。

社団法人 日本建築協会

会 長 塚 本 猛 次

ｾＵ 日展Ｉ
と き 昭和46年 6 月: a千キ発ヲ= 午後 41時30分

と乙ろ 近畿建築会館 4 階集会室

ぎだい 1. 昭和45年度 4 業報告承認の件

2. 11 11 決算報告承認の件

3. 昭和46年度収支予算承認の件

. 建築材料に関する質疑応答欄を新設

建 材 委 員 会

建材委員会では各種建材に関する新しい有益な情報を検討して乙れを

要約し，本誌の「技術の頁」欄を通じて広く会員 lζ 伝えるという活動を続

けてきておりますが，今回さらに会員の皆様との情報の交流をーそう活

溌にするという趣旨に沿って，広く一般会員の方々からの建材に関する

質疑を受付け ，乙れに対し，下記の姿領で回答を行なう乙とに致しまし

た。

最近の技術革新の勢いは誠にめざましく ，辿材に関する情報も非常に

多くなっておりますが，その中から適切なものを選別する乙とはますま

す困難の度を加えつつあります。本委員会では，その機能をフルに発揮

して，寄せ られた質疑に対 し，最も適切なお答を出したいと考えており

ますので，どうか大小を問わず，とんな質疑でも ，どしどしお寄せ頂く

ようお願する次第です。

く婆項〉

1  ) 質疑は用紙，字数などの制限なく ，iil 材 lζ 関する乙とならどんな形

のものでも構いませんが，できるだけ具体的に，特 lζ お吋ねの嬰点が

明確になるよう箇条書 fCお願いします。

2 ) 質疑 (Cは，質問者の氏名，住所( 返送先〉および職業または所属

( 勤務先) をお書き添え下さい。

但し誌上発表の場合には氏名は省略させていただきます。

3) 質疑に対する回答は，本委員会委員または他の適当な専門家をわず

らわして原案を作り，乙れをさらに本委員会で検討した上，質問者に

直接沓面で回答するとともに本誌上にも発表いたします。ただし ，紙

面の都合上すべての質疑l C 対する回答をのせるわけにも参りませんの

で紙面掲載分の選択は本委員会にお委せ願います。

〔例〕

く質疑〉

最近「合成木材」という建材の広告を見ますが①その本体はなに

か ? ②長所 ・短所③価格についてお答え下さい。

く回答〉

1. 合成木材の本体

合成木材はポリスチレン ，ポリエチレン ，A B S などの石油化学製品

を原料とし ，乙れらを熔融，発泡，成形した低発泡プラスチック製品

であって，世界的な木材の不足に伴いその代替品として開発されたも

のである。現在では家具，建具，内装材，家電部品，その他雑貨類の

一部! としか使用されていないが，将来は木材K 代って大i l l : ! C使用され

るものとして期待され研究されている。( 現在日本では約40社)

2 合成木材の長所 ・短所

長所(1)吸水せず，腐蝕しないので湿気の多い場所などにも大丈夫であ

日 本 建 築 協 会 会 告 一 ー ー一一

る。

(2) 品質が安定しており，規格化された製品のE 産が可能である。

(3) 加工皮の高い製品が供給できるため ，二次加工がほとんど不要

である。

短所(1)石油化学製品であるので熱に弱い。

(2) 燃焼時には黒煙およびガスを多量に発生する。

( 防火の制限を受ける湯所では使用できない)

(3) 現在の処木材に比べ強度が劣るため，構造用 lζ は使用できない。

3.合成木材の価格

メーカーにより異るが製品価絡として 1 rri ' 当り約200，000円位である。

乙れは木材の場合の原木代，製材質，ロス ，大工加工手間賃を含めた

価格に相当する単価である 。

将来量産化されれば更に安価となる見込みである 。

4 昭和46年度理事会務分掌

理事各位の会務分掌が下記のとおり決定いたしました。 @ 印主幹

( 略敬称)

亘 証二 全務L竺 務 ( 14名)
会 計 ( 7 名) I 編 集 ω 名)

@ 佐 野 正一 。 山 田 義 行 岡橋作太郎

宮 脇 和 正 岩 下 久 哉 北 垣 智 造

技 術 部 門

谷 口 尚 武 井上 I晃 。 鳥 田 家 弘

寺 田 徳 重 西山鳥徳太郎

西 国 康 治 小林 清

殿 内 三 郎 奥 島 正 一

銭 高 輝 之 大 林 芳 郎 浅沼猪之吉

総 会 部 門

竹 中 錬 ー 白 井 周 二

鴻 池 藤 一

宮武伊三郎

電 気 部 門 小 林 四 郎 山 本 慾 三 今 元 康 彦

管 工 部 門 清 水 愛 明 尾i u. 清四郎 知 見 義 夫

建 材 部 門 井 上 浄 夫 田 中 政 二 安 田 誠 一

支 部 佐 藤 四 郎
山 田 勝 成

4・ 会 員 の 受 賞

乙のたび下記会員の方々が，建設関係功労者として表彰を受けられま

した。乙乙 fC誌して，その栄誉をお慶び申し上げます。

春の叙勲

勲 二 等 瑞 宝 章

勲三等旭日中絞主主

勲 三 等 瑞 宝 章

勲四等
ノノ

11 11 

勲五等
11 

大阪府知事表彰

言己

背 武 雄 氏 ( 大 阪 況 業 社 長 〉

池 田 悦 治 氏 ( 大 日 本 塗 料 社 長 〉

滝 本 義 一 氏 ( 大 阪 工 業 大 学 教 綬 )

五 十 嵐 芳 雄 氏 ( 大 林 組 顧 問 〉

山 邑 励 二 氏 ( 鹿島l l ! t l l : 尊厳取締役)

柄 谷 吉太郎氏( 柄谷工務底代表取締役)

岩 元 熊 雄 氏 ( 岩 元 工 業 社 長 〉

小 川 正氏( 竹中工務庖常務取締役〉

小 西 岬氏( 田中小西建築事積所社長)

中 道 朝 男 氏 ( 中 道 総 社 長 )

沼田太郎氏( 西田エ泉大阪支底長〉

野網俊雄氏( 西日本規格サッシ代表)

松 本 六 郎 氏 ( 絵 本 金 物 代 表 〉

3  



一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

‘ ボウル国際興業新築工事の見学会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学

会近畿支部)

日 時 7月 2 日( 金) 15.00  ( 集会) →17. 00 ( 解散)

集合場所 地下鉄御堂筋線「大国町」駅下車，北東上り 口より約 300m

北へ東仮ｾ . ボウル国際興業正面玄関 ・目標会旗

( 連絡匂話 ・大林組共同企業体工事事務所 633- 3855- 6)

定 員 100名( 本会割当 40名〕

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 6 月19日( 土) まで; ｾｃＺＺ事業課へ，ただし定員

を超過したときは拙せんにて決定し，ど通知いたします。

工事概要

所 在 地 大 阪 市 浪 速 区 敷 津 町 1丁目 7 - 1

施 主側ボウル国際興業

設計 ・監理 ( 附井上久雄建築設計事務所

施 工共同企業体… … 岡大林組 ・東急建設側

敷 地 面 積 4，024.5nf  ( 1，217. 4坪〉

建 築 面 積 3，790.9rrf ( 1，146.7坪)

延 面 積 20.718nf (6，267. 7坪)

階 数 地 下 2 階 ・地上 7 階 ・塔屋 2 階

構 造鉄骨鉄筋コンクリ ー ト・一部鉄骨造

高 さ 26. 51m

屋 根 仕 上 三 晃 式 カ ラ ー 折 板 06' ;1品

外 部 仕 上 タイル ・ボンタイル ・ショ ーフレックス

用 途 ボ ウ リ ン グ 場 160レーン

見学時状況建築工事完成 ・レーン設備調整中

工 期 昭 和45年 7 月 9 日→昭和46年 7 月15日

4 大和ハウス工業( 株) 奈良工場と学園前ネ

オポリスの見学会

奈良工場は昭和40年に建設され，住宅生産 lζ 独自のシス テムを開発し

て大量生産を図られ，鉄骨系プレハプ住宅の専門工場として月産 1，5∞

戸を数え，優秀な成績をあげておられます。乙の工場を見学したあ と学

園前で傍系の大和団地闘が開発中の住宅団地ネオポリスの案内をうけ，

近鉄学園前で解散します。

日 時 7月10日( 土) 13.20 ( 集合) →16.00 ( 解散)

集会場所 近鉄「西大寺駅」南出口前( 西大寺ショッピング側) ・目標

会旗 ・ ( 工場のマイクロパス提供)

〔参考〕……自由行動( 電車賃は各自負担〉

往 12.48 近鉄難波発特急乗車→13. 14 西大寺着下車( 運賃170円〉

復 16. 16 11 学園前発急行 H →16.45 難波着 11 ( 1 1  160円〉

見学場所 奈良市西九条町 362- 1 ( T  E  L  0742  (23) ー1211)

大和ハウス工業株式会社奈良工場

行 程 13.20 西大寺駅前発→13. 30 工場着，見学→15. 00 発学園前

ネオポリスへ→15. 20 着，見学→16.00 学園前着 ・解散

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1名限りとし ，氏名

4  

- 勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 6 月26日( 土) まで、lζ 事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定しど通知いたします。乙の

見学会は大和ハウス工業株式会社のど厚意により ，催す乙 と

になりました。ついては同業の方はお申込をうけても ，ご遠

慮願う乙とがありますから ，あらかじめど了承おき下さい。

4 大阪府営東大阪広域下水道工事の内・川

俣処理場水処理施設ブロワ一室築進工事

の見学会

川俣処理場は国鉄片町線，放出駅と徳庵駅の中間から南へ 600 米，第

二寝屋川添いにあって，市街地から排出される下水を当処理場において

活性汚泥法により高級処理された後，第二寝屋川 IL放流されます。計画

の用地面積は 91，ωo平方米，処理場は人口 95万人分， 1 日平均 285，000

トンの水置を処理します。

日 時 7月16日( 金) 14.50 ( 集合〉→16.40 ( 解散〉

集会場所 国鉄片町線「放出駅J 前 ・目標会旗

( 大林組のマイクロパス K て送迎)

〔参考〕 ・自由行動( 電車賃は各自負担〕

片道 ・京阪淀屋橋→京橋 (50円) ・国電，京橋→放出 (30円〉

往 14.20京阪淀屋橋発特急→京橋乗換え 14. 35国電発→14.40放出着

復 16.30工事現場発→16. 40放出駅着 ・解散 ( 16.50放出発あり〉

見 学 15. 00工事現場着 ・見学→16. 30終了

〔連絡電話 ・大林組東大阪工事事務所 (06) 788- 9508)  

定 員 30名

申 込往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1名限りとし ，氏名

工事概要

・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上 7 月 3 日( 土) までに事業課へ，ただし定

員を超過したと きは抽せん lζ て決定し，ど通知いたします。

所 在 地 東 大 阪 市 川 俣 695

発註 ・監 理 大 阪 府 ・南部広域下水道建設事務所

設 計 大 阪 府 土 木 部

施 工 株 式 会 社 青 木 建 設 ， 株 式 会 社 大 林 組

株 式 会 社 熊 谷 組，清水建設株式会社

以下大林組施工のものの概要

水 処 理 場 最 初 沈 澱 池 ・曝気稽 ・最終沈澱池その他フe ロワ 一室

構造 ・規模 鉄筋コンクリ ー ト造 ・地下 2 階 ・地上 2 階 ・一部塔屋付

建 築 面 積 2，173.11 nf

建築床面積 5，邸8. 19nf

工 期 昭 和45年 6 月→昭和47年 3 月

見学時状況水処理場は，コ ンクリート打設大半終了，機械据付着手

ブロワ 一室は，コ ンクリ ー ト打設完了 ・仕上工事中

‘ 朝日麦酒株式会社西宮工場の見学会

日 時 7月24日( 土) 13. 30 ( 集合〕→16.00 ( 解散〉

集会場所 西宮市津門大塚町11- 52 朝日麦酒株式会社西宮工場

阪神国道側正門内 ，見学受付前 ・目標会旗

〔電話 (0798) 33- 3021 ( 代) )  

〔参考〕 ・自由行動( 電車賃各自負担・阪急悔回→阪神国道片道80円〉

12.50 阪急梅田発特急→西宮北口乗替え，今津線で今津行乗車→次

の「阪神国道」駅下車，すぐ東の方へ徒歩 4 分

工場見学 13. 30 集合，集会室で説明をうけた後見学→16. 00 同工場に

て解散

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に 1名限りとし，氏名

勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入の上 7 月10日までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定し ，ど通知いたします。



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

4 昭和46年度日本建築協会常設委員会委員

昭 和46年 4 月22日開催の第 1 回理事会において下記のとおり各委員会の委員を委嘱いたしました。

( 敬称略 ，50音順 ・@ 印委員長 ・0 印副委員長 ・ム印幹事 ・* 印編集理事)

( 聡樋名は略称を用いました 。〉

武 曽 一 良[1 ( 清 水 建 設〉

村 上 常 一 朗 ( 兵 庫 県〉

森川 喜 代之 助 ( 森 川 一 級 事 碕 所)

山 田 忠 顕 ( 市 住 供 公 社〉

山 本 勝 ( 大 阪 府)

渡 辺 甚 吉 ( 池 田 宮 彦 事 省 所)

嘉 男 ( 大 阪 市 大 〉

和 枝 ( 積 水 ハ ウ ス )

千 之祐 ( 大

信 明 (京

丑 作 ( 神

誠

輪

埜

本

三

森

森

ム
哲 夫 ( 大 阪 市)

泰 治 郎 ( 修 成 専 門 校 〉

次 郎 ( 浅 沼 組 )

日

間

回

三

道

南。
段)

学

学

周

建

大

成

都

. 住宅委員会

住宅 11 : 関する研究ならびに乙れが改善について

の一般啓鍍，よろず相談住宅震の開股

赤 崎 尚 信 ( 赤 崎 事 務 所)

生 田 喜 一 郎 ( 大 阪 市)

石 川 清 ( 日 生 不 動 産〉

井 俊 男 〈 大 林 組〉

本 尚 三 ( 京 都 市 開 発 局〉

田 良 治 ( U A 事 務 所)

良 男 ( 戎 工 著 書 庖 )

重 雄 ( 市 住 宅 供 給 公 社)

作 太 郎 ( 目 建 設 計)

清 治 郎 〈 都 島 工 高〉

恒 男 ( 大 阪 市 立 大 学j

弘 次 ( 大 阪 府)

俊 一 ( 住 宅 公 団〉

茂 信 ( 日 建 俊 針}

利 男 ( 大 阪 府)

清 子 ( 姫 路 短 期 大 学〉

幹 祐 ( 日 鉄 エ コ ン)

考 二 郎 ( 住

明〈永

喜 八 郎 ( 京

弘 子 ( 府 農 林 セ ン タ ー)

正 也 ( 大

五四男( 関

寛 一 ( 小

重

邦

昌

隆

幸

晃

聴

武

重

進

克

5  

)

〉

〉

図
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鉄

学)

学〉

研〉

一 ( 府 住 宅 供 給 公 社〉

昭 ( 都 市 問 題 経 営 研〉

ニ 〔 ク ボ タ ハ ウ ス 〉

一 ( 日 本 板 硝 子)

雄 ( 住 宅 公 団)

一 ( 岡 島 応 用 化 工)

清 ( 近 鉄 住 宅 建 設J

夫 ( 湯 浅 事 務 所)

和 ( 府 泉 北 事 務 所〉

彦 ( 住 宅 金 融 公 庫〉

朗 ( 府 尋)

公
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大

住
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木
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田
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岩

上
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坂
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楢
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樋
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県〉

一 ( 安

孝 ( 大

ー ( 清

成 ( 兵

国法規委員会

建築 11 : 関する法規の研究 ・普及ならびに建議

泉 資 一 郎 ( 大 阪 府 〉

石 橋 寛 ( 東 大 阪

上 川 恭 弘 (高 槻

上 田 隆 夫 ( 市 総 合 計 画 局 〕

小 川 幸 雄 ( 豊 中 市 )

大 津 敏 晴 ( プレハブ建築也会)

越 智 隆 晴 { 高 橋 事 務 所 〉

恩 田 一 則 ( 西 消 防 署 〉

北 山 美 代 治 { 堺 市〉

柄 座 正 信 ( 大 阪 府 )

楠 昭 夫 ( 村 野 森 事 省 所 )

小 林 得 志 ( 小 林 得 志 事 務 所 〉

駒 敬 三 (駒 事 毒 事

後 藤 光 一 ( 日 建 段 計 )

近 藤 達 夫 ( 市 総 合 計 画 局 )

信 濃 小路 正 (大 阪 府)

島 田 儀 ( 府 建 段 監 理 協 会 〉

清 水 和 禰 ( 清 水 和 商事務所〉

田 中 隆 夫 ( 市 消 防 局)

田 淵 穣 ー ( 大 林 組 )

竹 内 博 文 ( 大 阪 市 立 大 学 )

竹 口 信 夫 ( 大 阪 市)

土 居 一 雄 ( 新 都 高 原 〉

中 川 秀 夫 ( 大

西 川 幸 之 輔 ( 大

西 国 一 ( 住

野 尻 正 博 ( 近

浜 野 停 造 ( 吹

林 谷 武 雄 ( 竹 中 工 務 庖 〉

@福 田 朝 生 ( 双星社竹腰事著書所〉

細 川 清 治 ( 大

本 郷 聡 ( 大

松 井 清 閑 ( 東

市〉

市〉

所〉

市)

市)

)

〉

〕

団

建

市

府〉

市〉

業)

大

建

大
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宅 公
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田

周

永

田

耕

勝

森

安

安

安

安

山

ム

*

ム

*

浩 ( 宮 後 事 諸 所 )

治 ( 府 監 理 協 会 )

堅 ( 府 供 給 公 社 )

之 ( 市 公 闘 部 )

也 ( 村 野 森 事 務 所 )

宏

後

山

宮

村

森

森

柳

。

設〉

組〉

国事業委員会

見学 ・鰭 演 ・説明 ・映画 ・展示 ・懇観会. 若い

会員の集いなどの事業企画および実施

荒 川 治 徳 ( 清
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『建築データシート・合本』限定出版・

4‘  
良ｾ ( 日 強 設 計 〉

ー ( 竹 中 工 感 応 )

夫 ( 前

健

手IJ

宮 武

八十島

力 武

一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

- 出版委員会

建築に関する図書の企画 ・編集 ・刊行

予約募集

本会創立EIJ 周年記念事業の一環として，昭和43年 3 月 ( 第 l 回) より

45年 11月( 第34回〉まで毎月発行した『建築デー タシ ート j 561 シート

く1122頁〉を下記要領で合本 して限定頒布いた します。予約注文希望の

方は折返しお申込み下さい。

記

・合本のデー タシ ート は，そのシ ート 発行時点のものを ，整理番号 ・見

出し ・誤値などを訂正 して増刷した ものであります。

・合本のデー タシ ー卜は，とんど継続発行されるシ ートの補 充 ・改訂に

際して，加除できる特製の ファイル 4 冊 fC収録されております。

・定 価 11部 15，000円( 特製ファイ J レ4 冊 ・特製函入〕

・送 料 : 実質

・発行予定 7 月下旬

・特 典 : 合 本購 入 の 方に は と ん ど 発 行 の データシートは無料贈呈 しま

す。

・申込方法 . はが きに「部数J I注文者名J I勤 務 先J I送付先 ・郵 便

番 号 ・所 在 地J I連絡電話」 を記般して「 日本建築協会事業課」宛! と

願います。

夫 ( 総

良ｾ ( 大 阪 市 )

哉 ( 竹 中 工 務 庖 )

夫( 文部省工事事務所〕

行 ( 安 井 設 計 事 務 所 )

全 ( 大 阪 事 務 所 )

昭 ( 荷

忍 ( 箆

安 太 郎 ( 大 成 建 設 )

正 典 ( 昭 和 設 計 事 務 所 )

耕

組)

設)

設)

一 ( 東 畑 事 務 所 )

男( 大阪j新幹線工事局〉

匠( 中 }II 匠 事 務 所 〉

怒( 日本建築総合試験所)

虫ｾ ( 住 宅 公 団 )

良ｾ ( 京 都 大 学 )

治 ( 府 住 ℃ 供 給 公 社 )

男 ( ク ラ レ )

誠 ( 大 林 組 ) I  

次 ( 東 洋 紡 績 )

一 ( 関 西 大 学 )

也 ( 藤 木 工 務 居 〕

顕

{命

貞

幸

得

建

建

設)

. 建材委員会

建材の丘良進歩のためコンサルタント的な験討

を行なうほか，建材の質問についても誌上など

を 通 じ 回 答 し て い る 。 .

村

水

島

俊

英

正

郁

克

鳥

林

井

木

中

肥

田

川

川

野

内

田

藤

利

木

田

田

建)

社)

業)

藤

浦

上

賀

市)

地

宅

産

建水

克

有

喬

康

年

伊

石

井

大

紙

北

小

桜

鈴

田

土

豊

中

藤

星

娼

牧

武

毛

元

山

和

{

O

}

 

F;  

畿

住

達

フ乙

青 柳

ム 伊 藤

ム 池 田

木 村

木 村

ム 楠 部

@ 小 林

坂 本

清 水

玉 田

寺 岡

水 谷

ム宮 川

横 井

. 教育委員会

建築教育についての調査 ・研究ならびに講座な

どの企画および実施

園建築データシート委員会

建築データシートの企画 ・編m・刊行

‘ 「建築 基準法の手引き 」の推せん

今 般，大阪市建築局建築部監修による標記手引き苔が建築行政協会大

阪支部より発行されま した。

定 価 ￥ 700，お申し込みは大阪市役所内建築行政協会大阪支部へ。

混 ( 大 阪 事 務 所 )

フ 巳 ( 安 井 事 務 所 )

夫 ( 近 畿 地 建 )

男 〈 竹 中 工 務 庖 J

司 ( 大 阪 岱 気 暖 房 )

己 f大 阪 郵 政 局 )

宅 ( 大 阪 事 務 所 )

ニ( 日本法築総合訳験所)

忠 (大

志 津 男 ( 大 阪 事 務 所 )

達夫( 東畑' ! l ' ! l i 所)

康

幸

圭

博

蔚

陽

組)林

上

藤

原

島

田

村

井

院

浜

村

塚

笠

法

井

伊

小

尾

岡

木

酒

正

長

松

真

@

A

O

ム

段)

組)

設)

ニ ( 都

武( 今

夫 ( 近

介 ( 大 阪 事 務 所 )

知 ( 大

清四郎( 三

隆 ( 大

夫 ( 近 畿 電 通 局 )

美 ( 西

夫 ( 東

山甲( 問中小西事務所)

暢 ( 市 立 工 芸 高 )

保 ( 東 知 事 務 所 〉

太 郎 ( な に わ 事 務 所 )

正 三 郎 ( 阪 急 電 気 〉

尚 武 ( 大 林 組 )

三 良 日 ( 安 井 事 務 所 )

カ ( 飛

敏 男 ( 臭

歓之進( 大

市)

高)

局)

苛 ( 日 建 設 計 )

ニ ( 大 阪 大 学J

隣( 京都工芸畿維大学)

夫 ( 大 阪 事 基 督 所 )

彦 ( 清 水 建 投 )

彦 ( 近

清 ( 新

勝比古( 神

寿栄次 (関

健 ( 竹 中 工 務 庖 )

実 ( 東 畑 事 務 所 )

勇 ( 松 村 組 )

虫ｾ ( 来 設 計 事 務 所 )

昭 ( 大 林 組 〕

建)

設)

高)

主主

エ

エ

地

阪

鉄

島

宮

畿

島

- ( 大

哉 ( 鹿

敬

久

憲

祥

回又

ふｾ

原

下

野

井

小笠原

回

原大

伊

岩

上。
植

O 臼

調)

府)

空

阪

晃

正

毅

益

貞

設)

業)

E主

建

建

興

村

t主

成

松

海

亀

出

藤加

片

O 辛

小 西

O斉 藤

佐々木

篠 原

杉 村

@ 谷 口

野 中

松 岡

三 木

三 好

尾

斧

岡

木
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a、

美装塗床仕上材

ヨ ｦｾ ど一
美装塗壁仕上材

ウョ ｴＭｊｉｉｾＮ ＡｬｉＺＺ ｏ ﾭ
間隙充填材

ａｂｃｊ ・ＪＺＧＡｉ ｾｉｊｾ 与
内壁美装仕上材

つョトJlt ::J - " U

内外装材

ーォーJ b::Jート5

大 阪 支 社

大阪市東淀川区 中島町4 8 3

TE L 大 阪 06- 303 ー 117 H代)

水島営業所

TE L 倉 敷0864 46 1  5  1  5  

四国営業所

T E L 高 松0878 62 6  2  2  1  

神戸営業所

T Eし 神戸078 32 2  9  2  8  

京都営業所

T E L 京都0 7 5 6 7 1 1 8 18

通気性吸音板

｢ ヨ・ｾＡｊ Ｍｉ ‘
ｾＮＺｉＺ目・ Ｓ 二､
機械台座用材

，ニ.，;".1g ; " ! J  

コンクリート用接着補修材

司自ート崩[ ; " t :

不燃性吸音吹付仕上材

ヨヨヨザト

着色耐摩耗性床材

ｐＭ ａ｟ストロＺｊｾ
通 気 吸 音 板

本 社

東京都千代田区永田町2 12・14

T E L 東 京03 580 1411 ( 大 代 )

出張所

名 古 屋 ・ 札 幌 ・仙 台 ・北 陸

広 島 ・福 岡

営業所

北関東 ・横 浜 ・静岡 ・宇 都 宮

千葉

駐在所

金 沢 ・鹿島・長野

7  



防 水 革 命 を す す め る 「 新 防 水 仕 様 」 誕 生 /

画 期 的 な

ふくれ防止シス、テムを採用した

新 露 出 防 水 工 法 が 完 成 /

品 、

や:今;、

* ゅん、

。タ4学 予娠 、、、、

山 町 、

8  

田島ルーフインクe株式会社

本 社 東 京 都 足 立E 小台 1 - 3 - 1 1 電 極(03)912- 1131聞

仰図世. . i i 拘 束京節子代図巨書志・T 3 - 1I - 13 電飴 (03)晶2- 8531附

田島応用化工株式会社

東京営費所 東京舗千代図E 遺志町 ) - 11- 13 電極 (03)8届 - 6101聞

大 阪 倉東所 大 級 市 西 E 京 町 狙 1 - 7 4  ｾ ｴ き Ｈ ＰＶ Ｉ ＴＴＱＭ 罰則閥

こ の た び 完 成 し た 「 新 防 水 仕 様 」 で 最 も 画 期 的 な 点 は

強 力 ア ス ロ ン ( 強 力 ギ ル ソ イ ド 2 ) 晋 分 以 上 の 防 水 効 果

を も っ メ ン ブ レ ン 防 水 の 高 級 プ レ ハ ブ 材 ) の 開 発 、

お よ び フ リ ー ス ポ ッ ト ・フ リ ー ス キ ャ ップ に よ る 来 斤 露 出

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 法 の 採 用 で す 。

特 に 、 露 出 ア ス フ ア ル ト防 水 の 分 野 で は 無 機 質 基 材 を

用 い た 穴 あ き ル ー フ ィ ン グ “ フ リ ー ス ポ ッ ト " を 開発、

こ の 分 野 で の 部 分 接 着 工 法 を 可 能 に し ま し た 。

そ れ に よ っ て 、 長 年 ま た れ て い た 防 水 層 の 「 ふ く れ 」 が

防 止 で き る よ う に な り 、 さ ら に 下 地 か ら の ク ラ ッ ク

に よ る 防 水 層 の 影 響 も 防 ぐ こ と が で き ま す 。

革 命 的 な こ の 新 防 水 仕 様 に 関 す る お 問 合 せ は 資 料 梢

求 券 を そ え て 下 記 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。 く わ し い

資 料 を お 送 り い た し ま す 。

東日本アスフアルト事業協同組合

東京銅千代図巨老木圃T 3 - 1l - 13 電信 (03 ) 866- 6101 聞

西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 南 西 E 京 町 羽111 - 7 4 電信 (06 ) 441- 5951聞

ゐ

ｾ＠
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投似をお待ちしております

大阪府建築基準法施行細則

の一部改正について

大阪府建築基準法施行細I l IJ は 、 建 築 基 準 法 施 行

規 則 お よ び 大 阪 府 建 築 基 単 法 施 工 条 例 の 細 部 規

定 を 示 し て い る も の で あ り ま す。

先 月 号 で 紹 介 し ま し た 条 例 等 の 改 正 に 伴 い

0 条例 第四 条か ら 第21粂 ま で の 規 定 に よ る 劇 場

等 に お け る 避 難 廊 下 等 の 器 撤 に l刻する委任事

項 の 制 定

0 法 改 正 に 伴 う 関 係 条 項 の 監 理

0 遊 戯 施 設 に よ る 事 故 発 生 を 未 然 に 防 止 す る た

め 定 期 に 検 査 報 告 す べ き 工 作 物 と し て 遊 戯 施

設を迫力n等

の改正を行ないました。

この細則 中 条 例 委 任 事 項 で あ る 劇 場 等 の 基 地 に

つ い て は 府 下 全 域 に 適 用 さ れ ま す が 、 そ の 他 の

部 分 は 特 定 行 政 庁 と な っ て い る 市 以 外 の 区 域 に

適 用 さ れ ま す。

改正後の細目IJ ( 昭 和46年 5 月 1 日から施行) の

主要な条文は下記のとおりです。

(石在認申荷主? と同亭 に 徒 出 す る 図 岱)

第 Ｖ 条 法第 Ｖ 条第 Ｑ 項 Ｈ法 買 ｾＸＸ 条において準

用 す る 場 合 を 含 む。) の規 定 に よ る 確 認の申計f を

し よ う と す る 者 は 、 確 認 申 納 骨 に 次 の 各 号 に 定

める図t ! l ' を添えて建築主司王に提出しなければな

らない。

1  . 建 築 物 の 敷 地 と こ れ に 按 す る 道 路 文 は 官 公

( 定 期 報 告)

第 11 条 法費U 2条 第 1墳の鋭定により所有者 ( 所

有 者 と 管 理 者 と が 典 な る 場 合 に お い て は 、 管 浬

者という 。 以下同じ。) ; が定期 に 報 告 し な け れ ば

な ら な い 建 築 物 ( 図 、 都 道 府 県 及 び 建 築 主 事 を

置く市町村の建築物を除く 。) は 、 次 の 各 号 に 掲

げるものとする 。

1  . 学 校 、 劇 場 、 映 函 館 、 演 芸 場 、 観 覧 場 、 公

会 堂 又 は 集 会 場 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で 、 そ の

周途に供する部分の床面積の合計が、 150平方メ

ート J レを越えるもの。

2 . 公 衆 浴 場 の 用 途 に 供 す る 建 築 物 で そ の 用 途

に供する昔11分 の 床 面 戦 の 合 計 が 200平方メート

ノレを越えるもの。

3 . 病 院、百 貨l苫又は 7 ーケ y トの用途に供す

る 建 築 物 て ¥ そ の 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の

合 計 が 300平方メートルをこえるもの。

(3) 報告の時期及ぴ報告すべき事項については、

別 に 定 め る 。

( 昇降機等の検査報告)

第 12条 法 第12条 第 2 項 ( 法 第88条 第 l 項 に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む。) の規 定 に よ り 所 有 者

が 定 期 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 昇 降 機 及 び 工

作 物 は 、 次 の各号に掲げるものとする。

1  . エ レ ベ ー タ -

2. エスカレ ー タ -

3  建築基割高法施行令 ( 昭 和25年 政 令 第338号)

第138条 第 2 攻 各 号 に 掲 げ る 工 作物 。

(2) 報 営 のH寺ltil 及ぴ報告すべき事項については、

別 に 定 め る 。

( 避 縦 廊 下 の 械 進 及 び 設 備 )

第 27条 大 阪 府 建 築 基 準 法 施 行 条 例 ( 昭 和46年

大 阪 府 条 例 第 4 号。以下「条例I j J という。) 第四

条 第 1 項 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 避 難 上 有 効 な

構 造 及 ぴ 設 備 を 有 す る 廊 下 は 、 次 の 各 号 に 該 当

するものとする。

1  . 条 例 第18条 第 1 項の巡等( 以下単に「道等」

という。) 、 i峰 雄 階 段 又 は 特 別 避 難 階 段 に 直 接 通

じたもの。

2. 耐火構造で区画したもの。

3. 天井及び壁の内面の仕上げを不鮒オ料でし、

かつ、その下地を不燃材料で造ったもの。

4 . 出入口の昔日分を除き院l 口部を有しないもの。

有地 と の 境 界 線 が 明 ら か で な い 場 合 は 、 そ の 所 5. 出 入 口 と 天 井 面 と の 聞 に 50センチメートノレ

有 者 又 は 管 理 者 の 証 す る 明 示 図 位。 以 上 の IHI陥を設けたもの。

2  建 築物 が 工 場 又 は 危 険 物 の 貯 蔵 若 し く は 処 6  出入口の慨を1 . 2メー トル以上 1.8メート

理 の 用 途 に 供 す る も の で あ る 場 合 は 、 機 式 第 3 I レ以下、高さを 2 メートル以上としたもの。

号 に よ る 工 場 ・危険物音声1岱 正 削 2 通 7  . 出 入 口 に 次 の イ か ら ハ ま で 定 め る 構 造 の

3  高さ 2 メート J レを越えるがけに近接して建 甲車E 防 火 戸 を 設 け た も の。

築 物 を 建 築 す る 場 合 は 、 が け の 上 下 端 か ら 当 該 イ 直接手で避難の方向に開くことができ、

建 築 物 ま で の 水 平 距 離 、 が け の 形 状 、 土 質 等 示 かつ、自動的に閉鎖する構造としたもの。

す 図 岱。 口 火災時以外に l銅紋した状態で使用するも

4  建 築物 が 、法 第86条 の 2 の 規 定 に よ り 既 存 の に あ っ て は 、 随 時閉鎖 す る こ と が で き 、 か

の 建 築 物 に 対 す る 制 限 の 緩 和 を 受 け る も の で あ っ 、 火 災 に よ り 浪 皮 が 急 激 に 上 昇 し た 場 合 に

る 場 合 は 、 機 式 第 4 号 に よ る 鯛 性。 自 動 的 に 閉 鎖 す る 構 造 と し た も の。

5.  ｾ動ダムウエータ一文は消火、換気排水、 ハ 煙 感 知 器 と 連 動 し て 自 動 的 に 閉 鎖 す る 榔

若 し く は 避iT I " の設備がある場合はその設計図住。 造としたもの。

6  建 築 物 の 存 す る 市 町 村 の 長 が 作 成 す る 調 査 8 . 床 面 を 、 組 函 と し 、 文 は す べ り に く い 材 料

報 告 性。 で仕上げたもの。

7 . 前 各 号 に 掲 げ る 図 舎 の ほ か 、 確 認 に 参 考 と 9. 傾 斜 路 を 設 け る 場 合 は 、 そ の 傾 斜 路 の 勾 配

なる図ＺｲＡｾ。 を10ノマ一セント以下としたもの。

10 床 に 段 を 設 け る 場 合 は 、 そ の 段 の け あ げ の

寸 法 を 18センチメートノレ以下、そのn商 の 寸 法

を26センチメートノレ以上としたもの。

11. エ ア ー カ ー テ ン 、 令 第20条 の 2 第 2 号 に 定

め る 機 械 換 気 設 備 又 は 令 第126条 の3 に 定 め る 排

排 煙貫生イ'HIi を設けたもの。

( パノレコニーの構造及ぴ設備)

第 28条 条 例 第 19条 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 精

進 及 び 設 備 を 有 す る バ ル コ ニ ー は 、 次 の 各 号 に

該 当 す る も の と す る。

1  . 条 例 第18条 第 1 項 の 通 路 等 の 幅 貝 以 上 の 幅

を有するもの。

2 . 床面よ り1 . 1メートノレをこえる 部 分 を 直 按

外 気に開放したもの。

3 . 道 等 、 避 難 階 段 又 は 特 別 避 難 階 段 に 直 接 通

じたもの。

4  壁 及 び 床 を 耐火構 造 と し た も の

5  天井及び壁の内面の仕上げを不燃材料でし、

か つ 、 そ の 下 地 を 不 燃 材 料 で 造 っ た も の。

6  出入口の部分を除き関口苦11 ( はめごろしの

防 火 戸 を |徐 < 0) を有しないもの。

7  出 入 口 と 天 井 面 と の 聞 に50セ ン チ メ ー トノレ

以上 の l間隔を設けたもの。

8. 出入口の幅を 1. 2メ ー ト ル 以 上 1. 8メー ト

ノレ以下 、il ' l iさを 2 メートル以上としたもの。

9. 出 入 口 に 次 の イ 及 び ロ に 定 め る 構 造 の 甲 極

防 火 戸 を 設 け た も の。

イ 直 接 手 で 避 難 の 方向 に聞くことができ、

か つ 、 自 動 的 に 閉鎖する構造としたもの。

口 火災時以外に開放した状態で使用するも

の に あ っ て は 、 随 時 閉 鎖 す る こ と が で き 、 か

つ 、 火 災 に よ り 温 度 が 急 激 に 上 昇 し た 場 合 に

自 動 的 に 閉 鎖 す る 構 造 と し た も の。

10. 天 井 、 屋 根 又 は 庇 を 設 け る 場 合 は 、 隣 地 境

界 線 又 は 同一 敷 地 内 の 他 の 建 築 物 の 各 部 分 か ら

1 メートノレ以上離し、煙の流出を妨げない榔造

としたもの。

( 空堀の椛造及び設備)

吉区29条 条例第20条 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 綿

進 及 び 設 備 を 有 す る 登 場 は 、 次 の 各 号 に 該 当 す

るものとする 。

1  . 条 例 第18条 第 1 項 の 通 路 等 の 幅 只 以 上 の 幅

を有するもの。

2 . 上苦11を外気に開放したもの。

3 . 逃 等 、 避 難 階 段 又 は 特 別 避 餓 階 段 に 直 接 通

じたもの。

4  l : 主を耐火構造としたもの。

5 . 出入口の部分を除き l刻口部( はめごろしの

防火戸を除く 。) を有しないもの。

6. 出入口の幅を 1. 2メ ー ト ル 以 上 1. 8メート

ノレ以下、高さを 2 メートノレ以上としたもの。

7  出 入 口 に 次 の イ 及 び ロ に 定 め る 榔i去の甲車E

l坊火戸を設けたもの。

イ 直接手で避難の方向に聞くことができ、

か つ 、 自 動 的 に 閉 鎖 す る 機 迭 と し た も の。

口 火 災 時 以 外 に 開 放 し た 状 態 で 使 用 す る も

の に あ っ て は 、 随 時 閉 鎖 す る こ と が で き 、 か

つ 、 火 災 に よ り 温 度 が 急 激 に 上 昇 し た 場 合 に

自 動 的 に 閉 鎖 す る 構 造 と し た も の。

( 大阪府建築部建築指海銀 木周照之)

9  
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アスフアルトの常識をこえた床舗装材

コυコトコート

弾力性・復元性・耐久性・防湿性にとくに優れ、常温で使えます二

各種工場、倉庫、駐車場、船舶などの床面に広くご活用ください。

屋キ艮の防水用にも、どうぞ。

福高工業/ 札幌 (561 )3217 

陽光建設/ 仙台 (22)6278 東京 (260)2609

三玄産業/ 東京 (571 )4421 

鈴与・建材課/ 清水 (53)3111

名 建 商 会/ 名 古 屋 (26 1)3671

ヒ' チュメン興業 / 名 古 屋 (762) 1185

シェル石油・大阪発売所/ 東京 (562)4646

大阪 (303) 7131 福岡 (77) 1961 

日建工材 / 福岡 (74)6665

ｾＪｉ ｌＮＯｑｾ 宙線ｾ Ｎ童話
本社・土木建設部

東京都千代田区霞が関3 ・2 - 5

電話 ( 580) 0111大代表

札幌支庖 01 ト22ト0141

仙台支庖 0222- 23- 71 47  

名古屋支庖 052- 582- 541 1  

大阪支后 06- 203- 525 1  

広島支底 0822- 28- 0581 

四国支庖 0878- 31-1821 

福岡支庖 092- 28- 8141 

ｾ＠

ｾ＠



読者の頁

口兵庫県における解体実

験と講演会レポート

兵庫県建築部では 4 月22 目、破壊工学 ・解体工

法の実験と競演会。を兵庫県建設業協J 会、建築

会、建築士会の協賛を得て笑施したので、以下

に概要を報告いたします。

1 . 実験と講演会の趣旨目的

産業、学術文化、レジャー 、都市、エネルギー

などのあらゆる分野において高密度化した現代

社会生活の場において、すでに適応機能を失っ

た建物の建替えから、積極的に都市改造、市街

地再開発のための既設構造物の解体工法 ・破壊

工学の問題が、公害問題、すなわち、騒音、振

動、粉じん 、あるいは廃楽物処理などの諸問題

もからんで、建設関係者にとって解決を迫られ

る丞嬰かつ緊急の諜題となってきた。

. 破砕装置配置図およびコンクリート破砕状況図

(1) - a  - 1  :  2  F 床梁 (旭 1号砲工 30gr/  1本)

ＨイＩ 旭 一 号充喫 ｉ ｾ ｉ 門

目ア
断I而閃

U¥川 /

(1)- a - 2  2 F床梁 ( S L B- N  地工 30gr  / 1 本)

{イ ) S L B- N 光 明凶

充. l f i 図は①ー( イ) に同 じ

( ロ) 破砕状況悶

ｾ＠ 叫 L E制緩

たまたま、兵庫県では第 2 庁舎および新議事堂

の完成に伴い、大正11年建築の旧議事堂および

別館が解体撤去され、現代庭図として整備され

ることになったため、議事堂最後の御奉公とし

て、建設、公害、保安、交通などにたずさわる

方々を対象に、市街地における解休工法 ・破綴

工学の技術の進歩と啓蒙に寄与するよう企画し

たものである 。

2  講演会

公開実験に先立って、兵庫県民会館大ホールで、

破壊工学 ・解体工法、ならびに建設と公害、破

壊と保安などに関する講演会を近沢県営繕課長

の司会で開催した。

これには建設業界、建築士会、県、市の技術職

貝など約400名が出席した。 県営繕課編集の、兵

庫県旧議事堂解体工事監理記録i フィルム砂を上映

したあと、まず北畠県建築部長が市街地再開発

などに建設関係者の協力を要請し、つづいて各

講師から次の内容の講演があった。

(  1  ) 欧米における解体工法の現状と破壊工学

鹿島建設技術研究所主任研究員柿崎正義氏

(  2  ) 公害防止法、環境保護と建設工事

兵 庫 県 公 害 謀 騒 音 振 動 係 長 北村文男氏

(  3  ) 保安上からみた建設破壊工法

兵 庫 県 産 業 保 安 謀 保 安 係 長 市川一一氏

3  破壊実験

講演会にひきつづいて旧議事堂解体工事現場で

公開実験を実施した。 市街地における笑験であ

るため、見学者配分も含めた笑験計画舎を作成

し万ー の事故防止に似重な検討を加えた 。

( I) - a  - 4 独立基礎 ( S L B- N  総工)

( イ) ( ロ) 破砕状 況|χl

( I ) - b ー 1 : 独立法礎 ( ツカモトガス破砕装置' 1 )

(イ )

寸

租函

一

ι一叫

「

並

( ロ) rVJ ( 砕状況I:<!I

(  1  ) 実験項目と装置

(a ) 緩性火薬による破砕

破 砕 薬 旭 1 号およびS L B NW 

(b) 炭酸ガスによる破砕

ツカモトガス破砕装置

(c ) 油圧による破砕

ロ ッ ク ジ ヤ y キ

( 2 ) 実験対象

兵庫県旧議事堂別館 (R C4 F ・大正11年建築)

( 3 ) 測定項目およひ磯器 ( 下図参照)

(a )騒音

音圧測定器 DENSOKU SOUND LEVEL 

METER A- l  1  L  

(b) 振動

振動iftl J定 器 公 害 騒 音 振 動 計 A Rー 1 1型

( 増幅器 、自動装置、 内蔵)

( 4 ) 飛散状況

単にシートを被せたのみであったが破砕片の飛

放などはみられなかった。

4. むすび

この実験と講演会には、われわれの当初予想を

はるかに超える参加者や、 7 スコミの反響など

から、かなりの成果があったのではないかと推

測されるが、これはまた、北畠県建築部長や伴

神戸大学名誉教授 、光安県参事( 現明石工専教

授) の示唆、県営繕課近沢課長、掘係長らの理

解、さらに鹿島建設現場事務所舟木所長、吉本

主任らの協 力に負うところが大きかったことを

紹介 してレポー トのむすびとしたい。

兵庫県建築部 首 藤 信 夫

実験現場 ー

(1) ーC - I 独立基礎 ( トーキーロ y クジャ ッキ施工)

イ) ジャッ キ充喋図

ロ) 破砕状況図

- 騒音振動測定結果

破 砕 傾 別 騒
認l'f

娠 動

場 所 ホ ー ン 垂 直 V

商 品 名 10m地点 15m地点

L 旭 I 号 120gr 2  F 床 梁
74 ホ ン 4  . . 1  

2. S  L B  -N  120gr 2  F 床 梁 86 7  

a ッ カ モ ト ガ ス 独立基礎 86 3. 5 

4 旭 1 号 560gr 独立基縫 90 29 

5. S  L B  -N  360gr 独立基礎 100 減 5.6

邑 ツ カ モ ト ガ ス 独立基礎 82 3.5  

t ロックジャ ァキ 独立基礎
。 。

疑は 10m地" にて 12.5

11 
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ル
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年

- カ ー テ ン ウ オー ル の主 な 納 入 実 績

イ ケ マ ン ビ ノ レ ( 昭 和38年 )

大 阪 証 券 会 館 ( 昭 和 4 0年 )

京 都 産 業 会 館 ( 昭 和4 0年 )

大 キ公 ビ ノレ ( 昭 和 41 年 )

麻 布 ヒ‘ j レ ( 昭 和 4 2 年 )

大 阪 駅 前 市 街 地 ビ ル ( 昭 和 4 5年 )

住 友 商 事 ビ ル ( 昭和4 5年 )

竹 平 加 入 電 報 電 話 局 ( 昭 和 4 5年 )

大 阪 銀 行 本 l吉 ( 昭 和 4 5年 )

尼 崎 信 用 金 庫 ( 昭 和4 6年 )

※ 住友商事 ビル、大阪銀行本底の アチープメン 卜を本社

技術部までご誇求ください 。

ヨィヨコ守盟主湖底意書誌主

本 社 堺 市 松 屋 町 1 - 6  

干 590 T E L  ( 0722)  38- 1  1  4  1  ( 大 代 表 )

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 1 - "  - 2  ( 三 泉 ピ ル 〉

干 101 T E L  ( 03 )  861 - 9 4  2  1  ( 大 代 表 )

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 ( 南 本町 ビ ル)

干 541 T E L  ( 06 )  252- 1  8  8  1  ( 大 代 表 )

12 



建 築 と 社 会

-
ス-・回・・ ユ -

ニュース原稿をお送り〈ださい.

.r 京都の市電をまもる会」結成

去る 4 月27 日夜、京都市丸太町、教育文化セン

ターにおいて、西 山タo三、湯川秀樹、ジャン ・

ピエー J レ・オシコルヌ氏等、数十人のよびかけ

に応じて、市民約 ＴＰＰ 人がよ ｾ まり、「京都の市電

をまもる会」結成大会が開催 された。つ いで市

内をデモ行進し、 市電を守って市民の足を確保

し、事故や公害のない古都の街づくりをすすめ

ていくことを市民に訴えた。

「京都の 市電 を守る 会」結成へ総会宣言

京都市民のみなさん。

千年の古都 ・京都は、いま、住みよいまちづ

くりをすすめていく上て¥重大な二つの道一一

市電を撤去して自動車公害都市に転落するのか、

市氾を守って市民の足を確保し、 ZI;; 放や公害の

ない京者I1のまちづくりをすすめていくのか一一ー

の岐路に立っています。

京都市当局は、 市電はもはやH寺代おくれであ

り、かつ赤字であるとの理由で、今年から僅か三

年間で市電を大々的に撤去するといっています。

しかしながら、激増する自動車への対策を放

世し、しかも地下鉄建設の若手もしないうちに

市電撤去を始めることは、市民の足を奪って日

常生活をいちじるしく 不便にするばかりでなく、

ゆたかな自然と歴史的文化財 にめぐまれ、良好

な生活環境を保持してきた京都が、 111 . 放と騒音

と排気ガスの巷と 化 すことは火をみるよりも明

らかです。

市mのイ' - t りとしては市バスが予定されていま

すが、市バスがすでに赤字である以上、「赤字対

策」を理由にして市電を撤去することは論理的

にも成立しません。 そしてこの主張をそのまま

延長するならば、「市屯撤去」はやがて「市バス

廃止」につながり、さらに大きい赤字の見込ま

れる地下鉄建設は不可能となりましょう 。

すでに全国的に、あるいは大半の市 内電車を

撤去した 束 京 ・大阪 ・名古屋 ・金沢などでは、

自動車公害が激化するにつれて、その方針が誤

りであったことが専門学者の研究を通して、ま

た市民の笑態を通して次第に明らかになりつつ

あります。

市民の足は「経営の論理」ではなく「生活の

論理」によって保障されなくてはなりません。

市民にとっては「市電か地下鉄か」の二者択ー

ではなく 、「市電も地下鉄も」必要です。市i立を

存続させて、速くて使利で安全な都市交通網を

確立していくことは、京都市民にとって緊急か

つ箆大な課題でありましょう。私たちは 、多数

の市民の方々が「京都の市l t L をまもる会」に参

加され、京都の市mをまもる行動に立ち上られ

ることを強〈訴えます。

市電 はいいな

昭和46年 4 月27 日

西 山 仰 三

1 、市況はいいな、チンチン走る

大きな窓から、山紫水明 ・都の町並

i泊りのにぎわい、ゆ〈人の姿

市民も鋭光客も、ゆっくり楽しめる

2 、市mはスマート、大きな車体

エコノミッ 7 ・7 ニマノレの 7 イカー

必死に走るのをしり目にゅうゅう

明る〈広くて 、本でも読める

3 、市mは紳士だ、排気ガスだきない

きまったレールを走って傷っけない

音の大きいのは技術でなおせる

車にすI1泌されねば、スピードも早い

(4 番から 9番まで省略)

.r 神戸市の住宅政策の方向」

このほど、神戸市市政専 門委員会 (座長 : 巽

和夫) では、 「神戸市の住宅政策の方向」につ

いてのリポートを発表した。内容は、 1 地方自

治体における住宅政策、2. 神戸市の住宅問題、

3. 住宅供給、 4.宅地供給、 5. 要約と提言、付 -

資料からなっている 。 以下このうち、要約と提

言のなかから抜粋してみる。

1. 政策対象の全市民への拡大 : 第 1 に、中低

所得者に対しては公的負食住宅の供給、中高所

得者に対しては、公的分譲住宅、公的分譲宅地の

供給、公的機関の直接供給。第 2 に、民営住宅

供給に対する政策、第 3 に、個人建設や持家の

増築 ・修繕工事に対する融資、第 4 に、情報サ

ービス、居住指導などのサービス活動、第 5 に、

生活環境の主主備などがある 。住宅行政は市民の

高い住意識を啓発する役割も考える 。

2.  住宅政策の総合化 : 第 l は、神戸市の住宅

行政体制の変革、第 2 は、地方自治体機能の強化、

第 3 は、「住宅基i ¥! ! 計画」の策定と実施第 4 は

住宅政策に |刻する調査研究の促進 (例えば「住

宅 ・都市行政研究所」の設立) が要請される 。

3. シビルミニ 7 ムの確保 : 住宅としてのミニ

7 ムは、住宅の規模 - 設備 ・構造について の必

要最低限を規定する法規を速やかにつくる必要

があるとともに、住宅と居住者との関係から生

れる「居住状態」のミニマムを法的に保証する

方向に進めること 。 さらに住宅環境のシビルミ

ニマムを確保することが当面の政策目標である 。

4.  公的宅地開発の推進 : 土地に関しては、可

能なかぎり公共の手によって行なうことか望ま

しく、住宅に関しては民間の協力を得ることが

望ましい。 また Il日発地と既成市街地とを結ぶ交

通機関 の整備 が必要である 。

5.  住宅を 中心 とした再開発の促進 : 第 1 に、

住宅を 中心とした再開発をニュータウンと関連

させて進めること 。 第 2 には、木造密集住宅の

高層住宅への建替えを積極的に進める。第 3 に

は、マンション建設を都市計画に従属させるこ

とである 。

- 昭和46年一級建築士試験の施行

・受験申込手続

(1)  受験申込st : 受付期間及び時間

昭和46年 6 月14 日( 月 ) から 6 月22 日( 火)ま で

( 日略目を除 < ) 午前10時一午後 4 時、( 土問

日は正午まで)

郵送の場合は、最終日までの消印のあるもの。

(2)  受験申込i!1の受付場所及び申込方法

1)  住所地の都道府県建築主務課及びド1
1
縄 ・

北方対策庁沖縄事務局

2)  受験申込f!? は、上記1) の場所に直接提出

するか又は郵送すること。郵送による場合

は、所要の郵便切手をはり、あて先を明記

した返信用封筒を同封すること 。

(3)  受験申込用紙等の交付

受験申込用紙、受験案内等は、昭和46年 6

月 7 日( 月) から各都道府県建築主務課及び沖

縄 ・北方対策庁沖縄事務局で交付す.0.

(4)  受験手数料 1，200円

- 学科の試験

昭和46年 8 月21 日( 土)

午前 9 時 ~午前11時 学科 I

午前11時20分~午後 O時40分 学科 II

午後 1時40分~午後 3時40分 学科m

午後 4 時 ~午後 5 時20分 学科W

(2)  学科の区分と出題範囲

学科 1 ..... 主に建築計画、環境工学、建築設備

(設備機器の概要を含む。)に l刻するもの

学科 II ・・・…主に建築法規に関するもの

学科m… ー主に精進力学、建築一般精進、建築

材料に関するもの

学科W ・・… 主に建築施工、 建築積tl に関するもの

(3) 合格者 の発表 昭和46年10月11 日( 月)

・設計製図の試験

(1)  試験WI 日及び1時間割l

昭和46年10月31日( 日) 正午~午後 5 時30分

(2) 合 格 者 の 発 表 昭 和46年12月27 日( 丹)

(3)  設計製図の課題

昭和46年 8 月 2 日付けの官報で公告するほ

か、学科の試験の試験場において公示する。

・学科の試験と設計製図の試験と の 関係

(1)  設計製図の試験は、昨年実施された学科の

試験に合格した者又は本年実施される学科の

試験に合格した者に| 浪り受験できる。

(2)  本年の学科の試験に合絡した者で、設計製

図の試験に不合格となった者又は設計製図の

試験を受験しなかった者は、昭和47年一級建

築士試験において学科の試験が免除される。

・従前の制度による試験

(1)  試験WI 日及び時間割

昭和46年 8 月21 日( 土) 、 22 日( 日 )

(2) 合 絡 者 の 発 表 昭 和46年12月27 日( 月 )

(3)  建築設計製図の課題

「市街地に建つ従業員寄宿舎」

訂正: 6月号エユース欄15頁のタイトル「革新大阪府政実

現にあたって建築家・技術者向会J を「革新大阪府政を考

える建築家 ・技術者の会J と訂正します。

13 
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完 全 責 任 施 工 年 限 保 証

圃 シ グ マ ー トに よ る ウ ヱ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特努同色縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

電 ⑫ 年 の 実 績 が 生 ん だ ヌ

シ Ｐ マ・ト Ｎｳｐ 悶 ｪ レド ｊｾＮＧｾｾＧＢ
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完全 な 施 工 工事 を お 受 け い た し ま す

地 区 別

北 海 道

地 区

東 北

地 区

関

東

1也

区

ヰヒ

ｾｾ＠

I也

区

4  コロz キ土 名 電 苦言 地 区 別 会 ヰ土 名 電 言舌

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 幌 231 ー 7511 代
東

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 i脅 水 45- 2221 代

日 新 建 エ ( 株) 札 幌 出 張 所 札 幌 221 - 5015
三 t言 建 材 工 業 株 式 会 社 豊 橋 45- 82 11代

i毎 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 761 - 6 181 代

信 栄 工 事 ( 株 ) 仙 台 出 張 所 仙 台 23- 1735
東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 41 1- 6621

日 新 建 エ ( 株 ) 仙 台 支 后 仙 台 25- 5431 代 i1!! 日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 名 古 屋571 - 5541 - 4  

伊 藤 建 材 株 式 会 社 東 京 842- 1431 代

三 井 工 業 株 式 会 社 静 岡 85- 9 15 1- 3

区
宮 崎 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 33 1ー 153 1代

春 日 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 3871 代

金 岡 工 業 株 式 会 社 東 京 363- 4341 代

iJi 

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 372 - 0250- 3

木 下 工 業 株 式 会 社 東 京 634- 0821 代
東 洋 建 材 株 式 会 社 京 都 361 - 9171

協 立 工 業 株 式 会 社 東 京 433ー 1961
棚 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 22- 9 182代

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社 東 京 883- 313 1代
畿

中 村 i歴 青 工 業 株 式 会 社 神 戸 34- 5884

日 新 工 材 株 式 会 社 大 . 阪 541 - 3785- 6

日 新 謹 工 株 式 会 社 東 京 803- 241 1代

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会 和 歌 山 22- 3922 

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 東 京 403- 0 171 代

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 大 阪 385- 2781 代

野 口 工 材 株 式 会 社 東 京 444- 353 1代 i也

マ サ J レi歴膏工業付朱) 大阪営業所 大 阪 303- 024 1代

務 田 工 業 株 式 会 社 東 京 263- 486 1代

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社 大 阪 458- 4841 - 3

目 草 井 工 業 株 式 会 社 東 京 9 4 1- 027 1
日 新 謹 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 54 1- 1607- 8

富 士 エ 材 株 式 会 社 東 京 634- 016 1代
区

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 阪 329ー 1023代

藤 i歴 青 興 業 株 式 会 社 東 京 362- 5697代

株 式 会 社 ニ 洋 技 法 大 竹 2- 5155イモ

北 条 i歴 青 工 業 株 式 会 社 東 京 551 - 2676
中

東 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 岡 山 口 ー 1181 代

マ サ J レ涯 背 工 業 株 式 会 社 東 京 842- 63 11代
国

量 量 永 建 材 株 式 会 社 広 島 6 1- 637 1- 3  

大 和 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 475 1代
1也

大 和 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所 広 島 7 1- 4687

i歴 青 建 材 株 式 会 社 東 京 861 - 2706- 8
区

株 式 会 社 巴 商
ｾ、

宇 部 2 1- 0760

i歴 膏 建 材 付生 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 22- 9737 

大 ニ 工 業 株 式 会 社 局 松 5 1- 681 1代

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 高 崎 22- 330 1- 3

四

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 庖 高 知 83ー 7328- 9

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 后 埼 玉 3 1- 1225- 7

国

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 徳 島 54- 416 1代

石 田 建材 工 業 (株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 33ー 7697

1也
株 式 会 社 ? ) レ マ ス 河 野 商 庖 今 治 2  - 5000代

同 和 建 業 株 式 会 社 新 潟 45- 225 1代

区
株 式 会 社 山 本 商 会 松 山 3 1- 626 1代

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖 水 戸 41 - 5141 代

九

安 政 工 事 株 式 会 社 福 岡 28- 5207- 9

石 橋 建 材 株 式 会 社 福 井 23- 0775

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会 鹿 児 島 23- 9395- 6

州 株 式 会 社 工 材 キ土 北 九 州 38- 1468- 9

有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖 高 岡 22- 0999

i1!! 
株 式 会 社 大 二 商 会 宮 崎 24- 1625

有 限 会 社 小 島 工 業 所 高 岡 23- 039 1
日 謹 エ 材 株 式 会 社 福 岡 74- 6665代

島 屋 建 設 株 式 会 社 金 沢 42- 515 1

区

日 新 興 業 株 式 会 社 延 岡 3- 2455- 9

- 建設省東計第 240号 認 可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 剖SJ 且立 区 千 往 来 2 - 21  - 28 日新工業株式会社 内 司1，15 (882)  2424 ( 代)

関東支部東京都足立区千住東 2- 21- 28 日新工業株式会社内 電話 ( 882) 2424 ( 代)

関西支部 大阪市 東 淀川区硝光通り ← ＳＰ ・ Ｒ 日新工業株式会社大阪支府内電 ｊ ｉｩ Ｈ ＳＲＹ Ｉ ＷＷＳＷ ＨＩ､ｾＩ

九州 支 部 視 間市大手門 1 - 6 日新工業株式会社九州 出張所内 包 括 ( 74) 3  4  6  1  

守

.  
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新製品紹介

囚 A B  C 商 会 展 示 会 ・ 4 月22 日一 4 月24 日 ・ O M MビJ レ12階 ・ ワンダーフォー l レ

国第 11 回 天 童 木 工 展 ・ 4 月26 日- 4 月28 日 ・ 朝 日 新 Ilfl ピ/レ 5 階 ・ 新 し い オ フ ィ ス フ ア ニ チ ア シ リ ー ズ

固第 1 回 イ ン テ リ ア タ イ ル 総 合 展 示 会 ・ 4 月17 日- 4 月30 日 ・ 国 際 見 本 市 会 場 3 11皆 ・ イタリヤタイル ・原田タイル

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I lI I I I I I I I I I I I I I I I 111111111111111111111111111111111 

回A B C商 会

附 A B C商 会主催 に よ る 、 ル ーパー ! 照明 白光 天

井 、 そ の 他 新 建 材 ・床 材 の 展 示。

照明に映える展示品

固天童木工展

. OFgr oup I について

- ワ ン ダ ー フ ォ ー ル (写真右)

新 し い ア ニ メ ー シ ョ ン 方 式一 一 ワ ン ダ ー フ ォ ー

J レは心よい雨の動き、滝、口氏水の魅力を表現す

る。

特殊な液体の滴が、ピンと張った、ほとんど自

に見えないナイロン ・テクス糸を流れ落ちる 。

液 体 は1;;- に 循 逃 し て い る の で 、 摘 の 流 れ は 述 統

的で、大きさと流速は変えることができる 。

使 用 す る 特 殊 液 は 、 毒 性 が な く、 蒸 発 性 、 腐M¥

性 、爆発性、' ; - a 導性もない。

澄明な原被は、. f i ! i 物性、蛍光染料で色をつける

ことができ、文ガス、ｾｉｬ気Ａ照明を取り入れるこ

とも簡単。

ナ イ ロ ン 糸 は 隠 蔽 式 の 機 械 装 世 に 接 続 し 、 * 線

から 30度まてe の角度をつけることができ、糸の

HIII原と糸の列の数を調理在すれば、滴の流れの密

度 は r7 l < 流から霧雨まで」の感じに変えられる 。

固イン テリアタイル総合展示会

情 報 化 社 会 を 迎 え ている今 日、あ らゆる分野で、その加速度 的 な 進 展

ぷ り は 目 を 見 張 ら せ る も の が あ り ま す 。 各 的 の 情 報 機 株 の 発 途 も そ の 代

表 的 な も の で す が 、 そ れ ら は 結 局 、 人 間 に よ っ て コ ン ト ロ ー ル さ れ る べ

きものです。

hl よ り も 質 を 生 み 出 す 力 、 考 え 、 決 断 す る 創 造 能 力 が 、 今 、 オ フ ィ ス

に 働 〈 人 々 に 要 求 さ れ て い ま す 。 そ し て さ ら に 、 個 々 の 能 力 を 統 合 す る

オフィスの在り方が全体的に従えられねばなゃないでしょう。

こ の よ う な 考 え 方 に も と ず い て 、 株 式 会 社 天irI . 木工は、世IH守おデザイ

ン(i }f究 所 の デ ザ イ ン に よ り 、 新 し い オ フ ィ ス フ ァ ニ チ ュ ア ー の シ ス テ ム

を 開 発 し て ま い りましたが、ここにその抜本タイプのいくつかを発表展

示するこ とになりました。

この O Fg r oup I の 広 範 な シ ス テ ム に よ っ て か た ち づ く ら れ る 全 〈 新 し

い オ フ ィ ス 現 境 と 、 用 途 の 多 機 性 に 高 応 す る 適 応 性 を 御 注 目 の 上 、 御

j l ' ) j 評いただければ幸いです。

デザイン 剣 持 勇 デ ザイン研究所

原 因 タ イ ル 側 主 催 の 第一 回イ

ンテリアタイル総合展示会が、

42社が出品して Hflf U i 展示され

た。出 品 されたタイ J レは、設

計者が初めて ilt に送るもので、

ステンドグラス的なセンスに

会 場 は ー 磁 の 展 覧 会 を 思 わ せ

15 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-園田園

軽 量

上i二m. O. 5

断 熱

而七人c

法 定耐 火 材 料

。

当

⑨ P O R Eぎ〉

辛 口 殿 山 経 済 連 セ ン タ ー ・和 歌 山 市

設置十 時期雑 賀 建 築段 計事 務所

施 工 大 成 建設 株 式 会 社

使 用 場 所 カ ベ ・7 ジ キ リ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  コ":'J !J 1短才'ul を 裂 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・介 庫 事 務 所 伶 宅 等

3  鉄 骨 大 張 11¥1 の 工 場 ・休 育 館 等

4  Ｇｉ ｩ 壬立 化 を要する 日用 挫築物 ・ 軟号沿地ｾＡ誌の建物

5  重火' 骨耐火 ，h'日i 泣の長凶め

5レポレ11/ ' 7叉 販 売 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 回r 2  - 6  (平 沼 ビ ノレ )

句 書舌 東 京 ( 2 5 6 ) 代 表 3 4  5  I  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 I - 9 0 ( 第 三 富 士 ビル )

館 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 o 5  2  I  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

路 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 I  

ｾ＠



口写其と慨婆をど しどし お送 1) ください.

凡例 a . 所在地 b. 建築而械 C . 延面積 d  精進規模 e  工 WJ  | ……|  

658.  名 古 屋 国 際 研 修 セ ン タ ー I 659 .  住 友 生 命 姫 路 ビ ル

般 的 K K レーモンド建築E 皆十事務所

f庖ヱ : K K 鹿 島 建 股 名 古 屋 支F苫

a  . 名古座1 I j 千 椀 区 大 平 山i 針 宇 大

旭川l版 ノ 井 区 間 殺 到 地 区 内 13

7 ロ γ ク l "lfIo 9  - 1 得

b .  1，213 m
2  

c  .  3 ，545  m
2  

d .  R  C  造、 5 F  

e  昭 和45年 5 rJ - i l 自制] 46年 2 rJ 

設計 K K 日 建 設 計

施 工 ・鹿 島 建 設 K K

a  . 姫路 市 北 条 口 1 2  6 番地

b .  584 .81  m'  

c  .  5，219 .52 m'  

d.  S  R  C 造、 9 F 、P 2  

e  昭和45年2 月~昭和46年 4 月

660.  千 舟 シ ョ ッ パ ー ズ プ ラ ザ

設計 K K 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 K K 竹 中 工 務 唐

a  松 山 市 千 舟 町 4 丁目 1 帯

b.  1，905 .8  m'  

15，8220 ，1  m'  

S R C 造、 8 F 、B 1 、P H 2

e  昭和45年 3 月-11目手 ] 45年 12月

661 .  阿 久 比 農 協 会 館 I 662. 津 市 役 所 分 庁 舎 I 663 住
士

ロ 税 務 署

設計 K K 奥 村 建 築 事 務 所

総工 : K K 鴻 池 組 名 古 屋 支 唐

a 愛知県知多ml 阿久比町大洋阿久jt浮

b  .  891. 195 m'  

c .  2，722 .48 m'  

d .  R  C 泣、 4 F  

e  . 昭和45年 5 月- 1昭和46年 2 月

設計 K K 丸 三 設 計 監 理 事 務 所

総工 K K 鴻 池 組 名 古 屋 支 庖

a ・i ll r J j 殿 村 字 惣 作 2

b .  2，132 m'  

c.  4，606. 724 m'  

d.  R  C i在、 2 F 、 B 1  

e  .  1昭和45年 5 月-11召和46年 3 月

設計 近 織 地 方 建 設 局 営 繕 錦

地工 : 大 日 本 土 木 K K 大阪支庖

a  大阪市住吉区上住吉町 180の l

b.  570. 00 m'  

c.  1，710. 26 m'  

d.  R  C 造、 3 F

e  . 昭和何年 6 月- 1昭和46年 2 月

664.  県 民 の 森 ビ ジ タ ー ロ ッ ジ I 665 .  船 場 西 ビ J レ 666.  遠 里 小 野 幼 稚 園

設計 図 原 建 築 段 計 事 務 所

施工; 大 日 本 土 木 K K大阪支唐

a  大阪市住吉区述皐〆 ｈｾＮ 州ｔｬ丁目

b .  443. 853 m'  

c .  1，257 .291  m'  

d .  R  C  述、 3 F 、 P H付

e.  1昭和何年 7 月~昭和45年 12月

設計 : KK 石本建築事務所名古屋支所

施 工 ; 東 急 建 設 名 古 屋 支 盾

a. 愛 知 県 南 設 楽 1m鳳来町繍 JJ'，¥

b .  1，280 m'  

c  ロ ッ ジ 2，659 m'  

d.  R  C 造、 3 F - gJ IB  

e  .  II{-{ 布] 43年 4 月~昭和45年 7 月

設計 : K K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施工 K K 神 崎 組

a 姫 路 市 小 姓 町 36 の 2

b  .  1，811. 127 m'  

c  .  9，288 .380 m'  

d .  R  C  述、 7 F 、 P H 2

e  昭和44年 11月-11百平日45年 12月
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洗顔・化粧・はみがき用具がきちんと納まります

恒正@通r (1】

東 陶 機 器 株 式 会 社

旧社 名 東洋 陶器株式会社

大阪市東区高館俄 5 の32 〒 541

( 06 )  - 203 - 5701  

佐粧キャピ率v ト

Y3503 鋭出形 ・円形

￥7，800 意匠登録出願中

直径582X 厚さ 12仇m

色 ・ア イ ボリーホワイト

Y  3502 保出形 ・角形

￥8， 800 意匠登録出願中

515X 565X 135mm 

色 ・アイボリー ホ ワイ ト

※ 浴室での使用 はお避け くださ い



クラスメート

73 

〔大阪府立今宮工業学校 昭和 16年 3 月卒〕

すわっている人 左より ( 敬祢略)

渡 辺 実 Ｈ大相 ｉ ハウス工業 ｋｋ 本社鉄削 Ｚ Ｇｊｾ 昔 ＱＱ

Ｇｩｾ 長Ｉ

浅 田 勝 太 郎 (K K竹中工務賄事11戸営業所次長)

十 川 正 明 (イサ" 建設K K 専務取締役)

後列の人左より ( 敬称略)

前 田 英 晴 (K K松村組広島文忠工務部部長)

寺 田 新 治 郎 (K K大林組事11戸支庖三宮工作Ji 務所

所長)

前 回 八 千 穂 (K K前閏工務庖代表取締役)

井 上 香 (三点か1総 連K K総務本部付部長)

大阪線新 ー らくにて昭和46年 5 月 l 日

日中戦争の兆がみえ始めた、 u併 1111年 ι 入学し、大成; 亜戦争の勃発の気回じ泌J学 証 Hsfl l l b.rj 月 い や Ｍ ｾ

した、 我々クラスノ ー ト は 、 文 字 通 り の 戦 中 派 で あ り 、 大 正11年 ・ 大 正12年 生 れ の お で 山 め て 必 1) ま

す 。 現 在 は 21名 の 卒 業 生 の 内 、 戦 死 者 お よ び 病 没 を 含 め 8 名の者が他界し、 13名 が 生 存 し て い る 次 第

であります。今般、日本建築協会のお申1 1 ¥により、クラス会を開催するチャンスを仰まして、実に卒

業 以 来30年 振 り に 、 同 会 を し た 有 も あ り 、 た い へ ん 懐 し く 喜 ん で い ま す。 10年ひと昔と q-I しますか、

正にその通りて ＳＰ 年は夢の ｾｮ < 去 っ た 気 が し ま す。 卒業後、日ならずしてほとんどの者が兵役生活、

あ る い は 抑 留 生 活 を 送 り 、 そ の 過 酷 な 戦 争 体 験 は 、 大 き く 精 神 力 養 成 に 力 が あ り 、 そ れ ぞ れ 今 日 笑 顔

で 再 会 で き た こ と を 喜 ん で い る 次 第 で す 。 話 は 尽 き る こ と な く 、 学 生 時 代の 懐 し い 思 い 出 よ り 、 機場

に移り、現在の職場の' l "i品みや自信、家族の話と、大いに意義深い一夜を過しました。

弁 上 香 君 笑 業 学 校 卒 業 生 の 上 級 学 校 へ の 進 学 制 限 の 間 際 を つ い て 同 志 社 大 学 卒 業 後 、 三井念I ! I I よ

り現在三井倉庫港連総務本古11で活蹴中。 十 川 正 明 君 終 戦 後 い ち は や く 実 兄 と も ど も 術 浜 に 進 出 、 引p

しも押されもせぬ専務取締役。 寺田新治郎君 学生時代、現夜懐しのメロディーで活 ｕ､ ＧｩＧの Ｊｲｬｬｾ 林太

郎が得意で子、目下大林組事11戸 二三宮地区の大ポス的存在。 前 由 美 郎 君 4公判組 で北海道文病より jよlゐ支

庖 へ 転 任 。 家 族 は ま だ 北 海 道 生 活 中 で 本 人 は 広 チ ョ ン 生 活 を 満 喫 中 。 前 回 八 千 穂 君 本 R 11¥1市者では

11佐一人の社長。十数年前に独立。地量産も 硲 保 大 い に ハ y ス/ レして 1' 1 : 録も十分。 渡 辺 実 君 卒 業 後 鉄

骨 一 筋 の 男 。 松 尾 附 梁 よ り 目 下 大 和 ハ ウ ス へ 転 出 。 社 業 発 展 に 精 捌j 中 で 娘 さ ん の 締 約 も 決 定 し 現 復 幸

せいっぱい。 浅 田勝 太 郎 君 昼 絹30年 、 大 い に 焼 切 っ て 頑 張 っ て い ま す 。 来 神 の 館i には必立寄りを。

なお本日出席予定の舟原将好君、高布! f ，由争義君、山口克己君がそれぞれ社用のため、不参加となり銭念

であった。末文ながら、不幸にも戦死あるいは病没された、クラスメ一トとこごe 家 族 のt皆E苦干傑に哲徐在〈哀↑

のZ怠主を棒げます。 ( iJ ( ; 回記)
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防水層の保護と軽量、断熱に

共栄の，千←. 圃. ヲイEト‘ コ: - . タリ圃ト…川町下M地酬用

共 栄 パ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト P C - D 工法保} 刊の京都エーネ 繊 制 大 学

( 設 計 教γr 施 設 研 究 所 、 施 工 K K大林組l)

表P C一D工3法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の t1p えに使用し仕上モノレタ J レ の 袈 ら な い 金 ゴ テー

ノマッ 仕 上 工法

・ デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 品化 や 露出|妨 水 下 J也、または 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下 地の省力化と塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

共栄の，芯ーヲイトモルタル

共 栄 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル P M - C ( ザj J f J タタミ下地) 保則

的 住 友m工 閉 山社 宅 ( 設計施工 K K竹 I ド工 務 問 )

P M- C工法
- タタミ 下 地の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 安 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボリ ュ ー ム の 節 約 が て' き る

・ 無 機質 ＱＰＰ Ｅ 絶 対 耐火それに多 孔 性 Ｑ ・ Ｔ 料のため ｬ 敗目 Ｑ ＱＱｴ ｾ、 Ｚ￬Ａ｛

音 に 優 れ て い る

- 独 立 気 泡の共栄ノマーライトと 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水パーライトモルタル であるため、 ｪｾ ｝，｟ 気を全〈透さない

比 重 ・断熱共木材 並 1 3  

( 比 重 0 . 85kg/ l ， 熱 伝 導 率 0. 14kcal / mhc)

遂 に 出 た・・・ベ ニ ヤ 仮枠 コ ンク リー ト下地 の か ベ 、 天 井 のー パ ツ 吹イ寸仕上工 法

本方 2卜ルスキ弘

化粧、吸音 、防湿 、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 核 吹

イ寸して争IJ出ltの，心自己カずない

・ かベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 衆 浴 妓 タ イ プ の 表面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ン ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ J マーノレスキ

ンの特徴)

・ー 工程て寸土上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 rii 、 石 綿 板 、 モ ル タ ノ レ な ど 何 ん で

もよい

- 撚 判長色 20色 と特 別 色 も で き る

ネ ォ ， マ ー ル ス キ ノ を ベ ニ ヤ 仮 仲 コ ン ク リ ー ト 下 地 内 天 井

( 吹 放し) 堕( 金ゴテ抑 え仕上) 掠閥的西' 自トラピスト修道院

ＨＱ ｉｾ 例 村 野 森 建 築zr>務 所 、 施 工 K K竹 中 工 務1.'; )

φ l  
共栄パーライト販売株式会社 l

大阪市東区森之宮西の町ｾｾ｟Ｇ｢ｉＮ代表 ＹＴ ＱＩ ＹＲＴＳ
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- 設 計 事 務 所 の 使 わ れ 方

施 主 が 設 計 事 務 所 に 設 計 監 理 を 依 託 す る 場 合 、 そ の 動 機 に は 色 々 あ る よ う で あ る 。

あ る 建 築 家 の 作 風 や 人 柄 に ほ れ 込 ん で 一 切 を 任 せ る 場 合 。 こ れ は 最 も 正 当 な 好 ま し い あ り 方 で そ の 建 築 家

にと っ て は 冥 利 に 尽 き る と い わ ね ば な ら な い 。

設 計 事 務 所 に 頼 め ば 面 倒 な 役 所 へ の 手 続 き な ど も 含 め て 非対t に 便利 だ か ら と い う 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 は

エ ン ジ ニ ア と し て の 設 計 事 務 所 が ク ロ ー ズ ア ッ プされたわけで、その意味では好ましいあり方かも知れない。

ひ と つ の プ ロ ジ ェ ク ト に 対 し て 数 多 く の コントラクタ ーの依 頼 が あ っ て い ず れ も 無 下 に 断 り 切 れ な い と き に

設 計4 務 所 に 設 計 を 依 頼 し て 競 争 入 札 ま た は 見 積 り 合 わ せ に 持 ち 込 み 義 理 を 果 す と い う 場 合 も あ る 。 こ れ

も 設 計 事 務 所 の 使 わ れ 方 と し て は 好 ま し い 部 類 に 入 る だ ろ う 。

m当 者 が 間 違 い を お こ さ ぬ よ う に と い う 親 ご こ ろ で 設 計 事 務 所 を 介 在 さ せ る と か 、 逆 に 設 計官J1- 務所が入 る

と 何 か と 煙 た い か ら 一 切 使 わ な い と い う け し か ら ん 施 主 も あ っ て ま こ と に 世 は さ ま ざ ま で あ る 。 ( F )

. 建 築 学 と い う 名 の 超 工 学

工 学 は お よ そ 技 術 文 明 肯 定 論 の 上 に 立 っ て 出 発 し て い る ら し い。 そ の た め か 、 目 隠 し さ れ た 馬 車 馬 の ご と

く た だ 走 る こ と の み に 懸 命 な 場 合 も 多 い。 吾 々 の 建 築 の 分 野 は ど う も そ れ と は 少 し 逃 う よ う だ。

相 撲 の一 例 を 教 育 に の み 限 っ て み て も 明 ら か だ。 は る か 以 前 か ら 建 築 で は ゆ 建 築 と は 何 か ? 11 11 建 築 は 吾 々

にとって何 で あ る か V の 「 聞 い」 か ら 始 ま る 。 工 学 の 他 の 分 野P で こ う し た 例 が 果 し て あ る だ ろ う か。

に も か か わ ら ず 建 築 学 は 工 学 と し て 相 応 し い 学 問 と 思 わ れ る 。

人 間 の 技 術 的 営 為 が 正 当 に 人 間 と 科 学 と 自 然 の 割 和 を 目 指 す |浪 りに お い て 、 そ こ に は 技 術 文 明 に 対 す る 楽

観 的 肯 定 論 と 悲 観 的 否 定 論 と が 常 に 相 隣 り あ っ て 存 在 し 、 そ れ が チ ェ ック ア ン ド バ ラ ン ス し て い て 当 り 前

の筈 の も の で あ ろ う 。

こ れ を 内 包 し う る 工 学 は 、 在 来 の 意 味 で の 工 学 を 超 え た も の で あ り 、 建 築 学 こ そ ま さ に そ うであ ろ う。 こ

の 「 建 築 と 社 会 」 の 雑 誌 の 名 前 が 闘 い こ い み じ く も 建 築 の 超 工 学 的 性 格 を ま 佐 野 に 物 語 っ ている 。

学 そ れ は 果 し て 、 ク オ ・ヴ ア デ ィ ス ? ( G )  

- そ の 前 夜 に

これが 6 ヶ月の最後C T ，) 原稿である。 早〈舎かねばならぬのであるが件けない。 締切日を 2 日も過ぎてしま った。

大阪府は安医長選挙がすんで、御存知のような交代とな っ た。

これをむいている今日免はちょうと・前知事を送っ た日で、明日はいよいよ新知事を迎える の である。

ほんとに新旧交代劇の真只中の臼であるともいえる。

今 、 私 の 担 当 し て い る 地 方 自 治 の 中 の建 築 ・住 宅 行 政 が イ デ オ ロ ギ ー に よ っ。て 変 る も の で あ ろう か。 東 京

で、また京者日でどうであ っ た で あ ろ う か。

変る官11分もあるであろう 。 しかし建築 ・住 宅 行 政 は そ う い う 次 元 で の も の で は な い と こ ろ が 多 い の で は な い か。

こ の 変 動 の 中 て ¥ む し ろ こ の 変 ら な い 次 元 の と こ ろ を さ ら に 制 強 し て ゆ く こ と が 重 要 だ と 思 え て く る 。

い か な る 激 動 に も 耐 え ら れ る 建 築 ・住 宅 行 政 を こ そ こ の 期 に 反 省 し 、 そ し て う ち 立 て て お く こ と が 大 切 だ

と さ え 思 え る の で あ る 。

滅 多 に 会 え な い 変 動 期 に i!1!I 過 し 得 て 、 こ れ か らの 尊 い 経 験 を 有 意 義 に 踏 ん で ゆ き た い と 思 う 。 ( M )

. み お つ く し と 大 阪 と 水

大阪市のシンポルみおっくしは、昔大阪の大半が芦の ｩｾｊ であ っ た ｈ 寺代に、芦の生茂 っ た 中 の水路の道しる

べ であ っ た の で す。 事 実 大 阪 市 の 大 半 は 湿地 帯 で旬、芦が生茂 っていたのを 、12臣 秀 吉 が 大 大|荻を造るため、

た く さ ん の 堀 割 を 造 っ て、 水 速 の 使 を 計 り 、 湿地 を 埋 立 て 一 石 二 鳥 の 土 木 工 事 に 成 功 し 、 大 商 工 者I1市 大

阪 を 完 成 さ れ た の で あ り ま す。 22臣 秀 吉 こ そ 、大 阪 市 の 大 恩 人 で あ る と 思 い ま す。

道頓』腐は安井道頓がJ 木 津川 は 木 津 の 勘 助 が 開 拓 し た 記 録 が あ り ま す。 ま た 、 東 横 堀 、 西 横 城 、 長 堀 、 堀

江 、立売堀、京町堀、江戸堀、土佐堀川などたくさん の 堀川が ｮｾ ｊ 妬せ ら れ、大阪市は ＴＰＰ 年来、水運の ｦ 更

に 忠 ま れ 、 繁 栄 を 極 め た の で あ り ま す。 今 や 自 動 車 時 代 に な り 、 現 実 に 数 ヶ 所 は 埋 立 て ら れ て い ま す が 、

史 跡 と し て 後世 に伝えられることでしょう 。 芦 の 潟 の 舟 の 道 し る べ であ った み お っ く し を 、 大 阪 市 の シ ンポノレ

にしたことは、意義深いことと思います。 し た がっ て、 地 質 も 大 阪 市 の 西 半 分 は 若 干 軟 弱 と 11日いています。

:F)I1:Eで は結 構 な 上 水 道 が あ り ます か ら 、 水 の あ り が た l床な ど判 り に くい で し ょ う が 、 普 は 井 戸 を槻 って も

余 股 水 脈 の よ い 処 で な い と 飲 料 水 に は な ら な か っ た も の で す。 毎 日 水 何l で 飲 料 水 が 配 達 さ れ 、 各家 庭 で は

水 瓶 が 用 意 さ れ て い ま し た 。 道 頓 堀 や 堂 島 川 の水を汲んで、飲料水に売 った の で す。 当時には新淀川はなく、

淀川 の 水が全部大阪市内に流れ込んでいたのですから、期 川 の水はキレイでした 。 しかし大悶がｾ年ると、

大 阪 市 は 洪 水 に な り ま し た 。 それてa 放 水 路 新 淀 川 |が 開 設 さ れ ま し た。 明 治 29年 3 月 精 工 、 明 治44年 3 月 31

日 最 終 完 成 、 実 に 15年 の 年 月 を 要 し た 大 工 事 で し た 。 おかげで' 洪水はなくなりましたが、市中 の繍 川 の 水

は一 度 に 悪 く な り ま し た。 一方 明 治28年 11月 13 日 に 最 初 の 上 水 道 水 源 地 が 大 阪 城 の向 台 に で きましたが、

一 般 市 民 に 上 水 道 が 行 き 渡 る の に は 相 当 の 年 月 を 要 し ま し た。 ( 年月は大阪市記録に依る ) ( Y )  
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写真ど文

松井昭光
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設 計 者 の こ と l i

この建物 1;1.、 1000年余の歴史を伝える天満宮境内に、結婚式被露宴場として廷て

らt L た .

私達は、再建後すでに 200年 j!I: ( に逮する社殿群の中に、この新しい添加が、自

然な位置を得ることができるよう、十分に注意深〈、その場所と方法を探した。

古い件まいの中から、除去できる部分を選んで必要なスペースを係保し、現われ

た空間lの断面に、私達の新しい接続を施して、空間を結婚式という機能の脈絡め

上に再び匙えらせることが、政初の重姿な仕事であった。会館自体は、天満宮の

ひとつ阿部分に織するニとを自らの命題としながら、結島昏式を考え、求められる

現象を建築的範騰で展開した結果であるといえよう。地下 1 階、地上 3 階ながら、

7 枚のスキ y プ7 ロアを有f し、吹抜けのあるロビー、ラウンジ、大小披露宴場、

写真議、美谷室、各J空室など、大小多磁の部屋を内含するため、架摘、設備とも

多機の方式を必要とした。本来、方法はその目的のために自由に駆使されるべき

ではあるが、空間を性絡づけてい〈要因の中に、方法自体が単に方法というなり

方を越えて沈澱してしまう表現の締造を考えれば、いかにその処方が般2・であら

ねばならないか、改めて捕感する。 2 、 3 年後、建物が洛ちつけば、ドイツ: 衡を

Mえたいと考えている。 久 米 建 築 事 務 所 大 飯 事 務 所 藤 原 一秀
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設 計 者 の こ と l i

このピルは、中之島地区とキタの繁華街との按点にあ

たる、四 ッ僑筋渡辺tlll 北詰に位置する 。

ヨーロ ッパの街並や、またかつての東京丸の内近辺に

I: t 、建物のデザインもさることながら、街並に人間味

のある雰閤気があるように感じられる 。 今僚にいえば、

7 ィーリングのある街とでも表現されるだろうか?

そこに、生活する人々、働〈人々、行き交う人々に安 ら

ぎを与え、歓ぴを感じさせる何物かがあるように思える 。

いつの頃からか、都会はむやみに喧喋で、いらだたし

く、それぞれの建物がかつてに主張しあう機栂に変っ

てしまった。

私どもは、立地条件を生かして、この街角に明快かつ

ヴイヴイドで新鮮な雰図気を創 1) だすと同時に、街に

融け込む建物、街角を生みだす建物をと意識し、こ の

計画をまとめた。

屋上広告物、ピルサインなども単なる付加物としてで

はなく、この街角のー聖書紫として生かすべ〈積優的に

採り入れるよう努めた.

このビルが、企業ベースの事務所建築としてではな く、

この一隅で営まれる都会生活に楽しき、歓ぴを感 じさ

せる何ものかがあれば幸いである .

サントリーピル

殺 計 K K安井建築設計事務所

地 工 K K竹 中 工 務 庖

所 在 地 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 2 丁目 2 ー ]

敷地面積 1，626. 45m'  (492. ∞坪 )

精 進 規 模 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地下 2 階 地 上 8 階 t喜屋 2 ｾ皆

建築面積 1506. 92m'  

延床荷積 14 ，468.  11m'  

高 さ G  L +31. 00m ( パラペ γ ト天端)

G  L + 40. 60m ( f 菩震)

外 装 屋 上 ア ス 7 7 J レト防水

磁器同形モザイクタイル貼

外乱世 耐候性高強力鋼製カーテンオール

グラ 7 1 ' イトペイント自主 花関石

小叩き仕上 一部モーザイ

工 期 昭 和44年 5 月~昭和46年 3 月29 円

- 屋階平面図

• • 
事務室

• • 

• • 

• • • 

• • • 
事務室

• • 
'  

- 標準階平面図
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• 1階平面図
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表ー1 鉄筋 コン クリート 造建物の耐周年数

( 昭和40年大蔵省令第15号)

ｾｪｬｬ＠ 日

- 事務所m. "占前日m，住宅用，社ミJ，m，教会m，

面m

年 数

図;!，'fii im，美術館用または博物館周のものおよ I 75 

び下記以外のもの

・旅館m， ホテルm，アパート m， ; !Hi:i合m，宿

泊所J I j ，飲食l.!i m，1[ 服用，1.別均JTI ，iv( 炎均m

映同f ，iiln， ｾＺｲｾ 世 ｦ 品川，術院Ｑｔｊ，学校ｊｉｪまたは休 ｉ 50 

YJ 似J r J のもの

旅館JTJ ， ホテルm，飲食I.!i1TJ またはm'l: JTJ の

もので ， 延 ￯￺ｩ ｨＧｴのうちに 占 める木造 ， ｊｾ 古 Ｑ｜ 装部

分的 j(lih'l が 3 Ｇｾｬｊ をこえる

- その他のむの 65 ・

Ｍ 映同 ｾｾ ｦ 乍ステージ ｊｔｉ ， 庄内スケー ｰ 号用 ， l. (nli I  

， 50 

ｴｾ Ｚ［ｊ ｔｊ またはと拾助用のもの

- 公衆浴場} f l のもの I  45 

・:ei';J!: 所JTI ， ｾｾｈｾ 月 ｲｭＢ 品交 ｦ［Ｚ［ 所 ｊｔｉ ， 工場Ｈ作業

坊を合む) m， : U服用，停車場( 上屋を含む)

JTJ ， '1()'I ，J I j または絡納服用のもの

・1孟:ki . ? ロールスルホン般 ーシアン. ! . 昼間主・J t

煙1仇問主 無水r .M主・」、っ取もしくは日'jN主または I 30 

これらのガスの ［ｪｻｾｩＮｦｴ を ｪＨｌ 技会 ｉ 目的にうけるもの

・その l也のいちじるしいl I i Sit 性を桁する f血イ本また

Ｇ ｩｾ｜ 休の ｍＱＴ を ＱＨ｛Ｑ 安全而 的にうけ るものおよび ｉ 35 

冷凍:iJ wmのもの

.  ｴ 瓦 ・ チリ石 ￬Ｇｪ Ｚｲ￭その ｪ 出，い ちじる しい ｩｾ Ｉｪ解性を右

する問体を常時Iみ; 在するためのものおよびいち I 45 

じるしい双欠の彬容を直接全面的にうけるもの

・ 放射刊阿 ｦ 立元ＺＮｬｾの政射線を直談うけるもの J" 30 

・ 合 ｉ ， ｆＧｊＧｙｾ の合ｦｯＡ ｬｊｔｉ のもの I  50 

- そのf血のもの

図一1 木造以外の建築物の除却状況
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解 体 工 学 の 現 状 と 課 題

松 井 嘉 孝

1 . ま え が き 1)  

建設工事の投資額は乙 ζ 数年，毎年105ちを乙える増進を示している。 ζ の内容は多岐

にわたるが， 住宅公団などによる中高居住宅 ， 民間業者によるマンション ， 事務所建

築，ホテルあるいは都市における高速道路，鉄道，地下鉄などいわゆる都市再開発と称

する一連の建設工事が大きなウエイ卜を占めている。

ζ れら都市における建設工事に際 して，必ずといってもよいほど，既存の建造物をと

りとわし，その跡地へ建設を行なっている。 したがって解体工事が公害などの問題を引

き起 乙す と と な し 安 全，迅速に ，し かも経済的に行なうととが，建設の際の重要なポ

イントである 。と ζ ろが，解体工事は従来，解体業者にまかせきりで，建設技術者はほ

とんど関与せず，技術開発を含めた合理化の必要性を認めながらも ，解体工事の実態さ

え，つまびらかでなかったため ，なかなか成果があがらないというのが実情であった。

そとで，乙乙では標題について，とくに解体が最も困難とされているコンクリ ー ト構

造物を中心1[ ，大所高所の見地から述べるととにした。

2. 解 体 の 必 要 性 2) ，3)  

前述したように，近年建築物の解体が急増( 図一 1参照〉しており ，建造物解体の必

要性すなわち解体を必要とする条件をあげれば次の通りである。

(1) 耐久性からみた場合

鉄筋 コンクリート 構造が発明されてから約 100 年，わが国に鉄筋 コンクリート 構造物

が誕生してから約70年になる。特殊な条件下，すなわち災害や凍害をうけたもの，無機，

有機の酸類などを取扱う工場，施工が極度 lζ わるいもの ，海岸近接地，化学工業地帯な

どを除けば， コンクリートの 寿命がつきたために解体する というものはきわ めて少な

い。参考のために，鉄筋コンク リート 構造物の耐周年数を表-11ζ 示す。

(2)  機能からみた場合

建築物は既存の建築物の機能が社会の要請に耐えられなくなったか，あるいはより新

らしい対応を考慮してつくられる。そうして新築のため ，解体が行なわれる。 ζ れは事

務所建築，ホ テノレ ，病院，学校，発電所，駅舎など建築全般におよんでいる。特別な建

築物を除き ，いずれも最近の社会的変化，技術の進歩，土地の高度利用などに建築の機

能が追従できなくなった結果 ，解体lと至る。

(3)  都市の再開発など公共の要請によ る場合

都市計画上，広場の新設，道路の拡張工事，高速道路の新設，鉄道 ・地下鉄の新設あ

るいは改造工事など既存の構造物を除却する作業が非常に増えている。

以上からみて解体は社会的な要請によるものであり，地価¢高騰の結果，解体後の跡

地へ新築する必要が生じてきたといえる。



3. 解体技術の現状と課題 4)

3.1  解体工法の分類

現状の解体工法を分類する と表- 2の通りであるが実用 lζ 供しうるものが少 ない。なお ，と れら個々の詳細

について ，参考文献1) か，本特集号の後述欄( 各論) を参照願いたい。

3.2 解体技術の課題とその対策

解体技術における現時点の課題 として は，(1)安全性，(2)公害 ，(3) 工期 ，(4) 経済性，があげられる。

以下，乙 れらについて論述する。

(1) 安 全 性

安全性はとれらを次の 3 つの場合に分けて取扱うのが合理的と考える 。

(  i  ) 直接施工に従事する労務者，技術者の身体の安全性

(i i ) 近隣住民 ，的近の道路通行中の市民など第三者 lζ 対する安全性

(i ii) 周囲の建物 ，公共施設などに対する安全性

(  i  ) に対しては ，施工機械，器具の操作が簡単で，不意の故障や ，爆発がなく ，建物の崩壊などが急、に起き

ないような工法がよい。

(i i) ， (i ii) に対 して は，落下物，飛石の防止 ，突然の崩壊などのないよ うにする。必要に応じ て作業員の

退避や付近の通行止めを行なう。

(2) 公 害

解体工事 における公害としては ①騒音，@ 振動，③ほとり ，0 ガラの処分があげられる。

(  i  ) 騒音，振動，ほとりについて昭和44年度の東京都内にお ける騒音，振動関係の苦情が 396 件もあったよ

うで，とのうちの大部分が建物の解体によるものであるという 。

ブレ ーカーを数台同時に使用すれば騒音は 90- 100 ホーン を超える場合も考えられるが， I  S  0  による騒音

と人体の耐えられる時間との関係によれば， 90ホーン では約 3 時間，100 ホー ンでは約30 分しか人体は耐えら

れないという 。解体工事 における騒音がいかに大きいものであるかがわかる 。

騒音 lζ 対しては ，地方自治体が，それぞれ規制を行ない ，改善勧告を行なうようになっている 。

ブレ ーカーに対する 騒音防止策としては ，油圧式プ レー カーがあるが，のみ先とコンクリ ー トとの衝突音を

なくすととはできない。最近大型の機械に装着 された米国製のプレ ーカーが輸入された。また防音カバー ( 吸

音カバー) をブレ ーカーならびに コンプレッサー に装着する ζ とも行なわれはじめている 。

表- 2 各種解体工法の分類 ( 太字は実用 IC供されるもの〉

外部からめ機械的f町駅に ①手動工具による方法 ② ブレーカー ( ピックハンマー ) による方法

よる取りこわし ③落鐘 ( モンケン ) による方法 ③ さく岩機による方法

i lll 庄 ・テコその他N1i 1jl な ① ロックジャッキによる方法 ②打ち起 こし機による方法 ③カ ッターに

機械による取 りこわし よるブii 1;

火炎による取りこわし ①粉ぶジェット法 ②金属棒ジェット法 ③ジェ γ ト火炎;1;
J 長

lμ 
火楽による取りこわし コンクリ ー ト破砕器 その他の火薬

制 i況による取り こわし| ①ガ ス 破 防 ②カルド y クス法 ③生石灰{ 波
、

」

わ

し

Ｂ正 ｾｕｉＨｊ )ii 去による I以1) こ

わし

ＯｬｪＧ ｬｍｾ Ｚｬ ｬ￬ 先による Ｑ ＱＢ，Ｈ Ｑ Ｉ こわし

ｊｴ ｉｾｬ ｴ ｬｬ ｬｬ によるｊｦｻ 1) こわし

I(()IJ 

被 と I i' ilS村角Hi"

HHニ

. ] " ( ; : わ|転 fjiJ 附{ 本

mし

①J . J JiJ j のilli'd.i: JJ II 熱による }j i); ②鉄筋の誘' ，l!: JJII 熱による方法 ③必屯休日

火による )j 法 ④1山'jj J . 波による ; j i1; ⑤アーク熱治断) j j ' 1 ; ⑥レーザ一光

制による )j; 1;

①サンドジェット i12 ②ウォータージェット法

il& .>]' 1叫 ん ほ し

ジョイントをはずして、 ｛ｩｬＩ 付日Ｑ｝に解体する。フレフアプ ｴ 位遣にイ ｩｾＱ ｊ

転fji Jのド去のi ' tr- 卜-ih幣! こよって! 技.rji する
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モンケンによる 場合は ，打撃時の騒音 レベル は高いが，間隔的であり，騒音はそれほど問題 とならない。乙

の反面，電信機， 電算機，各種継電器， 微量計量器室などが近い場合，振動による障害が発生するととがあ

る。打撃時の破片の飛散，ほ乙りについても配慮する必要がある。

騒音にせよ振動にせよ，乙れを時間の要求を取り入れて計量 し，工法別に比較する 方法を確立す る必要があろ

う。火薬の使用は将来，ますます増えるものと考えられるが，乙の場合，公害 と安全性 とは同質のも のである。

都市における安全発破，建物の倒壊型などについての実験や法規に ついての検討が必要となろう。

( i i ) ガラの処分につ いて

ガラの処分にあたっては，①現場でソj 、割りにして搬出する方法と ，@ 柱，梁などのように大割のまま搬出す

る方法とある 。大割のまま運び出したガラをそのまま埋立て地などに捨てる と， その後，埋立て地の使用にあ

たり ，杭打ち ，根切りに不利となるから ，多くは再度，小tlJ を行なわなければならない よう にな った。

現在，年間 とり乙 わされているコンクリ ート の畳は ，毎年400万- 500万d ぐらいとされており，金額にして

200億円を越える乙 とになる。また現在打設されているコンクリ ート は9000万rrl/ 年ぐらいと推定されるが，す

でに乙れらの% が11買次取 りとわされる としても， 今後 コンクリートの取りとわしは，ますます増える乙とは間

違いない。早急に構築物の解体についての正確な統計と， ζ れに基づく コンクリートガラ の量，再利用を含む

処分方法に ついて考え，対策を考える必要があろう。ガラについては強力な破砕機などによって骨材の再生産

を真剣に とりあげ，再使用の循潔システ ムにのせる機運にもある。

(3) 工 期

工期の短縮によるメリッ卜は，現場経費の節減 ，資本の有効な運用など直接収益に影響するものをはじめと

し，多くの利得がある。現在一般に行なわれている解体方法としては ，上部構造は ，モンケン によ り壁，柱を

打撃して抜き ，必要とあれば壁とラ ーメンとをプレ ーカーで縁切りし ，次にいずれか都合のよい一方向につい

て，梁と柱の縁を切り， 平面的なラ ーメンとした上で，順次柱脚をV カットして転倒させる。 乙の場合，工法

の手11頃からもわかるように，工期はどうしても長百 |く。最も工期が短縮できるのは，火薬を用いて倒壊させた

のち ，モ ンケンで打撃して乙わす方法であろう。

米国において，火薬で建物を倒したという報告がある。また，わが国においても ，すでに大阪において， 1  

スパン 3 階建，長さ 160mの工場の解体にあたり ， 1 階の片側柱脚を火薬lとより発破し，倒壊させたあとモン

ケンで打って，工期短縮ができたという 乙とを 聞いており ，今後の解体の方向を示すものとして興味深い。

下部構造については，従来 ブレーカーを多用していたが，火薬を用いる例が順次増えている。

(4) 経 済 性

解体工事における経済性を論ずる場合，と くに問題となるのは ，①規模の大小， ②安全性，@ 公害，④工期

@ 解体部分 と繰業部分との関係，⑤ガラの利用・処分などである。 したが って単に直接経費が少ないから ，直

ちに経済的であるとは断じ得ない。 とくに安全性，公害などについて補償問題が生じてきた場合，交渉がまと

まるまでの工事停止期聞を含む，経済的な損失は非常に大き なものとなろ う。

4. あ と が き

解体工法の現状と課題 について概述したが，もともと煉瓦などの祈り段 しから出発した解体が鳶工的解体の

職人工2去を経て，現状では力学的要素か ら建築技術者の究明する時期にき てい るといえる。したがって， ζ れら

職人的手法から工学としての学問化へ解体が衣がえする課題をかかえているととも に，工法自体をふまえて建

設現場のあり方を見直す必要があろう。 と乙 にとれらに関連するプ ロヂ‘ ェクトチームの結成が強く要望される。

最後に，本稿を執筆するに当り ，戸田建設株式会社技術開発センター松戸研究所副所長毛見虎雄氏，鹿島

建設技術研究所日大講師依田彰彦氏の御高説をいただいた。深く謝意を表 します。
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1  . ウォータージェット法

1. 1 は し が き

最近，航空機の速度の向上に伴い， その機体が雨滴によって損傷をう

けるととが問題となっている。そのために ，金属材料の分野ではその防

止対策の研究が進められているが，ζ れと併行 して，乙れを逆に材料の

加工，岩石，コ ンクリ ー卜の破壊に積極的に応用しようという機運が高

まっている。

乙のような，高速の液滴はあたかも剛体と同じような働きをし，たとえ

ば， 7 0 0 m/ s ec の速度を有する水は固体に衝突した場合10
4

k g/ cnl 程度の

衝突圧力を加える乙とになる。したがって，乙のような大きな力はコン

クリート の破壊に利用する乙とはきわめて有効であろうと考えられる。

1. 2 高速噴流水の破壊機構と発生方法

その破壊機構は複雑で，まだ十分に解明されていないが，現状では，

流体力学的，弾性論的 lζ 解明 したものを主とする。とのうち ，流体力学

的なものは，流速， ＳＰＰｭ Ｏ ｳ･｣ｾＳ Ｕｏ ｭ Ｏ ｳ･｣ ， 以下では 図 ー Ｑ Ｎ Ｑ ( a ) に示

すどとく進行する噴流水と帰りの水噴流の衝突による乱流削磨 (T u r -

bul e nt  abr as i on) が主体となっており ，その破壊規模は小さい。とれ

に対して，より流速が大きくなると水の圧縮性がきいてくる。すなわ

ち，噴流水が国体 IC衝突すると Wa t e r h a mme r の式によって衝撃圧

力 P i ( 九 = p ・c ・v) が働く乙とになり 図ー1. 1 ( b ) に示すような破

壊様式を示す。ζ の圧力を受けたコンクリ ート が破壊 していく過程は次

の二つの説が有力である。すなわち ， 1) 衝撃点から放射状に圧縮技が

伝播するが，固体の物理的，力学的性質の急変個所を反射商 として膨張

波となり ，乙の波の大きさが コンクリ ート の引張り強さより大きければ

破片状の破綾が生ず‘ る。 2) 図ー1. 2 のように衝撃点から放射状lζ圧縮

波，WJ 断i波が伝播する乙とにより， ζ の圧縮波と現断放にまたがって，

V o n  S c h mi d t の波動が形成される。乙の波動のWJ 断力が コンクリ ート

の強度以上になると破片状の破壊が生ずる 。

高速噴流水の発生方法は ，7∞m / s ec ，以下では通常プランジャ ーポ

ンプによるが， 乙れ以上の高速噴流水になるとパスカ J レの原理を応用

し，油圧で準静的 lζ 加圧して噴射する方法をとっている。すなわち， 図

- 1. 3 において B 部K 貯えられた水は ， A 部tζ 導びかれた圧力 P1 なる

油圧で加圧され，P2=  Sl /  S2 P1なる圧力にな り，C部の ノズ J レより

吐出する。乙の方式は "増圧器タ イプ" といわれ， 方式は単独である

が，装置自体大型となり シー J レ11 : 特別の技術が必要である。さらに，最

近は装置の小型化をはかるために ，装置の内側に圧力をかけないで、高速

参援

図 - 1. 1 破壊機式
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(  .  )  

丸い底部を有す

る円筒状クレー

ヲ

‘唱

; 庄の伝達方向

図ー1. 2

図- 1. 3

噴流水を発生させる方法が開発されている。

との方法に属する方式は "累積法" と いわれ，大量の流体から エネル

ギーを抜きとる乙とによって流体の一部に高速を与えるという，非定常

状態の流体動力学的方法を応用したものである。との方式を応用したも

のに，環周部累積装置，小型雷管式ジェットガンといったものがある。

乙れらによると流速 5，OOOm/ s ec 以上の高速噴流水が得られるので，乙

れを利用すると ， 1 回のパルスで厚さ 13 m mの鋼板を簡単に貫通 し，砂

岩 15 0cl l I を瞬間的K破砕する 乙と ができる。

1. 3 本工法の特色と問題点

a ) コンクリートの破媛形状・ 高速噴流水の一回の噴射に よって破砕さ

れる体積は，通常，その運動エネルギーに比例して増加する。既往の研

究によると ， Ｑ 噴射当り のエネルギ ー は Ｑ ， ＳＸＰ ｾＱＳ ， Ｘ ∞ ｫｧ Ｍｭ 程度の高速

噴流水の発生装置が必要であろう。ま た，乙のような高速噴流水は少量

の爆薬でコンクリ ー トを破壊するのと同じような傾向を示すため，一種

の流体爆薬と考えられる。したがって，その利用に当つては ，できるだ

け大きな破片に分割するようにすれば所要エネルギーが少なくてよい乙

とになる 。 したがって，コンクリー トの自由端近くに噴射するなど，火

薬を使用する場合の手法をとり入れると とも必要であろう 。

b ) 破壊効率: コ ンク リート 破砕lζ 影響を与えるもっ とも重要な因子は

コンク リート の強度とジェッ ト停滞圧力との相関関係およひ‘ 各ノマJ レスご

との水の総運動エネ J レギーである。とれらの各因子について定量的な関

係を求めた結果，最適ジ ェット 圧力で コン クリ ー トを破壊する場合は在

来の機械的な方法より効率が良い。

c ) 液体ジェットの特性: 常温の水は圧力7，OOOk g/cnl で氷になるので，

乙れ以上の高速水を利用する場合はグ リセリ ン5096の混合の水 (20
0

C で

密度は 1. 1 3 g / cl l I ) を使用 しなければならない。また，破壊効率の向上

を図るためK ノズJ レ
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図 - 1. 4 Pp/σc- S E  関係図( W. C. Cool ey &  L. L. Cl i pp 

( ' 69) による)

噴流水の吐出匡力 Pp とコンクリート，宕石の庄結強

度の比 Pp/σc とコンクリ ート，岩石の単位容積破砕

に必要な比エネルギーの関係

砥粒を添加した場合

の特性についても研

究する必要がある o

d ) コンクリート破

壊に必要な噴流水の

エネルギー: 噴流水

でコンクリ ー トを破

壊する場合，その破

壊は低効率の局部破

砕( 壊食) と衝撃面

に近い境界面におけ

る反射引張応力を誘

起させて大規模な破

壊をお乙すも のとの

こつがあるc コンク

リート の破嬢に利用

するのは主として後

者のメカ ニズムであ

る。乙のような破壊

K 必要なエネ J レギーとジェット圧力の関係を 図一1.4 11: 示す。 ζ れに

よると，ジェットの圧力が コンクリ ート， 岩石などの圧縮強度の 10倍以

上に なるとその必要エネルギーは大幅に減少していること がわかる。

1.4 あ と が き

コン クリ ー トの破壊に高速噴流水を利用 した研究は米国，ソ 速などで

行なわれているが， 世界的にはまだ少なしその絡についた段階であ

る。しかしながら， エネルギーの利用効率が大きい乙と ，破砕の能率が

高い乙となどの面から ，その完成に多くの期待が寄せられている工法の

一つである。
(八卑嘩夫 ・吉田宏)



2. 火薬による破砕法

火薬による破砕( 爆破) は，閉鎖 した固体内部に装填した火薬の瞬間

的な爆発圧力により破壊するものである。通常火薬による破砕を発破と

称してい る。

爆破理論には静的爆破論と動的爆破論とがある。前者は爆破速度の比

較的遅い鈍感な火薬を使用する場合IC適する理論とされており ，図- 2.1

のように圧縮主応力に直角な引張力により，圧縮主応力方向にひび割れ

が発生するとされている。後者は爆発速度の速い敏感な火薬を使用する

場合に適する理論とされており ，爆発によって生じた衝撃波による引張

応力lとより破壊が生ずるとされている。

¥ド ¥れ¥｜｜｜｜｜｜｜｜｜ れ れ｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜れｾ｜｜

〉〆 __ t__ 

引 張 主 応 力 一 →〆 ム

_;:，J  .  

圧縮主応力- - - ，，' T  

-，〆-- ，---
〆

装薬の童心点

圧縮iJt 大圏

圧縮粉砕恩

図- 2.1 静的燭破拾による破壊機構

2.1 コンク リー卜破砕器

火薬は大変な危険物であるため，市街地における使用はかなり制限さ

れているが，家屋密集地における使用を目標とした緩性火薬数種が市販

されるようになった。乙れらの火薬は，爆速がダイナマイト類の 1/20-

1/200 できわめて返く ，威力は 1/5- 1/20 程度と弱い。とれらの火薬は

プラスチッ クあるいはアルミ ニュウム容器などに収容さ れている( 図-

2.2) 。点火は電気雷管によるので， 多数の火薬を斉発あるいは段発点

火できる 。火薬取締施行規則( 通産省令第105号) では乙れを 「コ ンク

リート 破砕器」と称 している 。

乙の他にも火薬は使用方法( 薬量，装薬方法〉によって飛石を少なく

し， 安全に使用できるという考え方もあり ，今後火薬をとり乙わ しに使

用するために は組織的な研究が望まれる。

判圏三岳山

点 火 薬 管 体

手 e? ; :: + 点火薬

脚 線 塞 後 白全線
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トー ー一一 ，. ・~‘ -

l '  1 . '  I  一一 一
上玄ヤ寸 . ー トー 1 町マイ ＮＮｾ . '  j-l I連結用
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図- 2.2 : J ンクリ ー ト火護の点火管と薬包

2.2 長所・ 短所

火薬による破砕法の長所としては

i  )  破壊力が大き い。

i i )  工期が短縮できる。

i  ii )  労力が節減できる。

短所としては

i  )  危険物である。

ii )  火薬消費のさいは，免状をもった保安責任者を選任 し、 発破士

が取扱う。

i  i  i )  薬量が多すぎたり ，取扱いを誤ると爆風や破片が飛散して危険

なので，必ずプラストフェンスが必要である。

IV)  周囲の人聞の退避が必要。

v )  瞬時ではあ るが，爆発音や振動がある。

V1)  地中埋設物を損傷する乙 とがある。

VIl) 火災に対して細心の注意が必要。

などである。

2.3 薬量計算式

発破を実施する場合，発破計画を立て，薬長の計算を行なう。乙れは

被発破体の材質，形状などによって相違する。コン クリ ー ト構造物の発

破は通常部材寸法が小さし自由面( 発破を掛ける部材が空気と接する

面〉が多いので，従来の岩盤発破のための薬髭計算式では不十分であ

る。

乙の点IC着目し筆者らは下式のような薬量計算式を提案した。 1 )

L = e . f . v ・4 ・b • V  

上式において，L ・薬i Il : ( kg)  ， e : 火薬の種類による薬品係数 ( kgbrf )

f : コンクリートの材質係数( コンクリ ー ト強度，鉄筋置による係数) ， 

u 拘束係数( 自由面の数による係数) ， d  : 形状係数( 形状寸法によ

る係数) ， b  破砕係数( 破砕後の破片の大きさによる係数) ， V : コン

クリートの体積 ( rrf) である。

今後さらに薬E 計算式の研究が望まれる。

外国では，市街地において，大きな ビ〉レを一瞬にして倒したというよ

うな例もあるが2) ，最近は市街地における火薬による倒壊については規

制が強まっているようである。

今後わが国において構造物の破壊発破を実現するためには，問題点は

種々あるが，

i )  安全で効率のよい火薬の研究

i  i )  火薬の安全で効果的な使用方法の研究

i i i )  発破による構造物の倒壊についての実験，研究

I V)  倒壊後の処理方法の検討

V )  工期，経済性の検討

羽) 法規の検討

なと. について研究検討する必要があるよう に思われる 。

重要考文献
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3. 高圧ガス破砕法

3.1 概 要

高圧ガス破砕法は，不活性ガス ( たと えば，炭酸ガス) の圧力を利用

して コンクリ ート 構造物を破砕する方法であり ，その概要を図- 3. 1 1<: 

示す。 コンクリ ー トの破壊は，高圧ガスボンベに充填された液体ガス を

温水で ヒーテ イングしてやり ，所定のガス圧力( 約 l∞kg/cnl) に達した

後，瞬間的 lζ パJ レ7' を全開して，コン クリ ー ト内に設置されたス トッ パ

の先端で噴射させてお乙なうものである。

図- 3. 1 高圧ガス破 砕 法 ( 一例〉

写真一3. 1 高圧ガスによる破砕法( 鹿島建股研究所梅内実酸〉
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3.2 特 性

a  破砕時に火焔を発生せず火災の心配がない。

b  ガス圧力を加減 (80- 120kg/cnl) するととにより発生するクラック

の大きさ ，破砕片の大きさをある程度予知する乙とができる。

c  小破片の飛散および、粉塵は従来の火薬類1<: 比べ比較的少ない。

d  マスコンクリ ー トを大割する乙とが主体であり ，最小50c皿の立方体

が限度である。

e  騒音レベル( 音源から 30mの点〕は80- 82ホン ( A) とな り従来の

火薬類1<: 比べて少ない傾向にある。

f  騒音レベル ( S P  L ) とガス圧力 ( p) の関係は次式となる。

( S P L ) =却 .7 ! Og10 (p) +70  

ただ し. (p) =  ( P) - 80.  ( p ) :  80- 150kg/cn! 

g  破壊速度は 0. 2 秒程度である 。

h  破壊時の半振幅は . 10m点で0. 09- 0. 1 3 mmとなる。

i  鉄筋 コンクリ ー 卜浩の破壊には主筋霊および配筋状態によって比較

的効果が少ない。

j  - 固に破砕する斉発破砕の可能数は 10発以下である。斉発，段発を

お乙なう乙とはできない。

k  破砕孔1<: はガス洩れがあってはならない。

3.3 使用方法と手)1慎

a  破壊する: コンクリ ート を穿孔する( 深さ : コ ンクリ ー ト厚さの約

2/3. 孔径: 4O- 45mm) 。

b  穿孔位置にはガス洩れ防止として特殊な器具( ストッパ) を用いる。

C  ストッパーとガス発生タンクの閣を耐圧 ゴムホー スで接続する。

d  ガスの圧力 (80- 150kg/cn ! ) をボンベ内で所定の圧力となるように

調整する。

e  所定の圧力に達した後K は供給用ノマ J レフeを瞬間的1<: 会関する。

3.4 用 途

7 スコン クリ ー トの破壊を主体 とする 。

a  西松建設: 内幸町地下鉄中埋 コンクリ ー ト，約500nf

b  戸田建設 : 練馬幹線作業所機械台コンクリ ート， 約85ui'

c  株木建設 : 橋台 ・橋脚破砕工事，約100nf

d  奥村組: 総武線平井駅ガー ド下道路，約205nf

など，その他

3.5 市販メーカー

塚本総業K K ( 施工: 日新興業K K)

( 柿崎正義，原因実，西川五十一〉
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4. 火炎による破壊法

火炎による破壊法としてはっき、の二つが実用化されている。

第 l は酸化鉄とア J レミニウムが酸化還元反応( テルミット反応) を起

ζ す際に発生する多量の熱を利用した破壊方法，以下" テ ル ミット法"

と呼ぶ。

第 2 は高圧にした石油と酸素を同時に噴出 ・燃焼させて，乙の時lζ 発

生する高温火炎ジェットによって破壊する方法，以下" ジェットピアシ

ング法" と呼ぶ。

4.1 テルミット法

1 ) 概 要

との方法は，鉄の酸化物とアル ミニウムの等量混合物に酸素を供給し

て燃焼させると ，鉄とアルミニウムが酸化還元反応を起 ζ して鉄と酸化

アルミニウムを生じ，多量の熱を出すテルミット反応

Fe2  + 03 + 2Al = A1203 +2Fe+200KCal  

を利用したものである。その熱量は 3. 500

0

C 前後を作る 。市販機器とし

ては 図- 4. 1. 写真一4.1 の形式のものである。

2) 特 性

a  穿羽越度が早い( 深さ 2∞- 250 m m/mi n. 直径 ・2Q- 30 mm) 。

理想的な穿孔は傾め上向とする。

b  騒音 ・振動がない。

c  水中においても穿孔が可能である o

d  操作 ・操具が簡単である。

e  融点 3. 500

0

C 以下の物質はいずれも溶解する。

f  穿孔コストが高い( 溶解棒

:  4m- 1. 3ω 円〉。

g  使用するときには可燃性の

ものを取りのぞく。

h  作業員の火傷や災害の発生

庄カロ室経

l  ミミミ= " " 茅= ー-

の危険がある。 置 を 軒 へ B  

酸素の消費量 : 3∞- 400e/ 一 一 一 一 - 一 一づ

( @2 _ 一一一一「ZE;;

図- 4.1 火炎による破植法ーテルミ ット法( 一例)

写真- 4. 1 火炎による破砕法ーテルミ ット法( 鹿島建股妓研梅内実験}

3 ) 用 途

鉄筋およびコンクリ ート の溶断 ・穴あけ。乙の方法は工事費が高いの

で，無騒音 ・無振動で解体する特別な場所lζ 使用されている。

a  鹿島建設: 日本都市センタ ーピJ レ非常階段部，約1 On i '

b  住友建設. . 本庖増築工事( 新旧通路くり抜き)

c  大成建設: 斜鉄管の切断

などその他

4 ) 市販メーカ一

日熊工機K K . 産機奥業K K

4.2 ジェットピアシング; 去

1 ) 概 要

乙の方法は石油と酸素をさく岩機の刃先部に相当するノズルから高圧

で噴出 ・燃焼させ . 3. ∞0- 3. 500の高温火炎を約 2. 000m/sec の超高速

でコンクリ ー トIC照射して破壊する。照射 したコンクリートの表面簿庖

は膨張して破砕される。乙の破片は火炎が高速であるため吹き飛ばされ

て，直ちに新しい面が露出する。 一方，高圧水はノズルの周囲から別 IC

吹き込む。乙の高圧水は直ちに水蒸気となって膨張して，現虚と鋼管の

間の輪形空隙を通って孔外IC出ると同時IC掘屑を排出する。乙の研究は

アメリカで1938年に始まり . 1950年頃から著しい発展をとげている。

自主繁ホンへ

/  

送水ポンプ

図- 4. 2 ジェットピアシング法( 一例〉

2) 特 性

a  穿孔速度が早い( 深さ 1m/ mi n. 直径 : 約2 4 mm) 。

b  鉄筋とコン クリ ート が同時に穿孔できる。

c  7. k 中においても穿孔が可能である。

d  穿孔中の音が大きいため都市部で使用 する場合は検討を要する。

e  機械の操作はオペレー ターの熟練度に大きく影響される。

f  使用するときには可燃性のものを取りのぞく。

g  作業員の火傷，災害の発生の危険がある。

3 ) 用 途

鉄筋およびコンクリ ー卜 の溶断 ・穴あけ。

研究機関: 古河鉱業，工業技術院，東大など。

(柿崎正義，原因実，西川五十一)
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5. 電気的方法による破壊法

本方法は電気的エネルギーを熱エネルギー IC変える乙とにより ，取 り乙わしを行なうもので

ある。現在コンクリート構造物の取り E わし方法としては実用化されているものはないが，数

種の方法が考えられる。

5.1 鉄筋の直接通電加熱によ Q 方法 1>

鉄筋11:: 図- 5.1 のような回路で低電圧，大電流を通電すると鉄筋は発

熱し，鉄筋とその周囲のコンクリ ート は熱膨張する。その結果，コ ンク

リートに引張り応力を生じ，亀裂を発生する。同時に鉄筋と コンクリ ー

トの付着力も失なわれ，とりとわしが容易となる， 16mmφ 丸棒鋼につ

いて行なった実験によると，無加熱鉄筋にくらべて残存付着力が 196以

下となった。

梁供試体による実験でも ，通信によって亀裂を発生し通電した梁の最

大曲げモ ー メントは，丸棒鋼の場合 ， 無通電梁の約 ＱＴ ｾ ちであった。また

異形鉄筋の場合，約80%でそれほど低下しなかったが，亀裂の状態は丸

棒鋼と間程度であり ，取り乙わしは容易となった( 図- 5.2 ( a )  (  b  ))。

鉄筋の加熱温度は300- ねOOc程度とすれば十分である。周波数を400Hz

程度に上げると ，表皮効果のため 5 0 - ωHr . の場合にく らべてリード線

を細くすることができる。

長所としては

i )  無騒音，無振

動で亀裂を発生さ

せ，鉄筋のボンド

を消失させる

i  i )  低電圧のため

人命に危険がない

短所としては

i  )  低電圧，大電

流の変圧器が必要

ii )  通電後，弱い

打撃，その他の処

理が必要である

iii) あらかじめ鉄

筋の両端を露出さ

せる必要がある

などである。

5.2 鉄筋の誘導加熱

による方法

コン クリー 卜内部

の鉄筋にそって設置

した励磁コイルIL ，

400Hz程度の高周波

電流を通電すると ，

鉄筋中に磁束が発生

し，誘起起電力が生

じて渦電流が流れ

る。乙のときの渦電

流損によって鉄筋が

発熱する。

鉄筋 コンクリ ート

杭について 図- 5. 3

図- 5. 1 電気加熱回路接続図

T鉄筋コンクリ ー ト

ー. . - ーーーーーーーーーーー

じ日立口工I

f 〆f 1  i  1  

a) 丸篠宮聞を用いた場合( 上; 通電後の

ひ び 割 れ 状 況 、 下 : 祭 通 電 供 試 体 の

曲 げ に よ る ひ び 割 れ 状 況)

主主m よTIt

b) 異 形 鉄 筋 を 用 い た 場 合( 上・通電後の

ひび害1) れ 状 況 、 下 ・ 無 通 電f共試体の

曲 げ に よ る ひ び 割 れ 状 況)

図- 5. 2 梁供民体のひび審lれ状況

コンデンサー

励磁 コイ ル

のような回路で実験 図ー5.3 跨導加熱回路接続図
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を行なった。乙れによる と，コンクリート中の鉄筋は約 4 分で26

0

C とな

った。また コンクリート表面IL主筋，フープにそって亀裂が入り，手ハ

ンマ ーで簡単に取りとわす ζ とができた。

長所としては

i )  無騒音，無振動で破壊できる

ii )  鉄筋に直接接する乙となく コンクリ ート 表面に コイルを設置し，

加熱できる

短所としては

i  )  周波数変換装置が必要

i i )  通電後弱い打撃，その他処理が必要

などである 。

5.3 誘電体損失による方法

図- 5.4 のように物体に一対の電

極を設け，高周波発振器により高電

圧，高周波 ( 30MC ) 電流を印加す

ると ，電極相互間の物質lζ 局部的な

温度上昇が生じ破壊する。乙の場合

図- 5. 4 際電体損失による方法概念図

通電する電圧が高いほど，周波数が

高いほど誘電体損失が大きく効果的である 。乙れについては，国鉄技術

研究所の報告がある幻。

長所としては

i )  制御された電気エネルギーで破壊しうる

ii )  無騒音，無振動で破壊できる

短所としては

i )  大出力の高周波発生装置が必要

ii )  高電圧のため，絶縁，人命への危険防止が必要

iii )  電極を取付けるためのさく孔その他の工夫が必要

などである。

5.4 電磁波を照射する方法

物質IL電磁波を照射すると， tE- 子レンジの原理により内部の水が発熱

する。その結果熱ひずみ応力を発生し破砕する。乙れについて，周波数

2. 540Mc. 出力 5 K Wのマグネトロンを使用して実験 した報告がある 3) 。

長所としては

i )  前処理をしないで，電磁波を照射するだけでよい

i  i )  無騒音，無振動で破壊できる

短所としては

i  )  電磁波は透過力が大き し 人 体11: : 危険があるので防護が必要

i i )  通信施設への雑音防止が必要

iii) 強力な電磁波の発生装置が必要

などである 。

5.5 アーク熱溶断方法

アーク放需の際発生する高熱11 : : よってコンクリートを溶断する方法で

ある。ソ連で行なわれた実験によるとω ，カーボン包極と石墨電極を用

いて溶接用直流電源lとより 3500- 40∞。C の電子ガスプラズマを生じせ し

め，コンクリート を溶解する。現在開発状況不明。

5.6 レーザー光線

レーザー光線の熱を利用して，コンクリートを溶解しようとする もの

であるが，現段階ではアイデアのみにとどまっている。
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6. 油圧機械による破砕法

油圧による破砕機にはグャッキタイプとブレ ーカタイプlζ 大別する乙

とができる。

6.1 ジャッキタイプ

1 ) 概 要

ジャッキタイプはあらかじめ穿孔しておいた孔を 図- 6.1 . または図

- 6.2 のような油圧機器で拡大させる乙とによって コンクリ ー トに亀裂

を発生させて破砕させる装置である。最高許容油圧，破岩力はメ ーカー

の機種によって多少異なる。最高許容油圧は反X l - 750kg/cnl . 破岩力が

75- 350 t 程度である。

スラストフヱザー 加圧前

図- 6. 1 ジャッキヲイプ破砕機 (ピス トン型)

図- 6.2 ジャッキタイプ破砕機 (ウエッジ型)

2  ) 特 性

a  無騒音，無振動で破砕を行なうととができる。

b  破砕片が飛散しない。

c  コンクリートの破断は直線的であり ，亀裂の方向を予知する乙とが

できる。

d  破砕時lr. 粉塵が発生しない。

e  破壊する コンクリート にはあらかじめ穿孔する必要がある。その

際，穿岩機を使用したのでは ，上記に示した a . b の特徴の意味が

なくなる。

f  現段階では鉄筋 コンクリー卜 造の破壊がむづかしい。

g  穿孔は垂直 ・水平方向に直線的に行なう。

3  ) 使用方法と手順

写真- 6. 1 都市センヲーホテル

非常階段部解体 ( 鹿島建股)

a  破壊する コンクリ ー トに適切なピッチで孔( 直径24- 9 0 φmm) を

あける。

b  孔に穿孔拡大装置( 破砕機) を設置す

る。

c  穿孔拡大装置に高圧のオイルを供給す

る。

d  亀裂幅は必要に応じてスラストフェザ

ーやインサートを使って拡大する。

4) 用 途

壁，床，柱，梁を無筋コンコリ ー トにし

てから部材解体する。

鹿島建設 : 日本都市センタービル非常階段

部の解体。

5 ) 市販メーカー

東洋工業側，日新防水工事附など，その他

6.2 ブレーカタイプ

1) 概 要

写真- 6.2 都市センターホテル

非常階段部解体 ( 鹿島建役}

圧縮空気を動力源としたコンクリ ー トブレ ーカは従来より多くの解体

工事に使用されてきているが，騒音が大きく，また長時間の作業が作業

者や周囲の人々に多くの苦痛を与えている。そ乙で騒音を少なくしよう

として開発されたプレーカが油圧プレ ーカである。油圧プレーカは次の

3 つのタイプIC大別するととができる。

a  油圧モータタイプは，油圧ポンプより吐出された作動油を油圧モー

タへ導入して回転動力に変換させ . V ベルトを介して主軸上のバラン

スハンマホ J レダを回転させ，ハンマの回転と遠心力によってチゼJ レを

打撃する 方法である 。( 例 : ヒユ ーストウオ J レ社製，油圧127kg/cnl) 

b  油圧ピストンタイプは ，油圧モータより吐出された作動油によって

ピストンを作動させる方法である。( 例: フリ ー ドクリップ社製， 油

圧 120- 150kg/cnl)

c  油圧ガスタイプは ，油圧によってガスを圧縮して，圧縮されたガスの

エネ J レギーでハンマを作動させる方法である( 例 : インガーソルラン

ド社製油圧140kg/cnl . 写真- 6.3) 。

上記に示した 3 つのタイプの内で破壊力，騒音特性は " c " のタイプ

が最も優れていると恩われる。 く鹿島建設確認〉

2  ) 特 性

a  油圧ブレ ーカは，

圧縮空気を動力源と

したプレ ーカIC比べ

て騒音が少ない。

( 音源、より 3 0 m点:

エア式87- 93ホン

( A)  . 油圧式75-

80ホン (A ) • く鹿

島建設技研測定> )  

写真- 6. 3 油圧プレー力

b  油圧プレ ーカはオイ J レが夕、y ションになるためベースマシンの振動

が少ない。

c  油圧プレ ーカはコンプレッサなどの付帯設備が不要である。

d  油圧ガスタイプのプレ ーカは打撃エネルギ ・打撃数が高い。

( 例: インガーソJ レランド社製，ホブゴプリン l - R は打撃エネルギ:

150kg-m. 打撃数 . ぽXl r. p. ffi でいずれ もエア式プレ ーカの約4倍である。)

e  火薬類に比べて，騒音，振動の性質が継続的であるため人に不快感，

苦痛を与える。

3 ) 用 途

a  磯田組 . 万国博解体工事( アメリカ館，ソ連館など) 。

b  大日本土木: 橋りょう基礎解体。

c  その他 : ダム工事，転石の小割，砕石山 ，鉱砕ののろ落しなど。

4) 市販メーカー

インガーソルランド社( ホプゴプリン) . フリ ー ドリップ社 (H M必O

型) . ヒユー ストウオルネ土 ( AA074型) . 古河鉱業社( ジャイアント

プレ ーカ) など，その{ 也 〈柿崎正穫，原因実， 西川五十一)
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7. その他の新しい解体工法

7.1 生石灰の膨張圧による破砕法

1 ) 概 要

本工法はあらかじめ穿孔された穴Ir. 膨張性のある混和材を素材とし

た粘性体を投入して，その粘性体の結晶圧を利用してコンクリ ー ト構造

物を破域するものである。

2  ) 特 性

a  無騒音，無振動で破壊する ζ とができる o

b  ほとんど危険がない。

c  破壊が機械的で、ないため，それによる故障，保守などの問題がない。

d  コンクリートを剥難破壊させるのに効果的である 。

e  破壊しようとするコンクリートは予じめ穿孔してやる必要がある。

f  破壊エネルギ Ir 限界がある。

g  混合材料は吸湿しないよう厳守する。

3  ) 使用方法と手) 1 頂

a  解体構造物に適当なピッチで孔を設ける。

b  孔IL膨張性のある粘性体を充填する。

c  充填 した孔を完全に固定するため特殊ノ. : : . : ; キンおよびそれに類する

ものを使用する。

4) 用 途

柱，梁を無筋コンクリ ート にしてから破壊を主体とする。

5 ) 市販メーカー

技研興業などその他。

7.2 マイクロウェーブ破砕機

1  ) 概 要

本破砕機は. 915MH z  - 2.  450MH z 波長12- 33cmの電磁波を コンク

リート Ir 照射して，との電磁波エネ J レギによって コンクリ ート を破砕し

ようとするものである。破砕機の構成は電源部，穏射部の 2 部門からな

る。 霞ｾ、部 はマグネトロントと励磁マグネット ｉｲ 直流霞力を供給するも

のである。騒射部はマイ クロウェー プ発援管，導破管，電磁ホ ーンから

構成され，鋭い指向性を持った 7 イクロウェ ープビームをコンクリ ート

に照射する。コンクリートに照射されたマイクロウェープは，一部分の

反射を除いて コンクリ ー ト内に透過する。 コンクリ ート に透過されたマ

イクロウェープは，誘電体である コンクリ ート によって誘篭損失を起乙

して， そのエネルギを熱エネJ レギlζ 交換しながら減衰する。 コンクリ ー

トは誘笥損失により内部より熱せられ，乙 れによる熱応、力および、コンク

リート内部の水分の膨張によって破綴する。破砕機の実用にあたり，電

波障害や電波漏洩による危険などが問題とされていた。しか し本破砕機

は工業用周波数として割当て られているバンド域にほぼ正確に周波数を

おさえる乙とができた( : t 2 - 3  MMz ) 。また電波の漏洩は金属格子

によって遊蔽できる乙とが確認されているむ

2) 特 性

a  無騒音，無振動で破壊する ζ とができる。

b  操作が簡単である。

c  消耗品がな 写真一7.1 マイクロウェープ破砕機

い。

d  小型で大き

なエネルギー

を出す乙とが

できる。

e  現段階では

鉄筋コンクリ

ート造の破壊

が困難である 。
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f  電波の漏洩には十分注意する。

g  工事実積を持たないため不安である 。

3) 用 途

岩盤および無筋 コン クリ ート の破砕。

4 ) 市販メーカー

東京電子技研，などその他。

7.3 コンクリートカッタ

1 ) 概 要

カッタ Ir は手動式，自走式，チェンソ一式があり ，従来より コンクリ

- r. 石材， タイル，レンガ' . スレート 管，ヒ ューム管などの切断，な

らびに舗装道路の盲目地の切断などに利用されてきた。 鉄筋コンクリー

ト造の切断にはカッタプレードの消耗と切断深さが浅いととが問題とな

り，いまだ解体工事IL使用された例が少ない。 しかし 乙の方法は壁，床

板の切断などの解体作業に適しているため，鉄筋 コンクリート 造の切断

に有効なカッタプレ ードの開発が待たれる。

2) 特 性

a  壁. 床，梁，柱などの部材解体IL適した方法である。

b  部材として搬出可能なため石屑処理の手聞が少ない。

c  現段階では，鉄筋 コンクリ ート 造の不連続面でプレードの損耗がは

げしくな り，不経済である。

d  騒音が大きい。

e  カッタプレ ー ドの加熱防止策に水を必要とする。

3 ) 用 途

a  セメント ・コ ンクリ ート 管の切断。

b  舗装道路の盲目地。

c  コンクリ ート 構造部材の切断など，その他。

4 ) 市販メーカー

東京 フレキ シフツレシャフ ト附， 日本アレン側，伊藤万附，和光貿易附

リッカーマ ン捌，三笠産業側，パルコム貿易附などその他。

7.4 レーザ破壇宏

1 ) 概 要

現在知られている発援レ

ーザの中で最も大きな出力

が得られるのは，炭酸ガス

レーザである u 出力は放m:

管の長いものほど大きい傾

向にある( 現在は. 1  kw放

電管直径38mm) 。一般の

物質は 10.6μ の波長の穏射 写真一7. 2 炭霞ガスレーザ破砕機( - 1列)

をよく吸収するので，穏射エネ J レギを熱エネルギIr 変換して熱源として

応用する。レーザは特有の単色性，指向性の良さを利用して微少な面積

Ir エネルギを集中する乙とができるため ，高融点物質の溶解，切断lζ 適

している。

2  ) 特 性

a  コン クリ ー トをひびわれ発生させると同時 Ir . 強度を大きく低下さ

せる。

b  無騒音，無振動で破捜する ζ とができる。

c  人体IL照射すると危険である。

3  ) 現 状

との方法はM. I. T . で開発 されたが，いまだ実験室段階である。日本

では目立中研をはじ めとして東大，早大で研究が進められている。実用

化するためには，小型で大出力を発生する装置の開発，コ ンクリ ート 構

造物解体へのアプリケ ーションの方法，安全性の確認などの研究を待た

なくてはならない。

4 ) 用 途

岩盤および無筋 コンクリ ー ト部材の破域。

5) 研究機関

目立中研，早稲田大学現工学部，東京大学生産技研などで研究開発中。

( 柿崎正重量，原因実，西川五十一〉



8. 各種実施工法の評価

前 節 ま で は ， 新 し い 解 体 工 法 の 原 理， 特 徴 な ど に つ いて 述 べ た が ， 乙

れ ら の う ち 実 用 に 供 し 得 る も の は わ ず か で あ る 。

現 在 実 施 さ れ て い る 解 体工 法 と し て は ， ブ レ ー カ ー に よ る 破 砕 ， 重 錘

( ス チ ー J レ ポ ー ル ， モ ン ケ ン ) に よ る 破砕 ， 転 倒 に よ る と り と わ し な

ど ， き わ め て 少 な い 。

実 用化 さ れ て い る 方 法を 組 合 せ て 解 体工 事 を 行な う 場 合 ， 下 記 の 4 項

目 に つ い て 検討 し てみ た い 。

i  ) 安全性 i i ) 公害 i i i ) 工期 i V) 能率

8.1 各 評 価 の 考 え 方

表-8. 1 現 在 実 施 さ れ て い る 工 法 の 組 合 せ と 評 価 ( その 1)  

慣用
2・ ｾ￑ｩ ｩＧＮ 筋 全 体 援 護

騒 援 粉 飛
光郎

蝿畜および ... 
工

経 済 性

コンクリ 人命に対す

。コ

養 生
する 局部廷 ｾｅＧｉ 火出 他

期

工主

No. 工 法 名 称 ・組 合 せ 使 用 範 囲
ート E1 散 る危険度

( 7)  

商E

局節ニわし 全体こわし

由危

公

由a ，民高 t主軍五 全 体 局 部
音 動

jJi 物
険度 さ2とその色 書 ‘且鎗円::-:1: その色

率
薗小所鼓 箇多所誼 規('I全、量) 規(大模)  

101 手 動 エ 具

小規捜右むのか持，，- なも由、行、穴あけ、矢をさT って tl る.

生たたき‘ 煙主など白ハツ 'J 解拝、ハツリは通常手町工具 A  ム ×  ム
。。。。。。。。。。

×  ム ×  ×  X .  

によっ τ いる.

102  プ レ ー カ

ｖ Ｑｊ ット 、 恐切ｾ . その他全設に使用 。。
ム

。
×  

。
×  

。。
ム

。。
A  ×  

。
ム

。。
ム

特に下向舎が有き1. 団 副

103 霊 鐙

磁砕、こわし一緒、床t > : 、笠の打抜き 。。。
×  

。
×  

。
×  

。
×  ×  ム ×  

ぼ0t) 

。 。。
基礎的破fl には不利. l哩E量輸}

104 ポ ー ン グ

火l J ! 充・蝿用のさ〈孔、膨張庄( クサピ、ロックンヤッキ 、 。。
×  

。
×  

。
ム

。。
ム

。。。
ム ×  ム

。
膨張性物質) による法事前ための さ〈 孔.

司E・}

105 金 原 4草

鉄筋四入 り〈んだ適所へのさ 〈孔、運転中町世崎町近〈な

A  ム ×  
。。。

×  ム ×  
。。。。

×  ム f:::，. ×  ×  ×  

どで由里町句話. { 酬噌1

201 手 動 工 具 ・ポ ー リ ン グ

適当問調にポーリ ングLた輩、たたいて割る.

ポーリング袋矢を打 ヲて割る .

ム ×  ム ム ム
。。。。

f:::，. 
。。。。

×  ム ×  A  ×  

202 手 動 工 具 ・転 倒 手l i 工具で V カット L、転倒させる. ×  ム ム ×  
。

A  ム ×  
。

×  ×  A  ×  ｉｾ のￗ 畑喝也 l  

。 。
×  

ｾ ｡ ・ Ｑ

-

203 手 動 工 具 ・ブ レ ー カ ー

ブレーカーで ｾｩ［ 宇および高ｾＺｻＺＭ行ない 、 手動工具で失を打
ム ム ム f:::，. ム

。
ム

。。
ム

。。。
A  ム ム ×  ム ×  

って割る.
{晶画}

204 手 動 工 具 ・金 属 棒

金属揮でボーリン グL、手動工具で矢を打って割る.

ム ム

A  ム 。。
ム

。
ム

。。。。
ム ム ム ×  ム ×  

&' 1%' :  

Z 金属 if で扶筋を切断する. マ且コーd ，. 壇}

205 手 動 工 具 ・火 ヨE 手11工具でさ〈孔し 、火; 車にて尭廷する. ム A  ム ム
。

A  f:::，. ×  ム ×  ×  A  ×  

ム 。。
×  

。
ム

:!u司}

W ホ

206 ブ レ ー カ ー・ ポ ー リ ン グ 適当問掃にボーリングした輩、ブレーカーでニわす. f:::，. f:::，. ム f:::，. ×  
。

ム
。。

ム
。。

正』 ×  ×  ×  ム ム ×  

( .e. . )  

207 ブ レ ー カ ー・ 霊 主重 ブレーカー と量設を師用 してこわす. 。。
③ ×  f:::，. A  ム A  

。
×  ×  ム ×  ム

。 。。
( ::t U c  

'"・3

208 ブ レ ー カ ー ・金 lif. >.辛

E三前回入 η=んだ箪所へのさ( ｾＺＮ、ＺＺｴ ＨＡｩｈＮｾ を司ｾＱｌ、プ
ム ム ×  E 込 ム

。
×  

。
f:::，. f:::，. 

。。
f:::，. 

X  

ム ム ×  ×  ×  

レーカーにて二わす. Ｈｾ ｾ Ｉ＠
2  

209 ブ レ ー カ ー ・転 f，l J  プレーカーでV カ γ トL. その龍転倒 させて ニわす. ×  
。。

×  f:::，. ム ×  ×  
。

×  ム ×  

×  。巴 。。
×  

"宇崎

t哩U崎』
，，，凶同町)

210 霊 if ・ポ ー リ ン グ

適当間隔にポー リング L、そ 同輩 、lI! i量でたたいてニわす.

ム ム A  ×  ム ム .CJ ム
。

×  ×  ム ×  ム ム ム
。

主として無筋四場合に用いる.
(I J :l・} {吸 引

21 1  重 鍾 ・金 属 持

金 ｊ 冨Ａｾて遺当間隔にポ ー リング ｌ 、 軍強でたたいて ニわすＮ
ム ム ム ×  

。
ム ×  ×  ム ×  ×  ム ×  ム

。
ム ム

金属によ η1主筋金?盲! i ，l Lf 守る.
(:t U・} ，. .  

212 ロックジャッキ ・ポーリ ン グ

ポーリング LI 二龍、ロックジャッキで割 って二わす. 。
×  ×  

。
ム

。。。。。。。。
ム ム ム

。
×  ×  

無箭コンクリート用. .. 

213 ガ ス 破 砕 ・ポ ー リ ン グ

ポー リング 怯 Ｎ ガス 白ｅ［ｾ圧によＱＩ ia: 置する.

ム ×  
f:::，. ×  ム

。
ム ム

。
×  A  :)  

×  ム
。

ム A  

IU;; コンクリートに用いる. ， ｾ・ ｽ

214 火
薬 ・ポ ー リ ン グ

道当間隔にボーリング LI: 在、火 J . で是廷する . 。。。
ム ×  ム ×  ×  ム ×  ×  

。
×  

f:::，. 。
f:::，. 

。。。
l  北ｾ 東止1  

215 火 薬 ・金 属 絡

適当間隔に ポーリングした ￭ｾ ｾ 火軍で是認するＮ
ム

。。
ム ム ム ×  ×  ×  ×  ×  

。
×  ム

。
ム ム

。
ム

特に鉄筋の入り〈んだ唱所に有効. ， . .  

216 金 属 棒 ・転 官IJ

金属持 にて、ポーリング、 鉄筋切断、V カットし、その世

×  ム ム ×  
。

f:::，. ム ×  ×  ム ×  ム 正』 ム
。 。

ム

に転倒させ てこわす. ，. 崎】

。! ¥<用い 。奥〈用い 。

白

、'降、、 0 1処い

f寺 る る ー O，.-L なし

信し

f少〉Lゐ
O小 O小 0 小

EやRJ やぃ

0<' や良い

O聞いる O用いる 0少Lある
h  

る

' "中少し
4、

'" 中 ' "中

惑、い

A 悪い

A まれに周
' ' ' ' れに用

A 多い める

多い
× 大

号

いる いる

×  

X づk X ヨに

x  
X 非常に悪い

X 非常に多い ×  

務多官い般に 事ぎ，:
X 用いない X 用いない ある

〆
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i ) 安全性

安全性については， 飛散物，光熱，火災などがオペレーターあるいは

周囲の者におよぼす危険性を考慮し，評価の対象とした。実施にあたり

適切な養生をする乙とにより安全性を高めるととができる 。

ii ) 公 害

解体工事によって生ずる騒音，振動，粉煙なと‘ の公害については，建

物の環境条件，作業時聞によって相違し，また公害規制は都道府県によ

って若干相違する。解体工事に伴 う公害を評価する乙とは大変むずかし

い。乙とでは各工法を実施する際に発生する騒音，振動，粉煙などの程

度，および発生時間から経験的，定性的に評価した。実際はいくつかの

現場で測定した値をもとにし，諸条件を考慮してより確実に評価する ζ

とが必要である。

i i i )  工期，経済性

同一単価で一定期間にとり乙わすととのできる量が多い工法ほど工期

は速いという ζ とになる。また経済性については，俵もとり ζ わし単価

の安いものが経済的といえる。しかし両者とも実際には建物の存在する

場所の条件，解体のさいの諸条件を無視する乙とができないので，乙れ

らの条件を満足したうえでの評価を行なう乙とが必要である。

以上のような考え方により検討した各種実施工法の評価を 表- 8.1 に

示す。 ( 笠井芳夫・ 柴田修身〉

表- 8.1 現在実施されている工法の組合せと評価 (その2 )

. 使用 無筒鉱筋
会 拝 程 壇

騒 t!li 本最 飛
先餌

燭書および そ

ヱ

経 済 性

コンクリ 人命に対す
σ〉

養 生
する

局都政唖別
火見

他 期

工法

No. 工 法 名 称 ・組 合 せ 使 用 範 囲
ート別

散

的危

る危険度
Q )  

率能

局部ニわし 全体ニわし

田監
音 動 煙 物 険度 士7とその他 '"' ‘J!.Il奮Eの止その地 箇小所数 置多量所 規{ 小損} 規{大4E}  

! ! i 筋鉄笛 全 体 島 郡
害

301 

手 動工 具 ・
i I 当間隔tニポーリングした龍、矢を汀 って = わす回と、プ 。

6.  ム
。

×  
。

ム
。。

ム
。内 。

ム 6. ム ム ×  ×  
ボ ウ リ ン グ ・ブ レ ー カ ー

レーカーによるこわしとを i井用.

IA畠1

手 動 工 具 ・

ム
。

×  ム ×  

×  。302 

ポ ー リ ン グ ・ 転 倒

ポーリング班、手動工具でV カァ トし て転倒させる. ム ム 6. ×  ム ム ×  ×  

Ｈ［ｾ Ｚ Ｑ＠
ム ×  

.，さ・・

303 

ブレーカー・ポーリング・ ポーリング! 量、ロックジャッキと由こわしと、プレ ーカー 。
ム

。
×  ム

。
A  

。
ι  6.  ム

F  
ム ×  ム

ロ ッ ク ジ ャ ッ キ によるニわしとの俳用.

ｾ・

304 

プ レ ー カ ー ・火 薬 ・ ポーリング皆、火事による尭砲とブレーカーによるこわ し 。
ポ ー リ ン グ と由併用.

。
ム

。
×  ム ×  ×  ム ×  ×  ×  

6.  
『、

×  6.  
。

ｾｾ Ｎ 止

305 

ブ レ ー カ ー ・ ブレーカーで鉄筋部分まではつ旬、無笛コンクリート担に

ム ×  
。

6.  ム ×  t 込 ×  6.  ×  ム ム
ガ ス 破 砕 ・ポ ー リ ン グ

A  6.  ム ム ×  
した班、ガス破砕する.

'‘・

×  

3  1. 306  ブ レ ー カ ー ・金 属 僚 ・転 倒 ブレーカ一、金属'. f により V カ y トして転倒させる. ×  
。。

×  ム A  ×  ×  ×  ×  ×  6.  ×  ー陣ｾ 情・島f同町-
ム

2・"・

6.  

307 手 動 工 具 ・金 属 俸 ・転 倒 手ti 工具、金属揖により V カ y トして転伺させる. ×  
。。

×  
。

6.  ×  ×  ×  ×  ×  6.  ×  

lFl 

t::， 6.  ×  

同 t町周

308 ポ ー リ ン グ ・火 薬 ・1EE重 火J l による尭磁と重注目こわしとを併用する.
。。

仁 ×  ム ×  ×  ×  どh ×  ×  ム ×  

ム 。 。。
. n.  

え際文&lI  

309  ポ ー リ ン グ ・ 火 薬 ・ 転 倒
火J l の畳程により局部磁唱して転倒させる. ム

。
C  ×  ム ム ×  ×  ム ×  ×  ム ×  

ム 。 。。
l司 自 四 (組

310 手 動 ヱ 具 ・火 薬 ・重 鐙

手掛工具でさ〈孔 L 、火事で尭破した桂、置鍾でた t いて 。。。
×  t::， ×  ム ×  6.  ×  ×  6.  ×  

A  

ム 6.  ×  

ＨｾｾＩ＠こわす.

:t ll ・9

311 

ポ ー リ ン グ ・111鍾 ・
ボーリ y グ世、ロ y クジャッキで大割 η L 、その極量鍾で 。

ム
。

×  
。

×  
。

×  ×  ×  t主 ×  。。 。
ロ ッ ク ジ ャ ッ キ

ム
たたいてニわす. 主と して無筋コンクリー ト.

雪"，・・

401 

ブ レ ー カ ー ・火 薬

火a で尭践しに龍、プレーカ一、軍鍾でニわす.
。。

t， ×  ×  ×  ム ×  6.  ×  ×  6.  ×  

ム 。。
重 錘 ・ポ ー リ ン グ

:t b，・・

f  防M邑止， 

ブ レ ー カ ー ・霊 鍾

無筋コンクリ トの唱わ経会すり ロ筋y クγ ャッキで割った f島、プ

402 
レーカー ・軍慢部でこ 邑 コンクリ ー ト田場割合、プレ 。

ム
。

×  ム ×  ム ×  ×  ×  A  ×  
。

ム
。

ムロックジャ ッキ ・ボーリ ン グ
ーカーで鉄た蹄 骨まで 、ロックジャッキで った性、

量鍾でた いてニわす. ｧ ・Ｎｾ

403 

ブ レ ー カ ー ・霊 鐘

揖筋コンク軍筋リ ト町場わ商合す. 銭ロ第ックジャリッキで割ヲ f二世. プ

。 。
×  

ガ ス 破 砕 ・ポ ー リ ン グ

ーレーカカーーで鉄・ 鍾部骨でニまで .り、 ロコッンクジクャーッキト的で場割合っ. た雄7 、レ ム ×  ム ×  6.  ×  ×  A  ×  
。

×  ×  ×  

量錘でたたいてニわす.

". 匂

4  1  404 

ブ レ カ ー・ 火 薬
ブレーカーによるV カ γ トと火警による局部磁唱と合併用 ム

ポ ー リ ン グ ・転 倒

×  
。。

×  ×  ム ×  ×  ム ×  ×  A  ×  。 。。
L て時f胃させる.

可. _"-

405 

ブ レ ー カ ー ・ 重 鍾 ・ 金属博によりさ〈孔 L 、火i J 1で尭E豆、ブレーカーによる研

ム
。。

×  ム ×  ×  ×  ×  ×  ×  6.  ×  6.  
。 。

A  
火 薬 ・ 金 属 機 1)、軍鍾によるたたきを情用 L てニわす.

:t l( ・ ，. .  

406 

プ レ ー カ ー ・火 薬 ・ 火麗による局部肢袋、プレーカーによる V カ y トを骨用 L 。 ×  ×  。。
転 倒 ・金 属 探 て転倒させる.

ム
。

×  ム ム ×  ×  ×  ×  ×  司 ｩＺＮＮｾ Ｑ Ｑ x  

(程l

。

407 

重 鐙 ・火 薬 ・ 。。
×  ×  ×  ×  ×  ム ×  ×  

×  
A  。。

ポ ー リ ン グ ・転 倒

火! J l で局部暗唱して転問し、そ田班、軍挫でたたいてこわす. ×  

ｲ ｾＺＺｾ ｊ＠
×  

拡お

)) 1 -

501 

プ レ ー カ ー ・重 鐙 ・ プレ ーカーによる V カット、火薬じよる局部恒哩で転問さ 。 ×  
ム 。

火事E ・ポ ー リ ン グ ・転 倒 せ、そ の珪、j I 廷でたたいて割る.

×  
。

×  ×  ×  ×  ×  6.  ×  
x  1.柑hiR免・局・・.) 

×  

弘司

。
C  

5  

502 

プ レ ー カ ー ・ 重 鐙 ・ ブレーカーでV カ y トLτ 転倒させる. その龍、盟t量、ガ
×  ×  

金 属 僚 ・ガ ス 破 砕 ・転 倒

×  
。。

×  ム ×  ×  ×  ×  ×  ×  

(i‘‘ '.Ht・，，En， l ×  Ｈｾ￐＠
。

ー

。。
ス破砕でニわず.

Ofi! ( 問い Of i ! (局、、 o  1"  

品イ寸

る
る

0'.. し

弘 L

S信 LL ゐ

。良い
。良い

O用いる O用いる 0 少しある

八

_. O' J 、

O 小 O 小 。や

O やや良い
少 し る . ぃ

"' . " に用 企 S れtニ周
A 多い

ある ハ ' "中
l > 中 。中

Jヘ

A 車ぃ
、.る

いる
多い 車ぃ

ヲ包7  

X 非常 lこ多い

X  I X  × 大 X 大 X 大

X IlIぃ ' t l ' X 用い" ぃ
める

非多常いtニ 3遭主2いRに

X 非常に高い
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解体工事と公害対策

長 浜 忠

1 . は じ め に

建築工事はそのいずれの段階においても ，騒音や振動などの公害の発

生を伴ないがちであるが，さらに高能率化，省力化を目ざ して，より大

きな動力を使用する傾向にあるため，騒音 ・振動を発生する エネJ レギー

は，ますます増大しつつある。乙のような状勢にある建築工事現場で，

ある程度の騒音や振動の発生も許さずに工事を遂行する乙とは，非常に

困難である。また，騒音や振動を少なくしようとすれば，作業能率の低

下や工授の増大を招くのが普通である。

建築工事のなかでも解体工事は公害商，安全面で非常にむずかしい工

事である。 とζ ろが最近，市街地における建築工事では解体工事を伴な

う傾向にあり ，と くに繁華街，ターミ ナルなどでは乙の傾向が強く ，悪

条件下でとれを遂行しなければならない場合がよくある。

解体工事Iζ 伴なう公害は，木造 ・鉄骨造建物の解体の場合は墜挨によ

るものが主であるが，鉄筋 コンク リー卜 造建物の場合は，コ ンクリ ート

の脆さを乙われないように鉄筋で補強 しであるものをとわすのであるか

ら，その解体はなかなか困難であり ，安全の:確保だけでも容易ではな

い。公害菌では塵挨もあるが，騒音と振動が問題となる。乙乙では鉄筋

コンクリ ート 造建物の解体に関 して述べるとと とする。

測定位置硲図

① 0 - - 0 ブレ ーカー 5 台

ブレ ーカ- .

0 0 _  

。、 U 床研り中

o  '¥. 

"  3. 5m 

2 ・- - . . プレーカ ー l 台

10m点 Q. A( C)

騒音 レヘ J レdB

'I NR数

A  : 日: C

. ① 109 :  :  112 102.5  

② 107  :  :  108 98. 5 

測定点

図- 3 ブレーカーによる祈り工事の騒音

( 出所 : 11段工事騒音援動の除書方法の調査研究報告書)

図- 2 倒 し解体

図- 1 ブレーカーによる祈り解体

解体の方法!Cはいろいろあるが，実用的な方法はブレ ーカーによる祈

り解体，クレー ンと鋼球による叩き解体，足元を研って引き倒す倒し解

体であり ，その他の方法は試験的な試みであったり ，特殊な条件の場合

にのみ使用できるというのが現状である。( 図ー し 図- 2 )

2.  騒音の大きさ

解体工事には，いかにして所定の工期内! r . より経済的に解体するか

という 乙とと ともに公害，第三者IL対する傷害，作業者の安全と衛生な

どの重要な問題があり ，どれ一つもなおざりにする乙 とはできない。乙

れらのうちで今回のテ ーマである解体工事の公害についてみると ，その

内容 として大きなものは騒音と振動であり ，乙れに対処するためには発

生する騒音 ・振動の性状を十分に知り ，それに基づいて対策を検討する

必要がある。 と乙ろで，振動については過去に測定された記録が少なく ，

測定の方法も統一されていない。また ，振動を伝える媒体( 地盤) が場

所IL より異なるなどのため，今までに測定されたデー タには汎用性がな

いとい ったのが現状であり ，既存のデータでは対策を検討するのに十分

ではなし そのケースに応じた調査が必要な場合が多い。騒音について

は， まだ十分とはいえないが，最近かなり多種類のデー タ，たとえば図

- 3 - 図- 6 ( i 建設工事騒音振動の除害方法の調査研究報告書J <建

63 125 250  500  1000  20UO  4000 

オクタ ーブバン ド中心周波数(C/S)

。ピック 5 台
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騒音レベル( dB

NR数

A :  S : C  

① 108  :  : 110  100. 5  

② 99 :  :  100  90.5 

測定点

図 - 4 ピックによる研り工事の騒音

( 出所 : 建綾工事騒音援動の除害方法の調査研究報告書)
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図- 7 騒音をオ クタープ分析してNR Nを

求める図表( 出所・ 騒音対策ハンドプッウ〉

設工事騒音研究委員会〉に記

載されているデータの一部)

のようなデータが報告されて

おり，対策を検討するための

資料として十分役立てる乙と

ができる。

とζ ろで，騒音レベソレが測

定された場合，あるいは騒音

レベルの大きさが予想された

場合にそれをどのように評価

するのか，すなわち，なにを

基準にして評価するのかとい

うととが問題になる。騒音の

あらわ し方にはいろいろある

が現在よく用い られているの

は， JI S  Z8731 ( 騒音レベル

測定方法) 11 : 定められた方法

で，指示騒音計を用いてA 特

性による読み取り値であらわ

す。これは騒音規制法に基づ

く「特定建設作業11 : 伴って発

生する騒音の規制 IC関する基

準」でも使用されてい る。し

かし，同じ騒音レベルの音で・も周波数成分の相違によ って異なった感じ

を受ける ものであるが，乙 の方法では周波数別の レベル( オ クタ ープバ

ンドレベル) ではあらわ していない。また， 遮音壁を検討する場合にも

オクタ ーフ. バンドレベルは必要で、ある( 遮音材は周波数によって音の透

過損失が大幅に異なる。図- 9参照) 。オクタ ープノマン ドレベルを用いて

評価する方法としては，オクタ ープバンドレベルから N R N ( Noi se 

Rat i ng Number ， N値) という騒音評価数値を求める方法もある。乙

れは， 図一 ? のような関係でもってオクタ ーフ. バンドレベルから各オク

ターブバンド レベルでのN 値を求め，そのうちの最大のN 値でもって騒

音を評価するのであるが，乙のN値は，さらに騒音スペクト) 1 / ，ピーク
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し一一

図- 5 コンプレッサーの騒音

( 出所: 建股工事騒音銀動の除害方法の調査研究報告書〉
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ファク ター， 繰返し性，慣れ，時間，季節，地域差について補正する。

次IC ，乙れらの数値を評価する基準についてみる と， N R NIC対 しては，

N R Nと公衆の反応の関係の予想，場所別の N R Nの許容値などが提案

されており，指示騒音計による騒音レベル「ホン」に対 しては， 騒音規

制法lζ 基づく告示や地方条例で規制の基準が示されている。 しかし ，現

状では乙のような許容値や基準は，社会的な常識，すなわち施工者，被

害者，第三者のいずれがみても ，いつ も妥当なものであるとはいい難い

ようである。たとえば，ブレーカーによる騒音が敷地境界から 30mの地

点で75ホンであれば，告示による規制基準以内であるが，境界に接 した

隣家では90ホンの騒音を受ける乙ともあり ，ζ のよ うな騒音を隣家の居

住者がやむをえない騒音であると感じるであろ うか。また， ζ れと逆の

状況も考えられる。騒音の受け取り方が感覚的なものであるため ，非常

にむずかしい乙とではあるが，施工者，被害者の両者のために，早く社

会的に妥当な評価の基準が確立される必要がある。

解体工事における騒音は，図- 3 - 図- 6 にみられるような大きさで

あり，市街地における国道の交通騒音の騒音 レベルが70- 80ホン程度で

ある乙 とからもわかるように ，非常に大きな騒音といえる 。

3. 公 害 対 策

最近は，建築工事現場では騒音 ・振動などを防除するため，工法を検

討し，また事前に周囲の住民に了解を求めるなど，公害対策には非常な

努力を払っているが，それでも苦情のでると とが多い。前記のようにブ

レーカー，鋼球による解体工事は建築工事のうちでも杭打工事についで

騒音が大きく ，鋼球による 叩き解体，倒し解体の場合には，さらに振動

も伴ない， 短期間の工事とはいえ公害の面では問題の多い工事である。

解体工事における公害対策は次の 3 つに分けて考える ζ とができる。

(1) 騒音 ・振動などの発生源の改善

(2) 騒音 ・振動なと、が作業場外へ伝搬するのを防止する。

(3) 近隣居住者に対する了解，補償

上記の 3 つのうちでは(1) がもっとも本質的な解決策であり ，(3) はもっ

ともその場 しのぎの便法的な解決方法である ともいえる。 しかし，騒音

振動による トラブJ レの内容には家屋などの損傷 ・汚損，営業妨害な ど実

害を伴なうものもあるが，休養妨害，勉学などの妨害，睡眠妨害な ど心

63 125 250 500 1000 20∞ 4000 8000 全

オクターブバ ン ド 中 崎波数(C/S) 霊

測定位置略図

鋼球( 1. 8ton) による

毅 L 工事

へ

騒音レベル(dB )

NR数

A  :  B  ｾ＠ C  

0 1  90 :  1 9 8  

. 1  91 :  :  99 

測定位置

図- 6 鍋 球 ( 1. 8 t on) による叩き解体の騒音

( 出所: 建段工事騒音振動の除寄方法の調査研究報告書)
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名

理的なものも多い。とれは騒音などの場合は，それに対する評価が多分

に感覚的なものである以上やむをえないであろう。とのような面では事

前の了解，日どろの交際，すなわち心理面での配慮は近隣の居住者，施

工者の両者により好ましい結果をもたらすものであり，ぜひ必要なこと

である。また ，(1) ， (2) の対策がいつも万全であるとはいえない現状のも

とでは，周囲の条件によっては，便法的ではあるが損傷の補修や住居の

一時的な移転などの補償も考慮 しておく必要がある。

上記の(1) の公害発生源の改善は公害を伴なわない工法 ・機械の開発で

あって，そのつど，その場に応じて簡単に改善しうるととは少なく ，長

期間をかけて開発されるのが普通である。鉄筋で補強されているコンク

リート を音も振動もださずに解体する乙とは容易ではないが，現在新し

い工法として試みられているものには油圧( ロックジャッキ〕 による破

砕，高圧ガスによる破砕，火薬による破砕などがある。乙れらはいずれ

も鉄筋畳が多い コン クリ ート には不適当のようである。機械の改善では

防音装置をほど乙したエアコンプレッサー ( 従来のものより 9 ホン程度

低いようである) が製作されている程度である。乙のような現状は，公

害に対する本質的な解決策である公害発生源の改善がなにもなされてい

ないにひとしく ，今後は乙の面に大いに力をそそぐ必要があろう。

(2) の騒音 ・振動などが作業場外 IC出るととを防止する方法には，騒音

・振動源などの設置位置を考慮する。遮蔽物を設ける。振動源iζ 対して

は地盤との聞に緩衝物を設けるなどがある。例えば，エアコンプレッサ

ーに対しては，隣家からもっとも離れた位置に設置する。位置に対する

配慮のみで解決できない場合は コン クリ ート プロックなどでエアコ ンプ

レッサーの周囲を潤えばよい。乙のように ，ある定位置K 設置して使用

するものに対しては， 位置の配慮も遮蔽物を設けるととも容易である

が，ブレーカーのように絶えず使用場所が移動するものは位置を制限す

る乙ともできないし ，遮蔽物も部分的なものでは役にたたず，図- 8の

ように作業場に沿って広範囲にわたって設けなければならない。とのよ

うな場合の遮蔽物は高さも高くなり ，面積も大きく ，ま た，設置期間が

比較的短かくて，すぐ撤去しなければならないなどのため，コ ンクリ ー

トフ. ロックのような高価なものが使えず，通常，養生シ ート， 合板，鉄板

のようなものが使用されるので，あまり大きな効果は期待できない。図

- 8 の場合だと ，わく組足場 IC波形鉄板を張ったものであるが，遮音効

果は 7- 10ホンであった。乙のように足場に遮音材を張る場合は，でき

るだけ隙間をつくらないように注意する必要がある。隙聞ができると遮

音効果は大幅に減り ，材料そのもののもっている遮音性能( 透過損失)

とは比べものにならなくなる。

図- 9に仮設の遮音壁として使えそうな材料の数例について， 音の透

過損失データを示す。また，音源、までの距離と騒音レベルの関係，音源の

数と騒音レベルとの関係は，音源を点音源、とすると次式のようになる。

ｌ ｲＲ ］ ｌ ，Ｎ ， ＭＲＰ Ｑ ｯｧ ， Ｐｾ＠
' 1  

L γI 音源からの距離がハの点の騒音 レベル

L γ 2  . 音源からの距離

が乃の点の騒音

レベ J レ

η ， rz : 音源からの距

離 (r2> r，) 

Ln =L ， +  101og
lO

n  ( dB)  

ム : 音源が 1個の場合

の騒音レベル

Ln: 音源が咋個の場合

の騒音レベソレ

n 音源の数

図- 3 - 図- 6 のような

音源IC関する資料が十分に

整っていれば，乙れらの関

係、式でもって，あらかじめ

( d B)  

建設省建築研

昭 37. 8  

測 定 ji Ji

測先年月

音の透過損失 ( 出所. 騒音対策ハンドブッヴ )

騒音の大きさを，ある程度予測するととができる。

建築工事においても ，地業工事で各種の無振動 ・無騒音工法が開発さ

れたり ，音の小さいウインチが製作されるなど，発生源 lζ 対する改善が

進められているが，残念ながら解体工事IC関しては，発生源IC対する改

善は実用面では，まだみるべきものがない。したがって現状では，発生

源K 対する改善に力を注ぐ とと もに現実の対策としてプレーカーによる

解体，倒し解体，鍋球に よる叩き解体をうまく組み合せ，また時間的な

配慮，機械の設置場所，遮音壁の設置方法について十分検討し，また一

方では事前に近隣居住者の了解を得るなど心理面でも十分配慮 してトラ

ブJ レを未然 IC防止しなければならない。

49 

阪大林組工務部)ただし(な がはま

図- 9

解体騒音の遮蔵図 - 8



日本万国博におけるコンクリートの破砕実験

坂 静 雄

1. 概 説

日本万国博も予期を上回る盛況のうちに昨年 9 月中旬閉会した。あの

華々しい内外の展示館 も当初からの約束に従って今年 3 月末までに取鼓

される運命にあった。いずれ も臨時建築物と はいえ ，大規模で意匠的に

も構造的に も優秀作品が多しただ破壊するにしのびず，せめて全面的

取致しの前lζ 何らかの学術的資料の作成に預らせたいとの希望が地元を

中心として建築関係者の聞に起った。鋼構造物の火災実験，高間建築物

の振動実験，天幕構造物の力学的挙動の把握など，多方面の計画が持ち

寄 られた。日本建築総合試験所では乙れらの交通整理を行ない ，また実

現lζ 対するお世話をする目的で日本万国博建築物研究会を組織し ，万博

表 1 対象建物と実験実施者

実験区分| 建 物 実 験 部 分 |解体者 |実験月日 | 実 施 者

1  

ソ連館

地l 下階室床基梁礎梁， 竹 中 12 ・14- 16 竹部中・本技庖研設計

レストラント練

2  アメリカ館 リング梁 大 林 12 ・10- 17 大・技林組研工務部

3  富士グループ館 エアビーム基礎 大 成 12 ・15- 17 大大成成土大木阪本支部庖

表 2 使 用 破 砕 薬

名 称、

11 

C E  
|S L B岨 | 出 : 3 1アーバナイト |アーパナイト

( 市販) I  ＨｭｾＩ＠ I  10- N I  17- T N  

製 造 会 ネ土 日 曹 建 材 | 日 本 化 薬

破 ｬ￬ｩＡ ｾ＠ 原 理 強力衝撃波 発生ガス圧力

燃速 ・ 度( m/sec)  10- 15 

発生波速 7000  

発 生 ガ ス g E)  

( cc/  
徴少 1500以下

発 熱 畳 ( cal/g) 600- 700 600- 700 

発 火 温 度 (OC) 300 260- 280 

形 状 国体 固体

タ ッ ピ ン グ 材 耕 三 タ ル 急 結 モ J レタ J レ

待 時 間 ( 分)
。

60 

使 用 実 験 1  1. 2  

ソ連レストラ ント棟 8 - 2破砕状況

〈スラプ及び埋土は装薬前除去してあ った)

ソ連レストラント棟 F' 5 破砕状況 ( 見上げ図)

50 

旭化成

同左

50 - 60 

同左

同左

同左

国体

同左

同左

1.2 

大成建設 ・日本油脂

デカップリング効果によ

る高圧破ガスショック波に

よ る 砕

1500 

φ10X 200 

容器入

砂

。

3  

アメリカ館 リング梁

N10 内側破砕後

アメリカ館 リング梁

2000  

や17x  170 

容器入

砂、

。

3  

N10 ;.Hllll の破砕後の状況

当局，近畿所在の各大学，万博展示館を施工 した主要請負

業者からの方々によって計画の検討を行なった。乙の間す

でに旧会場では一部の解体工事が着手されていて ，解体工

程表の中に実験期聞を割り込ませる乙とが困難であった

り，日本建築総合試験所として手持実験貨があるわけでも

なく，資金面の制約もあって，結局実現できたのは (1)ア

メリカ館における大規模空気幕構造物内における煙の充満

状況，屋根幕への着火とその延焼ならびに屋根幕の降下状

況を検討する一連の実験と ，前二者の場合における避難の

可能性の確認を目的としたもの， (2)乙乙に報告する鉄筋 コ

ンクリ ート 部材または塊の破砕薬による破嬢の 2 項目 lζ 限

定せざるを得なかった。両者とも解体工事関係者としても

強い希望があり ，実験に協力する熱意があって実現する乙

とができた。前者は建設当初における万博建築技術指導委

員会の答申に誤りがなかった ζ との実証ができた。後者は

今後の都市内の鉄筋 コンクリ ー 卜建築物の取致 しに資料を

供給することができた。乙乙で破砕薬というのはダイナマ

イトなどに比べ取扱が安全，かっ ，容易で公害防止のため

近時開発されたものである。

2. 実 験 の 目 的

破砕薬使用の効果，安全性，騒音，振動の程度を検討する。

3. 実 験 班

実験の総合計闘および指導は阪大教授奥島正一君を煩わ

し，京大小堀 ，京大松浦，大工大斉藤，東大岸谷各教授，

大林組谷口尚武，竹中工務庖島田義典の各氏がそれぞれの

専門分野で計画および指導に 当った。

4. 実 験 対 象 建 築 物 ， 実 施 者 等

実験対象物，実験日，実施者はすべて表 1 IC示す。 第 l

実験は普通程度のコンクリート強度の鉄筋コンクリ ー ト梁

11本を対象とし ，全長 !C亘り破壊する方針をとる。第 2 実

験は高強度，多量の高強度鉄筋をもっ巨大断面の梁を対象

とし ，金量 181ni' !Cおよぶ大量コンクリートを破嬢し ，あ

わせて工事能率を調査する。第 3 実験は普通強度の コンク

リート で鉄筋畳は比較的少なく，とくに厚い コンクリ ー ト

版を対象とした。なお表 11ζ 見るように各実験は実施者が

それぞれ異なっていて ，そのため騒音や振動の測定機器が

異なり ，測定精度が統一されなかったことは止むを得ぬ。

5. 使 用 破 砕 薬

使用破砕薬は市販品 2種，開発中のもの 2種合計4種を各

実験で使い分けた。名称，性能などは表 2に示す。装薬の深

さ，間隔，薬量などは破砕薬としての趣旨と破壊の方針 !C従



って各破砕薬生産者と解体工事担当者の宰領 lζ 任された。

しかし一 部には業者自らととさらに装薬盃や配置を変化さ

せて適正使用の方法を検討しようとしたものもあった。

6. 第 1 実 験

6- 1 被 砕 体

表 3 実験梁 ( ソ連館レストラント 様〉

| 張 間 (m) I 幅 (mm) I高さ (mm)1

繋ぎ梁( 記号 B )

床

反援硬度方法による コンクリ ート の推定圧縮強度は繋梁 表 4 装薬の詳細 ( ソ連館レストラント棟)

193，1 1若床梁271kg/cnl であった。スラブ部分を無視した梁

寸法や主筋は表 3 Iζ 示す。主筋は高強度異形鉄筋である。

また肋筋は端部 9φ @ 2∞mm，中央部 9φ @ 3∞mmで

ある。なお床梁ではスラプ上からの観察と地下の発破音を

導くため ，一部の梁では梁添いのスラプの一部を ，また繋

梁では側面の観察も可能にするため梁添いのスラプと埋戻

'  し土の一部を除去した状態で実験された。

6- 2 装 薬

各渠の装薬の詳細は表 4K 示す。

6- 3  破砕の状況と効果

Ｓ 明ｾ
| 破砕薬 |孔数 | 孔(:i) 隔 | 孔長 (cm) I議 出 |長 長 引 備 考

B  1  C E  13  40， 60 30， 50 15， 20 163 2 段発

B 2  S  L B - N 14  45， 35 45 2X 15 323 

B 3  旭 1号 13 40- 45 40- 45 15， 2X  15 210 

B 4  C E  14  40( チドリ〉 30， 50交互 15 176 3 段発

B 5  S  L B - N 17 30( チドリ) 45 15，2X 15 300 

B 6  旭 1 号 16 40- 50 40 - 45 15，2X 15 465 

F 1  C E  6  40 30， 60交互 30  257 

F  2( 半分) S  L B- N  10 50(  2 列) 40  15 198 

11 (半分) 旭 l 号 10 50(  2 列) 35- 40  15 198 2 段発

F 3  C E  16  40 30， 50交互 20 182  

F 4  S  L B - N 18  30( チドリ) 45 2 X  15 342 

F 5  旭 l 号 17 35- 40 40- 45 2X  15  290 

各梁ごとに装薬の品種と薬畳に変化があるので破砕状況

は多少異なる。 表 5の最終欄にある数字は事後処理の難易

を指数化したもので， Ｒｸｾ は ＱＵ ｧ をタッピングを介し Ｒ 段結め

100 事後処理不要( 鉄筋切断を含まない〉

回 ハン マーで簡単に処理できる。 表 5 破砕の状況 ( ソ連館レストラント棟〉

ω  プレ ーカーを当てると簡単に処理できる。

40 プレ ーカーでもかなり手間取る。

0 破砕せぬものと同程度の処理を要する。

事後処理難易度は部材K よっ て相違があるが，装薬の種

類と量の迷い ，同一破砕薬でも装薬や部材状況の違いなど

に起因すると思われる。また破壊不完全のものには穿孔位

置の狂いなどが原因している。適正装薬により各破砕薬と

も期待する 効果を得ると信ずる 。

事後処理難易度ω以上のものは破砕薬を使用して作業上

十分効果があったと恩われた。また一部ほぼ原形を保つも

のも内部には大小のひびわれがあって，小さい外力によっ

て容易に破壊する乙とができた。

7. 第 2 実 験

7- 1 被 砕 体

反援硬度方法によるコンクリ ート の推定圧縮強度は 336

kg/cnl であった。 リング梁の断面形状および鉄筋は図 1 11:

示 し， あわせて旭 l 号装薬の一例が添えてある。 但し穿孔

の実際位置は配筋に妨げられかなりのずれのあ った ものが

多い。破砕を企てたプ ロッ クの長さは 4，5，6 m の 3 穫

で，それぞれ 6，14， 16 カ所である。リングビーム は連続

体であるため，破砕するフ。 ロッ クの両側が未破砕の場合

( 中間) ，一方が未破砕のもの( 片押) ，両隣接部が破砕

済の場合( 両白) の 3 穫の拘束条件がある。また一つのプ

ロック幅 3. 5mを破砕する場合，全部を l 回の発破で破壊

したものと ，図 2 Iζ 示すように外 ・中 ・内の区分 IC従い 2

固または 3 固に分けて発破したものとある。

7- 2  装薬と破砕の程度

7 - 1 記載の拘束条件，発破回数を含め， 孔数，装薬量，

破砕の程度を一括して表 6 11: 示す。

なおひびわれは穿孔列 IC沿い ，主筋の方向 lζ 生 じた 。乙

れと直角方向( 幅方向〉にはほとんど発生 しなかった。そ

のほか次の乙とが観察された。

a) 辺長の長いものの方が破砕程度がいくらか大きい。

b )  1  nf 当り装薬量と孔数を同一にすると ，自由 ，片押，

中聞の I1頂，つまり拘束の少ない順に破砕の程度は大き

梁 ｼ破砕 薬 ｼ え羽破壊状況 ｉ ｾｋ ｉ 備 考 |事難後易処理度

B  1  C E  165 部分的剥離破壊 全面 原形をとどめる 60 

B 2  S  L B - N 323 大部分大割剥離
11 70  

B 3  旭 l 号 210 一部剥離 一部 一部破壊不足 50  

B 4  C E  176 大部分完全破壊 鉄筋露出 90 

B 5  S  L B - N 300 大部分大割剥離 全面 70 

B 6  旭 l 号 465 表面一部剥縦 少い 50 

F 1  C E  257 大部分剥離脱落 一 鉄筋すべて露出 90 

F  2( 半分) S L B - N  198 表面一部大割脱落 少い 50 

F  2( 半分) 旭 l 号 198 
11 少い 破壊不足個所あり 50  

F 3  C E  182 大部分剥離脱落 鉄筋すべて露出 95 

F 4  S L B- N  342 大部分大割剥離脱落 鉄筋殆んど露出 80 

F 5  旭 l 号 290 梁底一部剥離脱落 一 部 鉄筋一部露出 60 

梁はほぼ原形で

破壊不足の個所あり
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表 B 装薬と破犠程度 ( アメ リカ館)

，l部 分 I ｾ ｭ 手 ｼ 拘 東| 発破回数 | 孔外中数内 |  装 Ｈｧ 薬 ｉｮｦ 量 ｾ ｉ 破(十砕点程法度)  

A  1  ( 1 )  

5  中 間 3  16+ 18十 30 207 5  

2  5  片 押 2  26+ 25 195 5  

3  5  11 2  25+ 36 208  6  

4  6  11 
2  27+42 191  6  

5  4  両 自 2  18+26 198 6  

6  4  中 間 l  52 214  4  

7  5  両 自 2  13+33 185 7  

8  6  片 押 2  18+ 53 222 8  

9  5  11 
1  62 212 7  

10 5  中 間 2  24+39 206 5  

11 4  両 自 l  41 189 7  

12  6  中 間 2  19+ 54 209 7  

13 5  両 自 1  62 210  7  

N  1  ( 2 )  

5  片 押 l  50 189 6  

2  6  11 2  41+35 227 7  

3  6  11 
2  35十 32 207 6  

4  5  中 間 3  (20) *27 +35 288 7  

5  5  両 自 1  64 191 6  

6  4  中 間 1  54 233 8  

7  5  両 自 2  22+ 31 193 6  

8  4  11 2  15+ 22 166 7  

9  5  中 間 l  86 313 7  

10 6  両 自 l  64 188 8  

11 4  片 押 l  51 198 6  

12  5  11 
l  51 178 7  

13  5  中 間 2  25+ 49  234 8  

牢印V カット (l JA は旭 l 号. 12JNはS L B - N型 ，使用

i去面カッ ト

，、戸リング梁下Hi 亙
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アメリカ館 リング梁

、 N 6 破砕後

図 6 ... 

富士グループ館

F 2 実酸後の外

側状況

表 7 装薬詳細 (富士グループ館)

実 験 区 分 F  l  F  2  3  

最小抵抗線距離 ( m m) 500 300 350 500 450 

孔 数 6  6  6  6  6  

孔間隔 ( mm)  500 350 300 500 400 

孔 長 ( m m) 700 800 800 700 800 

薬 種 ア ーパナイト 17T N  1 0 T N 1 0 T N 17T N  1 0 T N 

装 薬 ( g /孔) 50 20 20 50 25 

破砕容積 (nf)  1. 5  0.63 0. 63 1. 5  1. 08  

d 当り薬包数 4  9. 5  9. 5 4  5.5  

表 8 騒 音 測 定

実 験 別 |  第 l 実験 第 2 実験 第 3 実験

測 定 機 器 B & K宇土 同左 日本宮子測器 リオン N A 074型

精密騒音計2203 2204  簡易指示騒音計 直続式指示騒音計

測 定 距 離 ( m) 101  20  301  10 30  30 25  

狽リ 定 回 数 5  l  41  12  12  33 2  

音圧レベ J レ( ホン)

長支 高 100  84 93. 5  112  105 104 86 

最 低 85 82.5  901  90  88 82 
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くなる。

c )  2 回以上に分割発破した方が有効と恩われる。

d ) 自由面に近く装薬したものは表面剥離の現象が起りや

すい。

ｾ Ｍ Ｓ＠ こlまち比較試験

破砕薬を使用してひひ. われの入った部分( 被砕部) と破

砕薬を使用しなかった部分( 健全部) のとぼちについて二

様の調査を行なった。一つは図 3 1ζ 示すように 1. 2  t の分

銅を6- 8mの高さから溶下させて，被砕部 6.0nf. 健全部

7.5nf を破壊した。乙のとぼち能率は鉄筋切断を含めて被

砕部1. ω nf/ h. 健全部1. 70nf / h であった。

第 2 の方法( 図 4) はリング梁下部の土砂を排除した上

で 3 t 分銅を 6 - 8 m落下させて破壊したもので，外側部

は横打撃，その外は鉛直打撃である。第 2 実験が実工事規

模で行なわれた乙とを利用し ，乙の調査では被砕部は長さ

45m. 健全部は長さ 93 mlζ 及んだ。 ζ の試験からは被砕部

5.6nf/ h. 健全部 6. 4nf / h ( ともに鉄筋切断作業を含まな

い) で被砕部の方がかえっていくらか能率が落ちた。両様

の調査から分銅によるとぼちに対してはひびわれを入れる

程度では効果が期待できない ζ とを示している 。 しかしプ

レーカー研りとの組合せではあるいは別の結果を示したか

も知れない。

8. 第 3 実 験

8- 1 被 砕 体

富士クツレープ館といえば記憶も鮮やかなあの直径 4 m長

さ75mのエヤービ ームを幌形に組んだ展示館である。被砕

体は乙の エアービームののる厚さ 1 m幅 5 mの円環状( 直

径約5Om) の主主礎の一部，エア ービーム l 本半分のしかも

外側部分だけである。昭和44年 4 月建設当時のコンクリ ー

ト圧縮強度は218kg/cmてあった。上下菌の主筋( リング方

向筋) は φ 19@250mm. 肋筋は外周 Iζ 添い φ 13@2 5 0 mm

で入っている。その外，外側面の内側には 4φ 19が厚さ方

向IC : 弁んで入れてある。

8- 2  装薬と破砕状況

破砕は外側 lζ 向けて片押破壊の方針ーとし ，実験は F 1.  

F  2 .  F  3 に分かつ。 F 1. F  2 は外側部で前記外側面鉄筋

主筋と肋筋のある部分. F  3 はその内側で，その外側はす

でに破砕し ，残砕も取片付けられていた。鉄筋は上下両面

近くの主筋と肋筋だけである 。 装薬その他は 表 ｾ IC: 示す。

いずれの発破に際しでも孔列に沿って幅 5 - 15cmの大き

なひびわれが関口し ，外側面は長さ方向の粗大ひびわれの

発生，内部破砕 ( F 1  ) または孔列外側部が完全に 7' ロッ

ク状lζ 破砕された。片押破砕としていずれの場合も理想的

発破がなされた。

9. 安 全 性

穿孔面その外の自由面( 第 l 実験床梁の地下室側面白由

面を除く) に対しては，いずれの実験においても木板，シ

ー ト. <"ツ トの類で覆い，自然風でめくれぬよう押えた。

第 3 実験の外側面には一部古畳をたてかけた。シー卜類は

発破の際フワッといくらか盛り上る程度で破片が飛散する

乙とはない。第 l 実験の床梁は地下室側自由面iζ 何らの防

護も設けなかったので，破片が地下室床 lζ 落下したものが

あったが，小片の拡り直径は水平距離 5 m{立であった。

発破iζ 際しタッピング材が孔か ら射出される現象がまれ

に起り ，乙れを鉄砲現象という。工事規模で行なった第 2

実験では全装薬孔数1. 578の中361ζ 鉄砲現象が発生した( 発

生率2.39ぢ) 。その中26は前日に降雨のあった笑験日 iζ 生じ，

‘  
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表 9 iJ! IJ 定位置での騒音レベルおよび音庄スペクトルレベル (最大値) ( ソ連館レスト ラント棟) 単位 : d H

破壊部材 破 砕 薬 | 測 調 | 騒 音 … |  
( m)  I  A 特性 I C 特性

10 91. 0  106.0 

F - 1  C E  

30 82. 5  98.0 

S  L  B- N 150 g  10 92. 0  110. 0 

F - 2  

旭 1 号 150  g  30 84.0  102.0 

F - 1 - 2  暗騒音 59.0  70.0  

10  100. 0  115.0 

F - 3  C E  320 g  

30 90. 0 105. 5  

10  92.0  111. 0  

F - 4  S  L  B- N 555g 

30  93. 5  101. 0  

10 85. 0 108.0 

F - 5  旭 l 号 510 g  

20 84.0 

F - 3- 5  暗騒音 49. 0 

当日の発破 孔 数 ＲＶＵ に対し鉄砲発生率は Ｙ ＮＸ ｾ ぢ した がって他の ＱＰ はそれ

以外の日に起り ，発生率は0. 76% であった。鉄砲現象による傷害事故は

至近距離からの退避によって防げるが，足場板程度の防護を突き抜く威

力はあり ，第 2 実験中その l 事例が記録されている 。鉄砲現象の起りや

すい原因は用意 した孔に装薬前に水が浸入 した場合，水分によってタッ

ピング急結剤の機能が低下する乙と ，孔墜にくり粉のケ ーキが付着する

ことなどのためである。したがって穿孔内に水分ゃくり粉が残らぬよう

清掃する必要があ る。水孔， くり粉以外にも待ち時間の不足， 孔長不

足，その他の誘因があるから注意を払えば防ぎ得るものである。

10. 騒

.:<r. 

日

4 項 1<:: 述べたどとく第 1- 3 実験の騒音測定はそれぞれ異なった人員

および機器によって行われた。機器，音源からの距離，騒音レベルをま

とめて示すと表 Bの通りである。ただ乙の表から は第 1実験の地中梁発

破の場合の測定値は除いである。それは測定音圧は l 階床梁発破の場合

と差はなく ， かっ地下発破の場合は測定距離にきを直距離約 4 mが加わ

り，また発破周囲の状況も異なるためである 。 したがって表 8 の測定距

離は水平距離で，測定場所音源聞に障碍物はない。

表 9 Iζ 第 1 ｾ実験の床梁発破のときの音圧測定値の詳細を示す。 ａ 特性

欄の d B は表 8 のホンと同一である。表 ? によってみると騒音の程度は

いずれも大差はなく ，距離 10mで' 90 d B  ( A ) 前後である。

また第 2 実験では装薬量 1 - 4 kgの範囲では，騒音の程度は装薬霊が

多いよりは，穿孔の浅いとき ，表面剥離が起った とき，鉄砲現象が起っ

たときなどに大きくなる乙とが判明した。また精密測定によると第 l 第

2 実験とも低周波数の音圧レベルが高い乙 と， 持続時間は l 秒前後であ

るζ とが判った。第 2 実験現場でプレ ーカーによる コンクリ ート 破壊作

業の騒音を測定したと乙ろ ，距離30mで、騒音 84 d B  ( A ) が得られた。

感覚的にはこの方がやかましい。

発破による上記程度の騒音が公害につながるかと‘ うかの判定は，はな

はだ困難である。それは とくに低周波数の音庄のレベノレが高い乙と ，お

よび持続時間が 1 秒前後の衝撃音でかつ ，繰返 し回数が少ない乙となど

から，従来の連続的騒音について決められた基準をそのまま適用する乙

とに感覚的に問題がある。常識的には耐え難い騒音 とはいい難い。むし

ろ不意をつかれると驚かされる爆発音である。

11. 振 動

現場の土質は深さ 9 mまでは N 値 5 - 1 0の沙質、ン J レトを主としたもの

である。振動計測は第 1 および第 3 実験で行なわれた。第 l 実験では，

感 振 器 垂 直 勤 V P-9254V ( 2台) ( l MV社製)

V M-33∞L L  ( 1台)

99. 0 

66.5 

オクタ ーフ. バン ド中心周波数 ( Hz)

63 8000 

105.0 101. 0  94. 0 98.0 92.0 68. 5 68.0 52.0 

94.0 89. 0  83.5 71. 0  66. 0  68.0  59. 5  55. 0  

105. 0 100.0  95.0  86. 0  73. 5 68. 0  67.5 51. 0  

96. 5 96. 5  85. 0  81. 0  74. 0  62. 0  58.0 53.0 

68.0 60. 0 48. 0 48.0 51. 0  52. 0 49. 0 45. 0  

115.0 109. 5 102. 0  94. 5  90. 0 88.0  86.0 80. 0  

102.0 103.0 94.0 87. 0  75.0 69. 0  66. 5 58. 5 

110. 0 100.0 93. 0  88.0 84.5 82.0  80. 0  76. 0  

99. 5  95.5 90. 0 74. 0  64.0  56.0 53. 0  47.0  

101. 5  93.0 86. 5  83.0 77. 5  67.5 66.0  65.5 

96. 5  88. 0 81. 5  70. 5  62.0 54. 5  52.0 46.0 

57.5 54.0 44. 5  42. 0  41. 5  39. 0 32. 5 30. 5  

水平動 V P-党 5 4 H ( 1台)

を用い，発破地点の建物境界線から第 1方向 上5. 9.1 . 17. 3mのととろ ，

第 2 方向 3. 13. 3 5 mの6 点について垂直水平の変位または加速度の一

方を測定し ，記録から他方を算出した。振動継続時間は0. 3- 0. 5秒，振

動数は 20- 3 0% で， 水平振動の方が垂直振動よりわずかに大きかった

が，いずれも微弱であった。それで測定数値を割愛 し， ただ振動測定結

果を人間の感覚と して検討するため ，垂直振動，水平振動の結果をマイ

スタ ーによる衝撃振動感覚図に照して検討 した結果を示す。

極めて不快で明らかに障害になる (VI)
。

不快である ( V)  
。

強く感じ幾分不快である ( IV)  1測定 ( 3 m)  

容易に感じる (TII) 3 測 定 ( 1. 5. 1. 5. 3. 5m)  

僅かに感じる (1I)  7 測 定 ( 1. 5. 3. 0. 3. 0， 9.1 

9. 1. 17.3， 17. 3m)  

有感限界以下 ( I )  25測定

( 注) (  ) 内数値は音源から の距般を示す。

乙の結果による と有感限界以下の範囲およびわずかに感じる範囲に入

るものが大部分を占めており ，発破時の振動は振動感覚上では全く問題

がない。第 3 実験では F 2 1Cついて発破地点から水平距離15mの地上で

垂直振動を Kongeber y Tel l es 振動計で測定 しようとしたが，記録紙

には判読できるほどの辰大振幅も振動数も現われなかった。 乙れも振動

が問題にするに足らぬ程度である裏付と なった。

12. 結 語

(1) 破砕薬の発破による振動はまったく問題とならない。

(2) 当然行なうべき発破部分の防護と至近距離からの退避を行なえば，

破砕薬による破壊作業はきわめて安全である 。

(3) 発破 lζ 伴な う騒音は距離10mで 90- 100 ホン程度であるが，音は瞬

間的で頻度も少ないので，連続騒音iζ 比べて耐えやすい。

(4) コンクリ ートを破砕する目的からは ，いずれの破砕薬も所期の効果

をあげた。ただ，事後処理まであわせ考えるとき ，能率上の問題が

提起された。ただその場合は建築物の破壊計画に関係するので，破

砕薬の発展を妨げるものとは思われない。
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建設工事にともなう廃棄物

処理

高 田 吉 次 郎

1 . ま え が き

昭和30年代以後のわが国における年平均実質経済成長率は 10 96に近

く，乙の傾向は今後とも続くものと期待されている。との高度成長率を

支えた主因は産業の設備投資の拡充とともに産業基盤施設である道路，

港湾等のほか，住宅の整備，上下水道の建設等である。また急速な都市

化と無秩序な市街化を抑制するために昭和43年lζ 新都市計画法の制定を

みた乙とは，乙の傾向をさらに大きくするものと思われる 。

乙のような背景のもとに ，建設工事から排出される廃棄物の処理処分

問題が他の廃棄物処理の問題の中でとくにクローズアップされてきてい

るので，本稿では，乙の現状と対策についてみるととにする。

2. 建設廃棄物の種類

建設事業は都市再開発事業，高速道路の建設等，多かれ少なかれ既成

の市街地の一部を破療し ，そのうえに新たなものをつくる とい う例が多

く，乙れは，われわれの体内で、血液が各細胞へ栄養分を送り ，乙 われた

廃物をとり除く乙とに類似する。

乙うした建設工事から排出される廃棄物を排出する状態からみると ，

構築作業中に出される廃棄物と，解体作業中 11 : 出される廃棄物の二つに

区別する乙とができる。

(1) 構築作業中に出される廃棄物

乙れをさらに ，建築工事にともなう廃棄物と土木工事にともなう廃棄

物の二つに細分できる。

建築工事lとともなう廃棄物としては，新築，改造，修繕11 : 使用する建

築材料と，施工上使用する仮設材料および土砂があけられる。とれらを

廃棄物名で示せば，土砂，がれき ，コ ンクリ ート くず，壁紙，木材 くず，

鉄筋などの金属くず，廃プラスチック類などである。乙の中の木材くず

は，主K型枠の廃材である。かつてはとれらも浴場の燃料と して有料利

用されていたのであるが，最近の重油への燃料革命iとより ，乙れら廃材

の処分先が行きづま ってきつつある。

一方，土木工事にともなう廃棄物には，本質的には建築工事に ともな

う廃棄物と異ならないが，掘削土砂の残土が量的に廃棄物として多いの

が特徴である。他11: コンクリ ー トくず，転用のきかなくなった型枠など

も見られる。

乙のうち ，掘削土砂については，切土と盛土を計画的に行なう乙とに

よりある程度残土畳の調節が可能であるが，最近とくに活発な下水道工

事，地下鉄工事等では，不要土砂の排出が他の工事lζ 比してきわめて多

く，近くでの処分地の確保がとくに問題となってきているのである。

(2) 解体作業中に出される廃棄物

最近における市街地再開発などにと もない既設の建築物，構造物が破

壊されたり ，建築物の不燃化促進による木造建物から鉄筋建物への建て

かえによる材木，壁土，たたみ，コ ンクリートくず，竹，レン ガ等種々

の解体廃棄物が発生する。

3. 建設廃棄物の量

建設工事から排出される廃棄物の種類は以上のように多種多様にわた

るものである。

では，乙れらから排出される廃棄物の量はどれくらいであるのか，昭

和43年度に大阪府が実施した調査の結果からみてみると… … 。

府下の建設業から排出される廃棄物の量は 1 カ月 165 万トン( しゅん

せつ汚泥畳17万トンを含む) で，府下全廃棄物置 1 カ月 270万トンの61. 2

% にあたるのである( 図- 1 ) 。

また将来の排出量の推計は，図- 2 11:示 しているとおり昭和50年には

280 万トンと約 2倍になる。な お乙の際使用した調査方法の概略は次の

とおりである。

調査は，大阪建設業協会，大阪府建設業協同組合，および大阪府土木

建築協同組合に加盟している建設業者を対象IC ，主として昭和42年度中

表- 1 建股工事にともなう廃棄物実態調査による嫡負工事 金 額 ( 工事面積) と廃棄物置 ( 大阪府) (原単位)
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表- 2 建殴業から排出される廃棄物量 〈昭和- 43年度〉
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lζ 実施 した諮負工事について実施した。乙の実態調査から ，土木工事76

件，建築工事即件，合計 156 件の工事について，土木工事にあっては工

事金額 100 万円あたり ，建築工事にあっては工事面積 1 nr あたりの廃棄

物量を求め表- 1のとおり原単位とした。乙の原単位に「昭和42年度起

債許可状況団体別一覧表J と，大阪府地方課「家屋IC関する調書」か

ら， 昭和43年度の市区町村別の土木工事金額，および新築またはとり乙

わした建築物の床面積にそれぞれ乗 じて廃棄物置を算出した。

乙の結果，建設業から排出される廃棄物の種類どとの排出量は表- 2

のとおり明らかとな った。

4. 建設廃棄物の処分実態

表- 3は建設工事から排出される廃棄物のうち ，多くを占める木く

ず，がれき ，土砂について処分実態を調べたものである。 ζ の表で明ら

かなように ，処分方法としては「業者委託」が一番多く 3696，以下市町

村指定地外での処分が1696，市町村指定地が1396の/ 1 債となっている。市

町村指定地での処分が多いのは，大阪市において確保された南港埋立地

への搬入が多いからである。しかし ，乙 の処分地もすでに限界にきてお

り，乙れに代わる新たな処分地の確保が急がれている。

建設業から排出 される廃棄物は どの程度の距離を運搬され処分されー

いるかをみる と，表- 4 のとおり . 5  kmまでが42% . 10kmまで、が2196. 15 

kmまでが279ぎと ，そのほとんと、が15km以内となっている。しかしながら

乙のような距離の範囲内に適正な内陸処分地の確保がどの程度可能であ

るかは大いに問題があると乙ろであるが，乙のような点から廃棄物の道

路，空地等への不法投棄を誘発する原因をうかがい知る乙と ができる。

5. 大阪府における処理対策

大阪府は，人口 と産業が集中するうえに地域が全国で一番狭いという

特徴を有しており ，土砂，がれき等の建設廃棄物の最終処分地を内陸部

に確保する 乙とは とく に難しく ，早くから廃棄物全体にわたっての処理

処分対策の樹立が望まれてきたのである。

乙のような現状に対処するため，大阪府では，府域を単位とする広域

処理処分体制を確立した。乙の内容は 「廃棄物の最終処分の方法を，臨

海部での大規模な海面埋立と ，遠く外洋への海洋還元の二つとし，乙れ

表 - 3 建 段業廃棄物処理方法
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ら最終処分を安全かっ衛生的 iζ 実施するために総合的な廃棄物処理セン

ターを建設し ，廃棄物個々に応じた加工処理を行なおう とするもの」で

ある。

乙の処理体制を実施iζ 移すべく ，昭和43年には前述の調査に着手し ，

それ以後処理処分技術の開発研究等を実施するとともに ，事業主体とし

て本年 2月19日には財団法人大阪産業廃棄物処理公社を全国に先がけ ，

大阪市との共同出資により発足させたのである。

乙の公社は府市で整備 した処理センタ一等の施設の管理運営にあたる

乙とになるが，乙の公社が将来予定されてい る特殊法人に改組されたあ

かつきには ，公社自ら施設整備にも着手し，本事業IC占める公社の位置

はますます大きく ，しかも重要なもの となる乙 とが期待される。

公社は当面処理センタ ーのマスタ ープランの策定のために必要な組織

づくりから着ー手し ，排出者との契約，指導等の業務を行なっていく予定

である。

6. 土砂，がれきの受け入れ

廃棄物のう ち量的に処理処分が急がれている土砂，がれきの処分地を

確保すべ く大阪府では現在海面埋立処分施設の建設を急いでいる。乙の

施設は本年度内完成の予定で，完成 しだい土砂，がれきの一部受け入れ

を開始すべく準備中である。

もちろん，乙の施設が完成しでも現在排出されている土砂，がれき等

埋立処分に適するものすべてを受け入れられるわけではなく ，そとには

おのずから制限を設けなければならないのである。

埋立処分を実施する場合重要なととは，それらの過程から海洋汚染等

の悪影響を引きお乙しではならないと いう乙とである 。ζ のためには，

投入廃棄物を種類，形状，性質等により選択 しなければならない。また

埋立予定地の跡地利用計画にそった埋立方法もあわせて考慮 しなければ

ならない。たとえば，構築物を建設する予定の場所には，良質の土砂、

を， 道路等になる用地は ，ある程度大きい コンクリ ート くずなども処分

するという具合に

さらに必要なのは ，輸送問題である。内陸部における手近な処分地の

確保がますます困難な現在，量的に大きな部分を占める土砂，がれきに

ついては処分地までの輸送には十分配慮をされるべきである。

ζ のためには ， 土砂 ， がれきの平均空げき率 Ｓｏ ｾ ＴＰ Ｅ をできるだけ 小

さくし ，少数の車両台数でより多くの量を目 的地まで輸送する乙 とが必

要である。また ，跡地利用を考えた処分を行なうために ，排出現場での

分別保管もあわせて必要となる。

また ，埋立に際して木材やアスファ J レトなどが混入される と，地盤が

かたまらなかったり ，自然発火の原因にもなる乙とも考えられるので十

分注意しなければならない。

7. 今 後のすすめ方

国において も，廃棄物全体の処理，処分の問題を重要な課題として取

り組み始めた。まず，昨年12月には 「廃棄物の処理および清掃に関する

法律」が制定されると ともに . 46年度政府予算に産業廃棄物処理施設に

対する財政援助制度を確立したのである。

乙の法律をみれば明らかなように ，廃棄物処理には，排出者責任の原

則が基調となっている。排出者は，乙の法律の趣旨を体 し，できる限り

の減量処理を自らの手で行ない，その後，公共の先行投資によって整備

された施設を利用する といった姿勢がぜひ とも必要である と恩われる。

8. む す び

以上のように ，建設工事から排出される廃棄物の処理処分の概略につ

いてみてきたのであるが，今後，技術革新によ り排出される廃棄物の種

類は予測もつかず，乙れらの廃棄物のすべてにわたって排出者，公共，

その他関係者の努力，協力により ，少 しでも早く廃棄物が生活環境から

安全にしかも無害に取り去られるようにしたいものだと痛感する次第で

ある。

( たかだ きちじろう 大阪府生活環境郁環境整備源泉)
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ルームエアコンの騒音

1 . ま え が き

最近騒音なと‘の公害iζ 対する社会的関心が急速に高まっており ，騒音

規制法の制定による特定施設の騒音や建設工事の騒音IC対する規制 IC引

き続いて，一般的な環境基準の設定が進められ，国家的 IC公害を排除す

る体制が整いつつある。

しかるに ，一般的な生活環境の向上にともない，わが国の空気調和装

置の普及はいちじるしく ，と くにルームエア コン の一般家庭への需要が

急速に増加しているが，それにともない空調装置に関する騒音が問題に

なる機会も多くなり，各地方自治体の公害担当部門 IC対する苦情件数の

なかでJ レームエア コンの占める割合が普及率の増加とともに増加するで

あろう乙とは容易に考えられる。

一般に，乙のような特定の騒音発生源の騒音防止対策としては，騒音

夜、自体からの発生騒音の低減をはかる ζ とが先決であって，各メ ーカー

で絶えず努力が続けられており ，その成果は具

体的 lζ 新機種における発生騒音の低下としてあ

らわれている。

ただ. )レームエアコンの設置される場所の状

況は千差万別であって，標準化すべくもないの

で，本文では主として騒音公害に問題となる室

外側騒音について，設置方法との関係、について

簡単に述べる。

2. ル ー ム エ ア コ ン の 騒 音 源

J レームエアコン自体で考えると ，騒音の発生

源として圧縮機および送風機が取り上げられる

ととは論をまたない。圧縮機は現在の技術では

それ自体より若干の騒音と振動を発する。振動

は台板やキャビネットからの騒音発生原因とな

るので圧縮機の取り付けには防振ゴムを使用し

ているのが通常である。また配管および配管中

の冷媒圧力の脈動によって他の機器，例えば凝

縮器や冷却器などに影響をあたえ，それらが音

を発生する乙ともある。配管の形を変えたり，" ' <

フラーなどを取りつけて実用上気にならない程

度まで対策する乙とができる。一方送風機は，空

気を外部より 取 り入れ機内で冷却または加熱し

て再び外部に送り出す役目をもっているため，

関口部を必要とし ，騒音をしゃへいするのに具

合が惑い。さらに，せまい機内の空気通路の複

雑さと熱交換器通過のため理想的な空気通路と

ならず，風圧損失が大き くなりやすく，送風機の

羽根で空気の乱れが出やすい。 ζ の対策として

実際の使用状態において騒音発生の少ない羽根

の開発，空気がスム ースに流れる機器が望まし

いのであるが，騒音公害がとくに取り上げられ

る夏季夜間において，送風機の回転を下げる装

置が実用上有効であって，最近のセパレートタ

イプの ものはほとんど乙の装置が付いている。

ルームエアコンに限らない乙とである が，元
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来音のエネJ レギーは思いのほか小さい ものである。すなわち ，発生源が

消費する エネルギーのどくわずかの量が音になるのであって，たしかに

小形の機器は大形の機器 IC比べて発生騒音のエネ J レギーが小さいのが通

常であっても ，その量はリニアではなく ，また小形のものほど要求点が

高い。わずかなエネ J レギーが気になる騒音をもたらすので，乙れの防止

はや っかいな項目の部類に入り ，ζ れが対策ICは細心の注意と数多くの

試験を要しているのが現状である。

3. 設 置 と 騒 音

先に述べたように，ルームエアコ ンの設置は千差万別でtあり，施主の

希望などもあって思うようにはゆかないものである。しかし設置方法に

よる発生騒音の差は無視できないものがある 。一般に据付けた状態にお

けるルームエ アコンの騒音は機容の内部もしくはキャピネットなどより

直接空気の組密波によって伝達される音もあるが，機器の僅少の振動が
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図- 5 室内側ユニ ットの騒音
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の流れには気をつけなければならない。

⑤ 防音ダクトの効果

防音ダク トをつける乙とによって騒音を低下

させる ζ とができる。 図- 4は実験の一例であ

って 1 - 2 mで騒音 レベルを 4 d  B  (A) 低下

させる乙とがみられる。特に 500H z 以上の中

高音域で効果が大きく聴覚的にもかなりの効果

がある。簡単な騒音対策と して有効ではあるが

機種，据付場所 11 : 応じた構造の消音ダク トの研

究が必要である。

10 

63 125 250 500 1  K  2 K  4 K  8 K  

1  

63 125 250 500 1  K  2  K  4  K  8  K  
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構造物に伝わって機造物が音を発生するいわば第二次的な音といっ たも

のがみられる。長近の住宅は乾式工法が多くなったため壁が軽量でま た

空洞を有しているので，ルームエアコン述転時，建物の壁から音を発生

する乙ともあるので構造および据付には注怠を要する。

次IC据付けの際lζ 騒音lζ 関して考慮するべき問題点について，日本冷

凍空調工業会がウインド形エアコンの騒音調査を行なった結果をも とに

述べる。

① 放射指向性

ノレームエアコンの内部機器はシンメトリ ーに配置されてはいない。 し

たがって方向によりその騒音レベノレの差が 5 d Bあるものもある。乙れ

は圧縮機や送風機の位置と ， 関口部の有無あるいは位置に関係してお

り，大きな関口部より圧縮機が直接見える場合はそ乙から圧縮機音が洩

れるととが多い。ルームエアコン自体設計する場合あるいは据付時に注

意すべきである。

② 距離減衰

騒音源から遠ざかるにつれてその音圧が減衰する乙とはいうまでもな

い。 図- 1はウインド形エアコンを壁面に関係ない状態に据付けた ，すな

わち浮かした状態で測定した距離減衰のデータであって ，距離が倍にな

ると騒音レベルおよび中音域の音圧レベ J レは約 6 d B位下っている。し

かし木造家屋などに通常の取り付け方をするとかなりしっかりした構造

の建物でも壁面の影響が出るためか減衰は若干少なくなるようである。

図- 2は図ー 1 と同じ機器を実際に取り付けた場合の減衰を示す。いずれ

にしても隣家との境界線からの距離はできるだけとる乙とが望ましい。

③ 家屋の構造と設置方法

木造家屋11 : 通常の取り付け方法で設置したものは浮か した状態で設置

したものに比べて図- 3 のように最高 4 d B位大きいという実験データ

がある。先にも述べたように壁面構造の影響は大きい。

@  遮音の効果

J レームエアコンの設置位置の近くに袖壁，パJ レコニ ーのひさし ，ある

いはプロックなどがあるとその裏側の騒音は減少する。しかし防音の効

果はあっても空気の流れを防筈し冷房効果を下げる場合もあるので，風

--，、

以上述べてきたとおりルームエアコンの騒音

対策と しては常識的な線をでていない。さらに

機器自体としてもまた設置上の問題としても数

々の研究がなされるであろう。しかし容易に分

る乙とであるが，い ろいろな対策をとったとし

ても ，騒音の点からいえばウインドタイプの J レ

ームエアコ ンは有利とはいい難い。設置は窓ま

たは壁に限られているので，ほとんどの場合，

重量を構造体でもたなければならず，また隣家

に近接した所に取り付けねばならない場合も多

い。セパレート形のノレームエアコンはわが国で

生まれたものであって，エ アコンと してのメリ

ット以外に騒音の点よりいっても対策が機器自

体でとりやすい構造であり ，設置場所の フレキ

シピリティに富んでいる。音lζ 敏感なわが国の

国民性K 合致 し， わが国の家屋構造11: 適 したせいか急激に比率が上昇

し，今や全生産の約 ω労がセパレ ート タイプになってきた。写真は最

近三菱電機より発売されたセパレ ート タイプの室内外ユニッ トであっ

て， 図- 5は室内側，図- 6は室外側の騒音特性である。騒音低下は乙れ

でよいという限度はないが，従来のものに比べて大分進歩したといえよ

つ。

もう一つの問題は適当な容量の機種選定である。従来ややもすればオ

ーパーサ イズの機器を取り付ける乙とが多かった。乙れは圧縮機の断続

述転を強いるとととなり ，騒音をととさら K 目立たせる結果となる。少

し小さ目の機器をつけて連続迩転をさせた方が健康上よいし ，また電源、

容量も少なくてすむ。最近の住宅は外壁だけで‘ はあるが断熱構造がよく

なり ，また隙間も少なくなってきているので従来の簡易負荷計算よりか

なり小さ目のものでよいように思われる。近い将来11 : は一部屋だけの空

調ではなく全室もしくは数室の空調が普及すると思われるので，ζ の傾

向はさらに増加するものと思われる。 コンピュ ータを利用すれば割合面

倒! な計算を行なうととも可能である し，また その結果と笑際の住宅空調

の測定とを照らし合せてみるといろ いろと 面白い乙とがでてくるのであ

るが，ζ 乙では命題ではないので詳述はまた別の機会にゆずりたい。た

だ騒音の問題も現在ある機器の個別についての研究はもちろん必要で、あ

るが，将来のわが国の住宅空調をどうするかについて総合的な見通しの

もとに研究を進めるべきだと思い ，あえて附言 した次第である。

5. む す び

音の問題は従来よい音を出す乙との研究は多か ったがまずい音を処理

する方法はどちらかといえばメ ーカーサイド IC委ねられており ，また問

題とされる音は80ホーンとか 100 ホーンの大きな音が注目されていた。

50ホー ン以下になってくる と騒音 レベルだけではな く，聞きやすい音質

というものに注目 しなければならなくなるだろう。そのためには ピーク

の音をカッ トする方法が正道ではあるが，別の音を附加する方法もない

わけではないと恩われる。今後の研究に期待される。

〈うしだ よしかず，いしかわ ひでとし 三菱也機K K静岡製作所空包部〉
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• 
はじめに

ネパ- ) レというと ヒマラヤ、すなわちす' ]<. ':. ' 1-に閉

ざ さ れ た 世界 が 思 い 浮 べ ら れ が ち で あ る 。 たし

かにネパールに入った大部分の日本人の目的は、

ヒ マ ラ ヤ 登 山 で あ っ た し 、 今 後 も そ の 点 は観 光

カ切Hわ る こ と が あ っ て も 大 き く 変 る こ と は な い

であろう。 し か し そ れ ら の 同 地 は チ ベ ッ ト と の

国 境 お よ び 国 境 ぞ い の 一 部 分 に す ぎ な い 。

ヰ パ ー ノ レ は イ ン ド と チ ベ ッ ト に は さ ま れ た 面 積

的 に は 北 悔ill の 2 倍 足 ら ず の 小 国 で あ る が 、 高E

し?;〉ヘJ ベッp

¥¥-wrf-コlと三〉F

t. ｾＮＯＢＮ＠

1  I 全会)

イ.， ，..

ｈｩ なものがｩＱｾ在し、 一 口では説明できない複雑

な 国 で あ る 。 た と え ば 、 気 伎 は 低 総 ! 立 ( :rlf 策秘

仏 と 同 総J支 ) で 南北 距離 は ひ じ よ う に 短 い に も

か か わ ら ず 、 南 か ら イ ン ド 平 l京の続きをなす帯車

両 200 m前 後 の テ ラ イ 地 方 の 亜 熱 ' 階、 撚 日 600

- 2000 m く ら い の 山 地 の 続 〈 日 本 的 な 中 間 地 帯

の混' 府、ヒマラヤ山脈のふもとの亜寒帯? と、人

の 住 ん で い る と こ ろ だ け で も 多 様 で あ る 。 ヰ パ

ー ル 人 口 、 約 1 千 万 余 の う ち 、 そ の 多 く が 中 間

地 帯 で 生 活 を 営 ん で い る 。 こ の 地 域 で は 、 あ ら

ん| 操りのf頃来十I也 を 利 用 し つ く し た か の よ う に I井l

挫 し 、 村 々 は 日 本 と 巡 っ て 山 l復 や 丘 の 上 に 位 置

している 。 そ の 理由 は 、 谷Eま は ま だ 亜 熱 帯 で マ

ラ リ ヤ な ど の 熱 帯 性 疫 病 が は び こ っ て い た か ら

で あ る 。 ま た 建 材 や 薪 と し て 伐 係 さ れ た う え 、

家 前 が 食 べ ま わ り 生 育 す る IH l がないため、森は

なく、木々は少ない。

民族は南からインド人、インド系ネパーノレ入、

ヰパーノレの原住人といわれるヒマラヤンそして

チ ベ ッ ト 人 と 多 く の 民 族 が 住 み 、 宗 教 も ヒ ン ド

ゥ教 、 大 来 仏 教 で あ る ラ マ 教 、 土 俗 の 信 仰 と 多

彩 で あ る 。 ネ パ ー ル は 釈 迦 の 生 ま れ た 国 で も あ

る が 、 現 在 は ヒ ン ド ゥ 教 が 国 教 と な り 、 そ の 信

.ri は| 司民の 90% を占めているという 。 文 化 も ヒ

ン ド ゥ 文化 と チ ベ ッ ト文化 が 見 ら れ 、 そ の 分 布

は ヒ ン ド ゥ 教 と ラ マ 教 の 分 布 と 一 致 し て い る と

いえよう。

一 般 の 人 々 の 生 業 は 自 然 の 影 響 を 受 け て 、 南 部 、

中央部は良業、 」ヒ古11は 農 業 と 牧 畜 が 主 で あ る 。

近 年 さ び れ て き た が 、 チ ベ ッ ト と の 交 易 絡 に あ

た る と こ ろ で は 商 業 も 発 達 し て い た 。 耕 作 物 は

1500 m く ら い ま で は 米 作 が 主 で 、 山 地 に な る と

シコクビエ、 ト ウ モ ロ コ シ 、 麦 、 じ ゃ が い も が

f平られている 。

以上のように国土は起伏に日み、それに応じて、

組 物 景 観 は 亙 熱 帯 か ら 亜 寒 帯 の も の へ と 変 化 し

ていく 。 その変化の中で哲也まれる生活様式は民

族 分 布 の 変 化 と あ い ま っ て さ ま ざ ま で あ る 。 そ

れ ら様 式 は 、 東 西 よ り も 南 北 に 著 し い 相 違 が 見

らt L る。

私 は 1970年 8 月 か ら11 月 に かけてカト 7 ンズか

ら ア ル ガ ト バ ザ ー ル を 経 て 、 プ リ ガ ン ダ キ 沿 い

に チ ベ ッ ト 国 境 近 く の チ ベ ッ ト 人 の 村 、 サマま

で歩〈機会を拍子た。その H寺の道ばたの風景を、

街 や村 の 椛 成 、 民 家 、 人 々 の 生 活 な ど を 中心 に

紹 介 す る 。 今 回 は カ ト 7 ン ズ か ら チ ベ y ト人の

村 に 至 る ま で の 沿 道 の 風 景 を 、 次 回 以 降 に そ れ

ら 地 域 の 民 家 、 チ ベ ッ ト 人 の 村 の 瓜 裁 と 家 屋 を

とりあ{ ずる。

首都カトマンズ

カノレカ y タ の む し 暑 さ と 哲 学 的 な 目 か ら の が れ

て き た 身 に は 、 ま る で 日 本 に 帰 っ て き た よ う な

印 象 を 受 け る カ ト マ ン ズ で あ る 。 途 中 、 イ ン ド

で 1 泊 し た が 、 東 京 か ら ま る 1 日 で カ ト マ ン ズ

にずれ、た。

カトマ ン ズ に つ い て は か な り 紹 介 さ れ て い る の

で 多 く は 述 べ な い 。 カ ト マ ン ズ は カ ト マ ン ズ 盆

J 也に古くか ら| 別けたf釘て¥イ ンド I i . ないしピク

トリア風の王宮、 政庁や新しい商庖街から、 中

世 そ の まま の旧王 宮 、寺院やパザ- ) レが同居し

ている。さしずめネパーノレの京者日といってよか

ろ う 。 こ れ ら の 中 で 古 い 街 並 は 、 中 世 都 市 の 長

鋭 を い ま な お 残 し て お り 都 市 計 画 的 に も ひ じ よ

う に 興 味 の あ る も の で あ る 。 王 宮 前 に は 必 ず 広

場 が あ る 。 そ の ほ か 、小 路と 小 路 の 出 あ う と こ

ろ に も 広 場 が あ り 、 そ こ に は ヒ ン ド ゥ 教 の ほ こ

らがある。 中心 街 の 広 場 に は 常 時 、 市 が た ち 1
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日 中 、 販 わ っ て い る 。 旧 王 宮 前 の 広 場 で は 野 菜

市 ( 写真一 1 、2 )、思I j の広場では家布市がたち、小

路 の 出 あ う 広 場 に は 、 衣 類 、穀 物 、 淡 水 魚 、 装

飾 品 、 果 物 な ど を 売 る 露 庖 ( 写真一 3 ) が、 1古を

かまえている商庖と共存し 、人 の 往 来 も 激 し い。

野 菜 、 穀 物 や 家 畜 は 近 隣 の j品家 の 人 々 が 持 っ て

き た も の で あ る 。 中 心 街 を 離 れ た 広 場 で は 取 り

入 れ の 終 っ た 穀 物 が 広 げ ら れ て い る ( 写真一 4) 。

ま た 街 角 に は ヒ テ ィ と 呼 ば れ る 共 同水場があり、

水 が め を 持 っ た 女 達 が 集 ま る 。 洗 泊 を す る 女 、

水 浴 を す る 男 の 姿 も 見 ら れ る 。 こ の ヒ テ ィ は 中

世 文 化 の は な や か さ を し の ば せ る も の で 石 だ た

み 、 石 垣 で 築 か れ た り っ ぱ な も の で あ る ( 写真

5)。ヒ テ ィ 以 外 の 共 同 水 道 も あ る ( 写真一6 ) 。

ポ ド ナ ー ト と い う 寺 を 中 心 に 発 達 し た 円 形 の 集

落 も み ら れ る ( 写真一 7 ) 。

ネパールの交通

山 地 で あ る た め 交通 路 は 、 貧弱 で あ る 。 私遥 の

たどったノレー トでは す べて 人 力 運 搬 であ り、ひ

た い に か け た バ ン ド で 背 の荷 物 をか つ じ 一 方

チ ベ y ト国 境 近 く で は 、 ラ パ 、ロ パ 、 ヤ ク な ど

に よ る 駄 載 が 発 達 し て い る 。 こ れ は地 形 、 気 候

の 彬 響 に よ る も の で あ ろ う 。 も っ と も 近 年 は 、

イ ン ド と チ ベ ッ ト両方からカト 7 ンズま で 自 動

車道路がつけられ、 カ ト マ ン ズ の 街 中 で は 日 本

製 の 率 も 数 多 く 見 う け ら れ る 。 ま た カ ト マ ン ズ

と 地 方 と の 交 通 は 、 車 よ り も 飛 行 機 が さ き に 利

用 さ れ る よ う に な っ た 。 し か し 一 般 の 人 身 に と

っ て は 依 然 と し て 徒 歩 旅 行 が 主 で あ る 。

私達もカトマンズとトリスリバザーノレ間は、 トラ

ック を利 用できたが、トリスリバザールからサマ

ま.て' の約200加 の 道 の り を 16 日かかって歩いた。

街 道

ト リ ス リ バ ザ ー ル か ら ア ル ガ ト バ ザ ー ル ま で の

道 は 、 カ ト 7 ンズとネパーノレ第 2 の 都 市 ポ カ ラ

を 結 ぶ 1 級の街道の一部で、 i立中高は 1 - 2  m と

狭 い な が ら よ く 踏 ま れ て お り 危 険 を 感 ず る 箇 所

は な い。 と こ ろ に よ っ て は 、道 の 両側 に 石 垣 が

椴 ま れ 、 木 カ守[ 立えられ 、石が敷かれている (写真

中華人 民 共 和 国
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- 8 ) 。また道燃もある (写真一 9 ) 。

雨 季 の 明 け き ら ぬ う ち に 行 動 し た 行 き は 、 水 深

50cmもある急流をシェノレパのJ l JJ け を 借 り て 渉 波

し ( 帰 途 は 少 し も 足 元 を 濡 ら さ ず に す ん だ と こ

ろである) 、川をなす道を進んだこともあったが、

ほ と ん ど 紫 足 、 は い て い て も サ ン ダ ル と い う 人

4 にとっては、全く苦にはならないのであろう。

こ の 街 道 沿 い に は 、 旅 人 の た め の 茶 倍 、 チ ョ ー

タラカf た く さ ん あ る ( 写真一14) 。

茶底

土 1111 に 道 に 萌 し て 泥 で カ マ ド が 設 け ら れ 、 常11寺

湯 が 沸 か さ れ 、 ミ ノ レ タ が 温 め ら れ て い る 。 注 文

に 応 じ て イ ン ド 製 の 紅 茶 を 茶 こ し に と り 、 湯 を

注 ぎ 、 ミ ル ク 、 砂 糖 を 加 え て で き 上 り 。 厚 い ガ

ラ ス の コ ッ プ 1 杯 が 約10円である。号事の多い底

で は 、 手 ま わ し の ふ い ご を 使 い 、 縁 台 や 長 椅 子

が 置 か れ て い る ( 写真一10)。 茶 と と も に 雑 貨 を 扱

っ て い る 庖 、 素 焼 の つ ぼ で い っ た ポ ッ プ コ ー ン

や 落 花 生 、 バ ナ ナ を 売 っ て い る 庖 も あ る (写真

11 )。旅人の多い収穫期 に あ た っ た 帰 途 は 、 行 き

に は な か っ た 木 の 葉 ぶ き の 茶 屈 が 街 道 端 の 河 川

敷に設けられていた。

チョータラ

矩 形 の 石 棺Iみ の 中 央 に 植 え ら れ た 一 対 の ポ ダ イ

樹 と ヨ ウ 樹 の 大 枚 が 、 涼 し い 樹 陰 を 作 っ て い る。

そ の 石 積 み の 高 さ は 約70cmで 背 負 っ て い る 析 を

そ の ま ま お ろ せ る 高 さ で あ る (写真 12、13) 。こ

のチョータラは、 村 の 中 に も 村 と 村 の 問 、 長 い

坂 道 の 中 途 、 峠 に も 適 当 な 間 隔 を お い て 設 け ら

れ て い る 。 古 い も の が 多 い が 作 っ た ば か り の も

あ っ た 。 旅 人 が 強 い 日 ざ し を 避 け て 休 む た め の

ものである。

ブリガンダキの道

プ リ ガ ン ダ キ に 入 る と 道 は ぐ ん と 貧 弱 な も の と

なる 。 プ リ ガ ン ダ キ は 深 い V 字 谷 て ¥ こ の ル ー

ト は ヒ ? ラ ヤ 屈 指 の 悪 路 で あ る 。 か つ て は 、 チ

ベ ッ ト の 交 易 路 と し て わ ず か な が ら チ ベ ッ ト か

ら塩、ネパーノレから穀物や衣類が運 ば れ 、 ま た

冬 の rdl 、インドやネパーノレの 11変 地 で 商 売 を し た

り こ じ き を し た り す る チ ベ ッ ト 人 達 が 行 き き を

した道でもある。

カ ト マ ン ズ ポ カ ラ 街 道 か ら 分 れ て し ば ら く は

河 床 の 近 く を 進 む。 平 地 の 耕 作 地 帯 に 入 る と 、

そ れ ま で の 道 は 消 え 、 国 ん ぼ や 畑 の あ ぜ が 道 と

なる 。 し た が っ て い く つ も の 道 が で き る 。 と こ

ろ に よ っ て は 、 直 線 的 に 田 ん ぼ の 中 を ジ ャ ブ ジ

ャ ブ、 畑 の 中 を テ ク テ ク 歩 く 。 私 達 の 一 行 が 通

る と 、 そ の 跡 が一 番 大 き な 道 と な る 。 1115立にな

ると初lい な が ら も 明 瞭 で あ る 。 村 落 に 入 る と い

〈 つ も の 道 が あ り 、 前 を 行 〈 者 の 姿 を 見 失 う 。

と ん で も な い と こ ろ に 下 っ て い た り 、 登 っ て い

た り し て 苦 し い 後 も ど り を 余 儀 な く さ れ る 。 そ

う い う と こ ろ で は 、 道 を よ く 知 っ て い る シ ェ ル

パが先頭を歩〈。

プ リ ガ ン ダ キ の 道 は 、 乾 季 の J レートとモンスー

ン ル ー ト の 2 つの道がある。乾季ノレートは、 川

に沿ってつけられた道で、時には河原をｾ，き、

岩場で行きどまりとなるとネノマーノレ独特の締 (写

真一14、15) を 波 っ て 対 岸 へ 、 両 岸 の 迫 っ て い る

ところは高巻き道で急登、急、| 峰を強いられる 。

時 に は 足 下 に 激 流 を 見 お ろ す 桟 道 を 行 く 。 ポ ー

タ ー の 安 全 の た め 数 箇 所 ロ ー プ を 固 定 し た 。も

ちろん、乾季ノレートのほうが近道であるが、モ



ン ス ー ン 中 は 、 川 は 水 か さ を 地 し 、 i uは 流 れ の

中 に 消 え 、 橋 は 流 さ れ こ の J レートは使えない。

その il 寺 は 、 モ ン ス ー ン ル ー ト と 私 達 が い う プ リ

ガンダキから速く書量れた山肢の道がf変われる 。

この J レ ー ト は 、 少 し の 緩 斜 面 に し が み つ い て い

る よ う な 村 ( 写真一21) を 結 ぶ よ う に つ け ら れ て

いる 。 そ れ ら の 村 と村 の 聞 に は 、 私 達 が 野 営 で

き る よ う な 平地 は 見 当らず、 村 の 中 、それも ト

ウ モ ロ コ シ 畑 の 中 にテントを日長らざるを f与なか

った。そのくら い ｴ 也ｊｦｾはきびしく、またわずか

の 緩 斜 面 は 開 墾 さ れ て い る 。 こ の 地 域 に 入 る と

山 が 深 い た め 、 森 林 も 多 〈 、 森 の 中 の 道 で は 山

ひ る に 悩 ま さ れ た 。 こ の ル ー ト は 、 大 き な 谷 が

プ リ ガ ン ダ キ に 入 っ て い る と こ ろ で は 、 大 き く 迂

回しな くてはならず、 乾 季 J レートに比べ る と は る

か に 速 ま わ り 道 で あ る 。 こ れ ら 2 つのノレートは、

モンスーンノレー トを た ど っ た 5 日目に出あった。

乾 季 J レ ー ト を と っ た 帰 途 は こ の 聞 を 3 日で歩い

た。 ｩ￻ ｾ ｬｬｬ は両者とも荷を背負ったまま行き逃う

のが国高払なくらい4央い。

橋

ア ル ガ ト バ ザ ー J レまでは、外国の援助によるト

ラ ス の 鉄 橋 や ワ イ ヤ ー の 吊 り 械 が か か っ て い る

が 、 プ リ ガ ン ダ キ に 入 る と 昔 な が ら の 織 が か か

っ て い る 。 構 造 的 に は 2 種 あ る 。 そ の 1 つ は 簡

単なもので、 川 憾 の 狭 い と こ ろ 、 流 れ の 中 に 大

き な 岩 の あ る と こ ろ に は 、滑 り 止 め の ナ タ 目 を

入 れ た 丸 太 を 単 に 渡 し で あ る だ け の も の や 、 2

本 の 木 材 を 渡 し て そ の 間 に 細 い 木 を 竹 ひ も で す

き|湖 な く 結 ん だ 橋 ( 写真一14) がかけられている。

こ れ ら 水 面 に 近 い 橋 は 雨 季 に は 流 さ れ る 。 その

時 は 水 誌 の 減 る の を 待 っ て 村 人 達 が 集 っ て か け

直 す。 他 の一 種 は 恒 久 的 な も の で 、 カ ン テ ィ レ

バ ー 榊 迭 で あ る 。 大 き な 木 材 の一 端 を 多 量 の 石

で ｾｉｰ え、固定し、片岸または両岸から持出して、

他 方 に 届 か な い 部 分 に は 、 木 材 を さ し 波 す ( 写真

一15) 。 不 安 を 感 ず る よ う な 備 に は 手 す り が 設 け

ら れ て い る 。 犯 逮 め た ど っ た ル ー ト で は 見 ら れ

なかったが、 他 の地方には、 竹 ひ も で 作 ら れ た

吊り材Eヵeあ る 。

旅人

中 央 と 地 方 と を 往 来 す る 役 人 、 教 師遥 の一 般 的

な 姿 は 、 サ ン ダ ノ レ ば き で 手 に は こ う も り 傘 を 持

っている 。 傘 は 雨 季 に は 雨 傘 、 乾 季 に は 日 ;傘と

なる 。 荷 物 は シ ョ ル ダ ー 式 の カ バ ン を 、 そ の パ

ン ド を ひ た い に か け て 支 え 持 つ 。

商 品 を 運 ぶ 人 々 は ド y コという 竹 か ごを 1 本 の

バンドでt - ' f J ' J . ぃ、ひたいで支える。そのド ッコ

の 中 身 は 季 節 に よ て 、 穀物 で あ った り、タ バ

コ 、 布 や 雑 貨 であコた り、にわとりであったり

する 。 彼 ら は 商 品 の 上 に 、 自 炊 道 具 ( と い っ て

も な べ 1 つ で あ る こ とが 多 り が) と 各 自 の 食 料

を 持 ち 運 び 、 水 場 の よ い チ ョ ー タ ラ の 下 で 火 を

た き 簡 単 な 食 事 を と る 。 泊 り 場 は 木 賞 宿 や 牒 家

の ー 附 で あ る 。 旅 人 の 1 日の行程は、 30- 40km

である 。

ネ パー ル に お け る 荷 物の 背 負 い 方 の 特 徴 は 、 背

負 子 の よ う に 府 で 支 え る の で な 〈 、 ひ た い で 支

えることにある。 外 国 の 遠 征 隊 に よ く 参加 して

いるシェノレパさえも例外 で な く 、 背 負 子 を 与 え

て も 、 バ ン ド を 屑 に 通 し た 上 に 、 も う 1 本 の ベ

ル ト を ひ た い に か け る。 荷 は そ の ま ま で は 運 び

に く い の で ド ッコ ( 竹 か ご ) に 入 れ ら れ る 。 こ
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の ド ッ コ は 旅 人 だ け で な く 、 戯 作 業 や 水 汲 み に

行 〈 女 達 も 背 負 っ て お り 、 広 〈 使 用 さ れ て い る 。

集落の型

トリスリバザーノレからアリガトバザーノレまでに

見られる集落は、そのほとんどカ守苛道に沿って

点 存 す る 。 そ れ ら の 集 落 は 一 般 農 村 の も の と バ

ザーノレと呼ばれるものとに、おおよそ 2 種 類 に

分 け ら れ る 。 一 般 農 村 で は 、 多 〈 の 集 落 が山 腹

や峠にあり 、 街道 沿 い に か な り 集 合 し て い る (写

真一16) 。 川 べ り の 平 野 部 に も 農 家 は あ る が 、 戸

数 は 少 な く 分 散 し て い る 。 集 落 聞 の 距 離 は 小 さ

く 、 大 き い と こ ろ で も 2 時 間 も 歩 け ば 次 の 集 落

が 現 わ れ る 。 周 囲 に バ ナ ナ 、 マ ン ゴ 一 、 み か ん

か 井 直 え ら れ て い る 良 家 も あ る が 、 日 本 の 農 家 で

見 ら れ る よ う な 庭 は 少 な い。 家 は ワ ラ ぷ き 入 母

屋 造 り で あ る 。 こ れ ら の 村 の 中 に は 必 ず 、 茶 底

や 木 賃 宿 が あ る 。

一 方 、 何 々 バ ザ ー ノ レ と 呼 ば れ る も の は 、 交 通 路

の 要 所 に 発 達 し た 街 て ¥ トリスリバザーノレもア

ノレガトバザ ー ノレも 2 つ め 川 の 出 あ い に 位 置 し て

いる ( 写真一17) 。そ こ は 、 交 通 路 の 分 岐 点 で も あ

る。 こ こ で は 専 業 商 家 も あ り 、 食 料 、 日 用 品 な

ど か な り 笠 宮 で あ る 。 街 中 の 道 は 広 〈 、 石 だ た

み で 、 そ の 道 の 両 側 に 家 屋 が 密 集 し て い る ( 写真

一18、19) 。 家 の 裂 は か わ ら や ト タ ン ぶ き の 切 姿

造りで、 3 階、 4 階 建 て の 家 も 多 い 。街 中 に は

ヒ ン ド ゥ 教 の ほ こ ら が あ り 、 ヒ ン ド ゥ 文 化 の 影

響 を 強 〈 受 け て い る 。 ア J レガトバザーノレは、チ

ベ ッ ト と の 交 易 が さ び れ た 昨 今 、 か つ て の 賑 わ

い は な い。

プ リ ガ ン ダ キ に 入 る と 、 交 通 が 少 な い た め バ ザ

ー ノレ と 呼 ば れ る よ う な 集 落 は な い。

谷 が 深 〈 両 岸 は 切 り 立 っ て い る の で 、 ほ と ん ど

の 集 落 は 山 腹 に 発 達 し 、 少 し で も 耕 作 可 能 な 斜

面 は 畑 と さ れ 、 そ の 耕 作 地 を 見 お ろ す 位 置 に 集

落 が あ る 。 き び し い 地 形 の 影 響 を 受 け て か 、 30

- 5 0戸 の 板 ぶ き の 農 家 が ひ と 固 ま り と な って 密

集 し て い る ( 写真一20、21 )。私 達 は 集 落 の 中 に 野

営地を求め、 1 日15- 20km歩いたが、 2 つ の集

落 を 通 り 抜 け た 日 も あ っ た し 、 そ の 自 の 野 営 地

ま で 集 落 が 全 然 な か っ た 日 も あ っ た 。 対 岸の 山

腹 に 目 を や る と 同 じ よ う な 集 落 が あ る 。 これら

の 村 落 は 、 家 畜 の 多 少 で 、 あ る 程 度 の 貧 富 の 差

は 認 め ら れ る が、全 体 に 貧 し い。 日が望書秘され

る ほ ど の 余 裕 は な い よ う で あ る 。 しかしなかに

は、前に広い庭を持ち、} j IJ棟 に 物 置 小 屋 、 薪 小

屋 を 設 け て い る 家 の あ る 集 落 も あ っ た。 そ の 集

落 は か な り の 戸 数 が あ り 、 他 と 比 べ 地 形 的 に も

め ぐ ま れ て い る 。 村 人 の 話 で は 、 そ の 家 は 村一

番 の 物 持 ち だ そ う だ。 集 落 の一 番 高 い と こ ろ に

位 置 し て い る 。 一般 に 、 家 が 小 き い た め 精 〈 、

あ る 物 と い え ば 、 収 秘 物 と わ ず か な 世 帯 道 具 で

ある 。 山 腹の 集 落 以 外 に 、 谷 底 近 く の 狭 少 な 平

地を耕作している 1 戸 な い し 数 戸 の 良 家 が あ る。

こ れ ら の 地 域 は 、 下 流 か ら の ヒ ン ド ゥ 文 化 と 上

流 か ら の チ ベ ッ ト 文 化 の 接 点 と な る と こ ろ で あ

るが、通りすがりの者には、両者の荷量透程度に

つ い て 、 は っ き り し た こ と は わ か ら な い。

つづく

ｾ Ｂ＠
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9  

( 最終回)

N A C例会における建築運動史部会の報告 1970年

四 建 築 運 動 の 今 後 の 課 題

VJ[ - l  全国組織としての「新建」ついに誕生

1. 建築を社会の発展とつながりのなかでただしくとらえよう

2. 国土を荒廃から守り ，住民のための住みよい豊かな環境の建設をめ

ざそう

3. 建築のすぐれた伝統と理論をただしく継承し，その発展と創造につ

とめよう

4. 各分野，各職場の建築家 ・技術者の交流をはかり ，相互理解を深め

て，生活と技術の向上，諸問題の解決につとめよう

5. さまざまな分野の科学者・技術者，民主的諸運動と連帯し ，建設労

働者や広範な住民と手をむすぼう

6. 世界の建築家・技術者との自主平等の交流・連帯をつよめよう

乙れは ，I新建築家技術者集団J ( 略称、 : 新建) の六つの目的( 綱領)

である。すでにのべたように ，ζ の新建を準備するなかでなされた貴重

な討論のうえに立って決定された，いわば，新しい建築運動の道しるべ

とでもいうべきものである。いまや，一刻もはやし全国の建築家 ・技

術者にひろくとれを訴え，新しい運動体の組織化をはかるべきときであ

る。乙うして， 1970年 7 月 5 日，I新建築家技術者集団設立準備会J が正

式に発足し，各地から準備委員が選出され，事務局体制もととのえられ

た。同時に ，設立趣意書 (資料咽ー1 ) が起草され，5 万枚が印刷 された。

そして，各地の準備委員へ，さらに全国の建築家 ・技術者の手へと渡 さ

れていったので、ある。

設立趣意書にはつぎのようにのべられている。

「建築を社会の発展とつながりのなかでとらえ，生活と技術を全面的

!C向上させ，勤労者や住民のすべてのねがいと知恵を吸収して，住みよ

い環境を建設するために ，全国的な組織をつくるととは，いまや急務と

なっています。全国の建築関係技術者は，交流を深め，現代建築のただ

しい ありかたをさぐり ，技術をすべての人々の生活に役立てるよう真剣

に努力し，社会的責任を果たすべきだと考えます。そして日本の建築の

発展のために巨歩をすすめるととのできる条件をつくりだしてい乙うで

はありませんか」

反響は，徐々に ，しかし ，着実にひろがっていった。乙うしたなかで

石川 ，島根，福井，静岡，三重，宮城，長野などからも ，代表が参加す

るようになり ，そのほか，北海道から熊本にいたるまで，多くの地域と

連絡がとれはじめた。全国各地の技術者は ，ζ うした迩動を待ちうけて

いたのである。 ζ れらの反響は，準備委員に新たな弱気と確信を与える

ものであった。

一方，準備会も毎月 1 回のわりで，精力的 lζ 進められた。京都で開か

れた第 3 回準備会などは，全国各地から 20名の参加があり ，討論白熱し

て，午前午後と会議がつづいて会場貸切り時閣を超過，会場ーを鴨川の河

原 {ζ 移して ，暗くなってやっと解散するありさまであった。

乙うしたなかで，基調報告案，規約案が検討された。基調報告案は ，

「なぜ乙のような組織をつくろうとしているのかJ Iめざすものはなに

かJ i さしあたって具体的になにをするのか」なと‘ の点にわたって，乙

れまでのさまざまな討論，経験をふまえながら ，新しい組織の展望を示

そうとするものであった。 10月κ は一応の案として印刷され，広く大衆

討議に付される乙とになった。一部修正されて，のちの設立総会で決定

されたが，乙の基調報告は，過去の建築運勃の教訓や新経の準備過程で

の討論などの集大成であり ，ひとつの到達点であるといえよう。

財政や組織確立などの体制づくりも ，準備会の重要な課題であった。

とくに，財政問題は，新しい組織の成否をにぎるカギであった。 270 万

円のカンパが設立までに必要と見込まれた。乙うしたカンパ活動になれ

なかった各メンバーも，乙との重大さを認識するなかで，広く訴える乙

とによって一応の目標を達成するととができたのである。
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各地場でも準備がはじまりだした。いちいち紹介するい とま はない

が，乙れらの活動は，全国組織をうみだす地固めとしてきわめて重要な

ものであった。個々の活動については ，後掲の年表でおぎなっていただ

きたい。

1970年12月 6 日， 快晴の日曜日 ，東京平河町の都道府県会館で，新建

築家技術者集団の設立総会が聞かれた。集団の名称、と綱領をあざやかに

大書した会場1 ( . 各地の建築家，技術者がぞくぞくと顔をみせ，定刻に

は会場の大半の席がみたされた。当日の出席者は 127 名で，うち東京地

域以外からの参加者が41名，北は宮城，南は九州からもかけつけた。型

どおり，開会宣言と議長団選出のあと，来賓として，日本科学者会議，

文化団体連絡協議会，国土問題研究所，青年法律家協会，全国建設など

の12団体の代表からあいさつがあった。そして，社会，民社，共産の各

政党や全日本建築士会など13団体および綴長亀次郎氏からの祝包ひろう

につづいて，美浪部，捲川両知事のメッセ ージが朗読され，会場は大き

な拍手につつまれた。

基調報告案，規約案，財政案が，それぞれ準備委員から提案されて討議

にはいった。各地域における乙れまでの活動報告，経験交流な どをふくめ

ながら ，討議は熱心につづけられた。そして設立総会宣言 (資料¥1- 2 ) ， 

基調報告，規約 (資料¥1 - 3 )な どが採択され，最後1 ( 幹事会を選出して総

会は終った。

乙のあと ，ただちにレセプシ ョンにきりかえられた。ビールの乾杯でt

はじまったレセプションでは，ほほをそめて泡立つ言葉で‘ かたる青年，

N A Uの経験をかたる沈着な初老の建築家の横顔，かつてのN A Uの活

動家の入会を喜ぶ拍手，わき上る 大合唱，そして去りゆく地方代表を拍

手でおくりだす「どくろうさん」の声，すべてが明日への情熱に もえた

っていたのである。乙れ以後，日本の建築運動は新しい発展段階! と入っ

たというべきであろう 。

咽- 2 関西におけるお年の総括

乙れまで，建築逮動の歴史を，かなり詳細に述べてき た。もち ろん，戦

後建築運動史といっても ，い ろいろ不十分な点があるととは十分承知の

うえであった。まず，関西中心にしか記述しえなかった乙とである。乙の

乙とは，もっぱらわれわれ自身の問題であり，全国的 1<::: 資料を集める体制

ができれば解決する乙と である。現1<:::. 全国組織の設立を契機 IL. 全国的
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な戦後建築運動史として稿をあらためて近々とりかかるととになろう。

また ，乙の運動史は ，どち らかといえば，乙れまでの運動の事実経過

を記録する乙とが重点とな った。それは ，乙れをかき はじ めたのが新し

い建築運動の準備の最中であり ，運動の評価や総括は，新しい連動の発

展のなかで: なすべきものと考えたからである。とはいうものの ，少なく

とも . N A Uの大阪支部，京都支部，そして. N A C と受けつがれた関

西の動きについては一定の総括をしておく必要があろう。以下簡単にふ

れておきたい。

25年をふりかえって，まず第 1 1<::: いえる乙とは，いろいろ困難のなか

で，建築運動の伝統をたやす乙となく ，継承 ・発展せしめた乙とであろ

う。乙んどの運動史の記述によって ，N A U本部なきあとも活躍した関

西の各支部や，その後N A C と改組されてからの活動をほぼ全面的に紹

介しえた。乙れによって，N A Uなきあと全く絶たれたように受けとら

れがちであった建築運動の伝統がひきつづ‘ き継承されていた乙とが理解

できょう。

乙うした各時期をささえてきた活動家たちの努力とともに，つねに新

た1( 1霊場してくる技術者の底深い，持続的な エ才、 J レギー 1 ( 注目せさ、るを

えないのである。そして，とう した伝統を継承した力が，N A Cがよび

かけ人となって発足した新建築運動統一準備会を通して今日の「新建」

へとつながってきたのである。乙の「新建」の準備段階で示された関西

における運動の蓄積の力は大いに評価すべきであろう。

第 2 ，ζ 指摘すべき乙とは，技術者運動としての活動そのものについて

である。関西における一連の運動において，建築逐動の課題を追求する

活動の原型とでもいうべきものを，きわめて多くわた した ちの前に提示

してくれている。詳しくは本文を通読していただくとして，いまかりに

「新建」がかかげている六つの目的( 綱領) にてらしあわせながら ，ふ

たたび特徴的な活動をふりかえっ てみよ う。

まず第 1の建築を社会の発展とつながりのなかで= とらえる課題につい

ていえば，全活動がまさに乙の点1<::: 関連するといってもよいが，平和講

演会 ( 50年) ，原爆展 ( 51年) など 平和問題 1<::: 関する 一連の取組み，

「非戦災感謝記念塔反対声明J ( 49年) ， i平城京社，難波宮祉を守り ，

奈良公園の環境破壊に反対する声明J (62年) ， i京都タワーについて

の声明書J (64年) などの民族遺産の問題，さらに ，労住研 ( 61年) ，や

労福研 (62年〉などを通 して建築運動の社会化をはかろうとした活動な



準備会でのタ イムスケ ジュ ー ｊｾ 肘 械 と綱領寮肘 隠

どは特筆しておいてよかろう。

第 2 の，住みよい国土，都市づくりに関しては，関西の動きは，きわ

めて先駆的なものがあった。すでに50年NA U Oが中心となって「都市

および地方計画研究会」をつくって活動していたし，一連の農村調査，

水害調査なども 乙うした活動の一環として，と らえる乙とができる。

また， N ACの設立当初から，都市問題，国土問題IC関する討論をし

て，当時としては先駆的な綱領「国土を荒廃から守り ，住みよい国や都

市の創造のために力をあわせよう」として定式化し ，その後，乙の点! と

関するき わめて豊富な例会活動をつづけた乙とも記してお乙う。

第 3 のすぐれた建築創造の問題については ，近代建築史講座などの啓

もう活動があげられるし，一連の共同設計も ζ の課題ときりはなせない。

また， 第4 の相互交流，技術要求なと、の課題については，一連の例会

活動があげられようが，とくに職易の民主化IC関して取り組んだ「民主

化シリーズ三部作」の例会は注目してよい。

第5 の， 他分野や労働者，住民との連帯については， 法隆寺調査や

(49年) ，農村調査 ( 52- 54年) ，水害調査 (53年) などにおける他の

科学者や団体との協力，一連の共同設計における労働者や地域住民との

協同など多くの経験がある 。

また ，第6 の世界との交流についても ，日中建築交流センタ ー (61年

- 68年) ，北京科学シンポジウム (64年) などの動きがすでにあった。

乙うした一連の活動は，いまもわれわれの大きな資産である。乙れら

をさら に発展させ，どれだけ実らせるかは，今後のわれわれの課題とい

ってよかろう。

珊- 3 現在の特徴 点と新しい展開

乙の運動史は ，70年12月 「新建J が誕生するととろまでふれた。 しか

し，新 しい運動の胎動は始まったばかりである。いまも，運動史のペー

ジは日一日と書き加えられているのである。との運動史をおわるにあた

って，現在の運動の特徴点を，過去の巡動と対比しながらみておきたい

と思う 。そ して，そのなかから，新しい展開の方向を少しでも明らかに

できればと考えている。

現在すすめられている建築家，技術者の運動は，たしかに過去の歴史

の遺産や教訓のうえに立っているといってよかろう。しかし ，その基盤

とでもいうべきものに，乙れまでのどの時期とも異なった，きわめて特

徴的な側面が指摘できるのである。以下，乙の特徴点について，す乙し

詳しくふれてみよう。おそらく ，乙のあたりに今後乙れまでとはくらべ

ものになら ないスケー J レで運動が発展する可能性が秘められていると考

えられるからである。

誼 エリートから技術者大衆ヘ

まず，第 l の特徴は，過去のどの時期にも比して，数多くの建築技術

者が広範に存在している乙とである 。1879年( 明 12) ，工部大学校造家

学科( 東大建築学科の前身) を辰野金吾以下 4 人の学生が卒業した。乙

れが，わが国における建築家第 l 号といわれている 。乙うして生まれた

建築家の仕事は，明治政府の権力の象徴としての公共建築，あるいは，

資本家の建物をかざりたてる乙とであった。 r学士様ならおよめにやろ

かJ といわれた時代である。ともかく ，建築家とは，庶民IC無縁のひと

lζ ぎりのエリ ート として誕生したので・あ る。

しかし， しだいに時代が下るにしたがって建築技術者の数はふえつづ‘

けた。資本主義の発達にともな って， 建築家のあつかう建物の対象，範囲

もそれだけ拡大 し， それにつれて，建築技術者も，単にひとにぎりの エ

リー トだけでなく，いわゆる建築家から図面工にいたるまでの多様な層

への分化も同時にみられるようになった。そして現在，建築関係技術者

は約40万人で，うち 1 i級建築士 7 万， 2 級建築士23万といわれている。

大学だけでも ，毎年約 8，0∞ 人の建築学生を世IC送り fごしている。建築

運動の基盤である建築家，技術者は ， rエリー卜から技術者大衆へ」 と

かわりつつあるといえよう。ちなみに，戦前の建築運動団体である分離

派建築会，1刻字社，建築科学研究会などは，会員数それぞれ，9 名， 13 

名，1∞名という状態であった。しかし，戦後，はじめて組織的な建築逐

動として誕生した N A Uは，それまでのどちらかといえばサークル的な

性格から ，一段階飛躍して広範な技術者の結集をよびかけた。そして，

会員数もしだいにふえ，その盛時には 800 名をとえるにいたったので、あ

る。さらに現在ではどうか。さきほど発足した 「新建」の会員は，設立

後数カ月 lζ して (71年 5 月) すでに 800名を ζ えようとしている。もち

ろん，会員数だけで盲議論するつもりではないが，現代の建築運動の基盤

を，乙うした広範な技術者大衆にすえるべきととの一端をものがたって

いるものといえよう。

.  多様な技術者層

と乙ろで，単に建築技術者の数がふえただけではない。第 2 1C，建築

技術者の層もきわめて多様になったととをあげておく必要がある。

建築家，技術者とはなにか。いまかり に，乙れを大学または高校で建

築関係の教育を受けたものとすれば，その職域，職能はきわめて多様と

いわねばならない。職域でいえば一般に，設計事務所，建設会社，官公

庁，建材メ ーカー ，会社営繕などがあり ，職能でみると一般に，設計，

構造，設備，積算，施工などとわかれる。しかし，最近は，乙うした分類

をはるかに乙えて，建築技術者の職場は拡大されていく方向にあるし ，

段能についても専門化はさらにすすむものとみてよい。乙うした建築技

術者の専門化 ・細分化現象は，建築の大規模化，高度化， 建築生産の工

業化，シス テム化，あるいは，都市計画などに典型的にみられる建築技

術者の領域の拡大など，社会の進歩， 高度化 lζ 対応した現象であり ，専

門化，細分化そのものは，積極面をもっている乙とは事実である。しか

し，乙うした専門化，細分化は，現在の利潤本位のしくみのなかにあっ

ては，建築技術者を孤立，分断させ，技術者の「部品化」をすすめる傾

向が強い 乙とも否めない。

本来の意味における「建築家」と いうのは，単IC個々の建築技術を深

く知る というだけでな く，あくまでも建築全体を総合的にとらえて空間

を創造していく専門家のはずである。現在，ζ うした意味で，自分が建

築家であるといえる人は意外に少ないのではなかろうか。しかし，建築

技術者の胸の底には，個々の技術を深めていきたいという要求とともに

つねに，いい建築，いい空間を創造 したいとい う願いがひめられている

のである。ある人は，乙れを建築屋の業だといった。それはともかく ，

専門化，高度化を発展させながら ，しかも，建築を総体としてとらえる

乙とは ，広く建築技術者の要求であるが，もはや単に個人の努力だけで

解決しうるものではなくなっている。乙れ乙そ，建築運動の大きな課題

のひとつであり，基盤で もあるといえよう。
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. 住民運動のたかまり

次1( ，限を建築技術者の内から外へ転じてみよう。第 3 番目の特徴と

して住みよい都市や国土を守り，育てようとする住民運動が，かつてな

くたかまっていることをあげなければならない。

19ω 年lζ N A C が設立 したと き， いわゆる「高度成長J 1とともなっ

て，国土や都市が資本本位にっくりかえられていく危険が，ようやく あ

らわれつつあった。N A Cはいちはやく，乙の問題を討議し， 1961年に

は，その綱領lζ 「国土を荒廃から守り ，住みよい国や都市の創造のため

にカをあわせよう」 とかかげた ζ とはすでにのべたと乙ろである。しか

し， ω年代をつうじ，資本本位の開発は，大気汚染，水質汚濁， 騒音，

食品公害，過疎 ・過密問題など，あらゆる都市問題，公害問題をひきお

乙し ，国民生活を圧迫したのである。そ して，70年には，公害問題が，

国の政治の最大の焦点のひとつに発展するまでになった。

しかし ，同時に ，乙 うした資本本位の開発に反対し ，いのちとくらし

を守る住民本位の国づくり ，まちづくりをすすめよう とする住民運動も

たかまってきた。最近，自治省が発表したと乙ろによっても ，公害に対

し，182市町村で300を乙す住民団体が生まれて，町ぐるみの住民運動を

めざしているといわれている。さらに都市問題 fC関する住民運動をあげ

れば，その数まさに無数といってよかろう。しかも ，乙うした運動は，

単 IC反対という乙とから一段飛躍して，自分たち自身でまちづくりの構

想をもとうとしているのが最近の特色である。

乙のような住民運動の発展のなかで，当然の乙とながら ，住民と科学

者，技術者など専門家 との協力関係がめばえ，発展しつつある。なかで

も，都市問題に関して，建築家 ・技術者IC協力をもとめる声は，きわめ

て高いものがあるといえる。現在すでに ，い ろいろな形で，住民と建築

技術者運動の結合がすすみつつある。たとえば，神戸建築技術者交流会

が，住民と一定の協力関係、をたもって三宮駅付近の小野柄地区のまちづ

くり構想をつくったり ，東京では，都営アパート の騒音被害防止のための

二重窓設置の住民運動IC対する援助，杭打振動被害の補償を要求する裁

判の住民側への援助，その他の例がある。住民との協力 という乙とは，

過去の建築運動のなかでもつねに追求されてきた乙とである。しかし ，

現在の住民のまちづくりのエネルギーは，以前の時期とはくらべものに

ならないほど，豊富で力強いものがある。乙れはまさに，今後の建築運

動の新しい基盤であるといわねばならない。

沼地方における運動のたかまり

第 4 1C，現在の運動の特徴点として，地方の運動の エネルギーについ

てのべておく必要がある。つまり ，ζ れまでは，ややもすると建築運動

というのは，東京，あるいは大阪といった大都市があくまでも中心であ

った。たとえば，N A U  にしても ，東京で組織されていた 2 団体( 日本

建築文化連盟，日本民主建築会〕が中心となってつくられたいきさつが

あり ，その後，大阪をはじめいくつかの地域に支部がつくられていった

ものの，活動の中心はあくまで東京であったといってよい。関西の場合

も，活動の中心は ，大阪，京都といったと乙ろであった。一時，鳥取に

支部ができて活発に活動したものの ，中心的活動家が京都へでてきたあ

とはうどかなくなった。

しかし，地方に建築運動に対する要求やエネルギーがないわけではな

い乙とは，今回の「新建」の迩動がはっ きりと証明している。まず，

「新建」の準備過程そのものが，東京中心IC出発したものではなかった

といえる。最初，大阪，東京，京都，神戸，名古屋などで自身にお乙な

われていた運動を統一しようとする ζ とからはじまった。そして，乙れ

らのよびかけに対して，群馬，広島，福岡が，つづいて，石川 ，島根，

福井，静岡，三重，宮城，長野なと、から続々と参加してきたのである。

そして，正式に「新建」が設立されて数カ月たった現在，すでに 10の都

府県で支郎が確立され，それぞれ独自の活動をすすめるカを もちつつあ

る。乙うした活動は，全国各地で待ちのぞまれていたのである。地方の

建築運動 IC対する エネ ルギーをつたえる例を以下少しあげてみよう。

熊本 lζ 「新建」の第10番目の支部が結成された。熊本といえば，おせ

じにも進歩的な土地柄とはいえない。建築界も封建的であり ，からにと
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じともりがちだといわれていた。もちろん，建築運動の下地は乙れまで

まったくなかったといってよい。しか し，熱心な活動家がよびかける

と，またたくまに30名近い賛同者があつまり，支部設立に乙ぎつけたの

である。支部K 結集 した人たちは， それぞれ 「熊本だけにとじ乙 もって

はだめだ。全国の仲間と交流したいJ r勉強の機会をえたいJ r社会的

な発言も していきたい」と熱心に希望をよせている。新建熊本は，熊本

の建築界にきわめて新鮮な一石を投じたのである。

兵庫県のT 市は，人口 3. 7万のまちである。このまちを中心とした地

域1( ，建築士の資格をもっ人たちは 150 名程度 しかいない。しかし ，乙

の地域で一人の熱心な活動家のすすめによって，またたく まに20数名の

会員ができあがった。そして，乙の地域で独自に活動をすすめようと計

画がはじまっ ている。

うえにのベた例は，乙れまでいわゆる「地方」 とよ ばれていたと乙ろ

にも ，新しいなにかをもとめる エネルギーがあふれているととを雄弁に

ものがたってい る。 r自分たち自身がうどかなくてはだめだJ という ，

全国すみずみまでの建築技術者の乙えは，新 しい建築運動の基盤である

とともに ，自分たちの郷土 IC責任をもった建築家，ひいては，新しい郷

土の文化の担い手をうみだすカであるとは考えられないだろうか。

建築運動と政治

最後 f( ，建築運動と政治の問題についてふれてお 乙う 。建築運動と

は，政党 ・政派はもちろんの ζ と，思想，信条，信教の別なく ，技術者

としての正当な要求のもとに，団結し ，その実現のために運動するもの

である。建築運動とは，政治運動でなく ，あくまで技術運動であり ，技

術者運動である。その独自性はあくまで賞ぬかねばならないのである。

乙の点をまずはっきりさせておく必要がある。

しかしながら ，建築運動と政治がまったく無関係かというとそうでは

なく ，むしろ ，大いに関係、があるというべきであろう。たとえば，新建

のかかげている六つの目標を実現する乙とは ，ある窓味ではきわめて政

治的な課題であるといわねばならないだろう。建築と社会のつながり ，

住みよい環境をつくる問題，建築技術者の生活と技術の向上の問題など，

乙れらの目標が，まったく「純技術的J IC解決するとはだれしも考えな

いし ，やはり ，現体制やしきたり ，理論 IC対する「運動」から生まれる

ものであろう。 したがって，とれ らの目標の実現のため，建築速勤 とし

ても政治の問題をとりあげるととはありうるし ，また，とりあげる必要

があろう。けれど ，乙れは，あくまで建築運動としての目標の実現のた

めであって，目的ではないのである。むしろ ，技術運動の独自性，創造

性を実現させていく乙と自体が，大きい意味での政治性だという乙とで

ある。乙の点について，建築運動と政治運動とのちがいを厳密に理解し

ておく必要があろう。

と乙ろで，自治体の首長選挙において，革新統一候補が立ったと乙ろ

では ，最近，それを支援する建築家，技術者の会が，京都，東京，大阪

にあいついでできた。すなわち ，70年4 月の京都府知事選挙において，

「明るい民主府政をすすめる建築家・技術者の会J ， 71年 4 月の東京，

「革新大阪府政を考える建築家・妓術者の会」段立の集い( 1971. .  .  5  . 大阪〉



大阪の知事選挙戦のさなかにおいて，それぞれ 「都政を考える建築家の

会J( 資料 ¥1 - 4 ) と「革新大阪府政を考える建築家・技術者の会J ( 資料咽- 5 )

が発足した。 i明るい民主府政をすすめる建築家 ・技術者の会」は，す

でに本文 (第四章) において紹介 しているので，ととではくりかえさな

い。民主的自治体を通じて，住民のためのすみよい生活空間 ・都市環境

っ くりをめざ し， さらには建築技術者の要求を笑現 し， 社会的責任を果

してい乙うとするものである 。あとのふたつの会もほぼ同趣旨である。

いずれも民主府政，都政は勝利した。三つの会とも ，選挙後も持続的 IC

活動する乙とを決めた。しかし ，民主的自治体を通 して，住民と技術者

のパイプの役割をはたそう とする今後の活動が，む しろ大きな課題と し

て残されているといえよう。なお，以上の三つの会結成には，新建会員

は中心となって積極的に参画し ，協力した。しかし ，組織的には. i新

建」の組織とは別の ものである。

単一組織であった i N A U J と，連合組織であった「建研速」の消滅はそ

の一端を物語っていよう。職域と職能を異にする多様な建築技術者が多

様な要求をもって，存在してきでいる し， また生じてくるであ ろうζ とを

思えば，それに応えるには柔軟性ある創造的組織形態をうみだしていく

必要があろう 。住宅問題，都市問題，国土問題が全国的規模でますます

展開されていくであろう乙とを思えば，当然，建築運動も全国的規模に

またがっていくだろうから ，なおさら ，その全国組織は地域的にも柔軟

性をもった創造的組織形態が必要であろう。新ら しく誕生 した「新建」

は，いまのと乙ろ「連合体の長所をとり入れた全国単一組織」という柔

軟性 ? あるととろをみせている。とんどの運動の発展 とにらみ合せて，

硬直化せぬように，組織形態を発展させていくべきだろう。

ともか く，乙の三つの会の動きは，建築技術者と住民の問題，政治と

建築の問題などの面で，きわめて鋭い問題提起をした。 おそ ら し 乙 れ

らの問題は，今後の運動の発展のなかでさらに理論化され，実践されて

いくべきものであるといえよう 。

つぎに ，建築運動組織を持続的 IC高めていくには，あたり前の乙とな

がら ，民主主義運営J レーJ レに徹する乙とである 。乙れがきわめて大切な

乙とである。いやしくも規約にないような乙とが行なわれたりしないよ

うにすべきであるし ，総会( 大会) は規約どおり定期に開いて，大衆討

議のもとで運動方針などを決める乙とである。

さらに，建築運動にとって大切な乙とは，技術者運動と技術運動を統

一的にとらえるという ζ とである 。逆にいえば，技術の創造活動の独自

性と自主性は最大限 IC尊重されねばならないととである。

側 建築運動の組織形態と運営のありかた

建築速動は自然発生的にできるものでない。たとえ，迩動が苦手ばえる

社会的基盤があっても ，ひとつの組織をつくりだ していくには ，長い年

月の討議と建築技術者を結集させる目的( 綱領) が必要である 。綱領の

ない団体は ，勉強会的な懇親会ていどのサークルか，同人の枠をでない

運動IL終ってしまいがちで，決して社会的な力とはなりえない。

以上の，建築運動団体の柔軟性ある組織形態，その活動の民主性，独

自性，自主性は最大限 IL保障されて乙そ ，運動の持続性と発展性がはか

られる とい うべきであろう。

×  ×  ×  ×  

しかしながら ，社会性を もち ，綱領を もった建築運動団体の組織形態

のありかたについて，建築迩動史は深い教訓を与えている 。安直な画一

的な「単一組織」でも，また綱領をもたない寄り合い世帯的な「連合組

織」でも持続性と運動の発展性に とっては駄目 iとなり がちである。全国

以上ながながと，現在の特徴点と新しい展開についてのべてきたが，

乙れらの点は今後の運動のなかで豊富にされていくであろう。そ して何

年か後IC新しい運動史がかかれるとろには，詳細な総括が試みられる乙

とを期待したい。
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新建築家技術者集団設立趣意書

かつての近代建築の理念はその権威を失いつつありますが，

より高い建築文化の創造をめざす現代建築の理念はいまだ積立

されず，建築界は E んとんとした状況を示しています。

「高度経済成長」政策にもとづく空前の建設プームのなか

で，大企業の建策市織の独占化がすすみ，建築行政や建築教育

などあらゆる分野への企業支配が強まっています。そして，本

来総合的に発展すべき建築にさまざまのひずみやかたよりが生

じ，建築家 ・技術者や建投労働者 ・住民 IC苦痛と不安がもたら

されています.

建築家 ・技術者は ，技術の「合理化J のために分断され，技

術はどうあるべきかという基本理念にもとづいた総合的な見方

ができなくなっています。住民の立場にたった計画 ・建設にう

でをふるう織や ，技術を深め ，建築白質をたかめるための緒条

件はせばまってきています。職場や仕事のわくを E えた交流，

あるいは経験ゆたかな建築家と後進の問の交疏は少なく ，技術

と理論の継掌 ・発展は不十分といわなければなりません。

都市は鴎感な過街化の一途をたどり ，建段災害や 公害はひろ

がり ，無数の都市問題が生じています。地方都市さえも，かつて

みられた美しい環境は消えさろうとし ，多くの文化遺産が破壊

されています。 E のように国土の荒廃がすすみ ，町や村の姿が

はげしく移りかわるなかで，各地の住民は，都市や環境を守り，

住みよく豊かにするための運動を起乙しつつあります。そして，

その運動 IC述築家や専門技術者の協力を切実に求めています。

己のような状況のなかで，全国各地で建築運動をすすめてき

た建築家 ・錠術者は数年来交流を深めてきました。そして，す

ばらしい仕事をしたい ，すぐれた伝統と理歯を身1 ( つけ発展さ

せたい，人間的な生活空間 ・環境をつくりたい ，というさまざ

まなねがいが，多くの建築家 ・技術者のなかにうずまいている

E とを知りました。しかしながら，各地域の活動だけでは大き

な社会的な力となる E とはできません。全国的 IC統一して結集

する E とが，古らに各地績での運動を発展させるととにもなる

と確信し，新しい方向をきりひらくために. r新建築家伎術者

集団設立単備会」を結成しました。

建築を社会の発展とつながりのなかでとらえ，生活と技術を

全面的に向上させ，勤労者や住民のすべてのねがいと知恵を吸

収して ，住みよい環績を建設するために ，全国的な組織をつく

る乙とは ，いまや急務となっています。全国の建築関係技術者

は，交揖tを深め ，現代建築のただしいありかたをさぐり，技術

をすべての人々の生活花役立てるよう真剣 IC努力し ，社会的

任を果すべきだと考えます。そして日本の建築の発展のために

巨歩をすすめる己とのできる条件をつくりだしてい E うではあ

りませんか。

すべての建築家 ・技術者のみなさん1 ( . つぎの目的をもっ

「新建築家技術者集団」への怠加を心から よびかけます。

1  建築を社会の発展とつながりのなかでただしくとらえよう

2.  国土を荒廃から守り ，住民のための住みよい畳かな環療の

建般をめざそう

3.  建築のすぐれた伝統と理論をただしく継承し，その発展と

創造 ICつとめよう

4. 各分野 ， 各Ｎｾ骨の建築家 ・ 技術者の交流をはかり ， 相互理

解を探めて，生活と技術の向上，諮問題の解決につとめよう

5  さまざまな分野の科学者 ・技術者，民主的鰭運動と連帯

L. i ! 般労働者や広範な住民と手をむすぼう

6  世界の建築家 ・技術者との自主平等の交流 ・連帯をつよめ

ょう

1970年 7月

新建築家技術者集団設立準備会
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設 立 総 会 宣 言

「高度経済成長」政策のもとで大きく成長した建設業は. 70 

年代 IC入って ，更に大規模な都市再開発をすすめ ，住宅i ! I ' i 業プ

ーム をつくり出し ，建築 ・建設はまずまず経済第一主義一一企

業ペース ですすめられている。

建策家 ・技術者は，多量の仕事をかかえさせられる一方，孤

立化 ・分断化現象がすすみ，広い視野をもてなくなっている。

「公害」問題 ・都市問題は ，い まや大きな社会問題となり ，

都市や環境を安全で住みよく強かにするために ，多くの住民運

動が全国各地でお E り，建築技術者など専門家の協力を切実 IC

のぞんでいる。

一方. 1970年代 IC入り ，建築運動は新たな胎動をはじめた。

全国各地で，建築技術者が，さまざまな組織を自主的 IC生み出

し発展させ，強力な全国組織を磁立する主体的力量は急速に強

まった。

いくたの甑舗をかさね，全国各地から怠集したわれわれは，

本日 ζ 乙IC r新建築家技術者集団」の設立を立言する。

人間のための新しい有用性を創造し，人間環境のより良い修

正をめざすという建築本来の姿をとりもどし，その自由で総合

的な発展をのぞむ E とは，心あるすべての建築家 ・技術者の一

致したねがいである。全国の建築家 ・建築関連技術者が，交流

を深め，現代建築のただしあり方をさぐり，技術をすべての人

々の生活に役立てるよう真剣に努力し，社会的責任を果す乙と

は，いまや急務である。

験的，戦後の民主的な建築運動の伝統をただしく受けつぎ発

展させ. 建築技術者の生活と権利を守り，日本の建築を発展さ

せるために，カ強い歩みをはじめよう。

全国の建築家，技術者諸君. r新建築家技術者集団J IC結集

しよう。

1970年12月 6 日

新建築家技術者集団役立総会

新建築家技術者集団・規約 (1970.12目 6)

I  名称 ・目的・ 事業

第 1 条 己の団体は ，新建築家技術者集団と称し ，事務所を東

京 ICおく 。( 略称・「新建J )  

第 2 条 集 団 は つ ぎ の 目的をもっ。

1. 建築を社会の発展と つながりのなかでただ しくとらえよ

う。

2. 国土を荒廃から守り ，住民のための住みよい強かな環境

の建I l ! : をめざそう。

3. 建築のすぐれた伝統と理蛤をただしく継承し，その発展

と創造 ICつとめよう。

4.  各分野，各職場の建築家 ・技術者の交流をはかり ，相互

理解を深めて ，生活と技術の向上. 踏問題の解決につと め

よう。

5.  さまざまな分野の科学者 ・技術者，民主的路運動と連帯

L. 建設労働者や広範な住民と手をむすぼ う。

6.  世界の建築家 ・技術者との自主平等の交流 ・連帯をつよ

めよう。

第 3 条集団は前条の目的を果すためにつぎの事業を行なう。

1. 機関紙箆その他の文書の発行

2.  研究会，討治集会，講演会，見学会，講座などの開催

3. 会員聞の情報交換，相互交流

4.  調査 ，研究，計図，股計などの活動

5.  他国体との交疏

6. その他集団の目的を達成するために必要な事

E 会 員

第 4 条 集 団 は E の規約を慰め ，所定の会費を納める IUl ; 家，

建築関係技術者( 研究者，大学院生を含む) で精成され，

個人加入の組織とする。

入会は同一支部1 ( 所属する会員の推薦と支部幹事会の承

III を憂する。

第 5 条会員は支部1 ( 所属し ，それを通じて連絡をうけ，機関

紙t l ' . の配布をうける。

会員は支部総会で議決砲をもち，集団のすべての事業 IC

怠加できる。

第 6 条 集 団 の 規 約 IC違反したり，集団の名替をいちじるしく

傷つけ たり，あるいは会貨を l 年以上滞納した会員の処

置は ，支部幹事会で決定し ，支部総会の承認をうける 。

乙の処置 IC不服の場合 ICは，幹事会 IC異議を申したてる

E とができる。

E  組織 ・機関

第 7 条 l  集団の長高決議機関は大会である. 大会は年 l 回

幹事会の招集 ICよりひらかれる。ただし，幹事会が必要

と認めた場合，または会員の 3 分の l 以上の要求があ っ

た場合は臨時大会を開く E とがでできる。
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2.  大会はi各支部総会で選出された:代議員によって繕成さ

れ，代. . 員の 2 分の l 以上かっ支郎の 2 分の l 以上の出席

によっ て 成立する。大会は当年度の活動方針， 予算. 決

算 ，役員選出その他を審議決定する。議決は出席代議員の

2 分の l 以上の同意を必要とする。

代議員の選出方法は別に定める 。

第 8 条 1. 集団に幹事会をおく。幹事は大会によって選出さ

れ，大会の決定 ICもとづき会の速営にあたる 。

代表幹事は幹事の亙還により選出され，集団を代表する。

幹事会は代表幹事の招集により最低年 2 回聞かれるほか，

幹事の2 分の l 以上の要求 があった樋合に開く乙とがで

き，幹事の 2 分の l 以上の出席で成立する .

2. 幹事会のもとに常任幹事会をおき，幹事会の任務を代行

する。

第 9条 常任幹事会のもとに事務局を設け，集団の日常の仕事

を行なう .

事務局長，事着局次長，機関誌編集蚕員は幹事会 ICよっ

て任命される。

町 支 部

第 四 条 集 団 は 原sIJ として都道府県に支部をおく。支部総会は

年 1 回以上開く。支部幹事は支部総会で選出され，支部

の運営にあたる。支部 IC代表幹事若干名をおく ζ とがで

きる。支部幹事会のもとに事務局をおく ζ とができる。

第11条支部には原則として地域glJ. 又は職場別に涯をおく。

第12条文郁は会員の入退会，そ の他支部活動の状況を定期的

IC幹事会 IC報告する。

V  部会・グループ・その他

第13条幹事会または支部の幹事会の承認を得て，それぞれに

所属する問題別部会，専門別グループおよび特別受員会

をおくととができる。乙れらの速営の貸任はそれぞれの

幹事会が負う。

IV 財 政

第14条集団の経質は入会金，寄付金その他の収入金によりま

かなう。

第15条集団の会計監査の監査を受ける。会計監査は大会にお

いて選出され，監査結果を大会へ報告する。

附 則

第16条上紀条件のほか，必要に応じ幹事会の承認を得て，内

規および支部規則を設ける乙とができる。

第17条本規約の改正は，大会出席者の 3 分の 2 以上の同意を

必要とする 。
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正をめざす乙とは ，心あるすべての建築家 ・技術者の一致した

ねがいですが，大規綾な都市再開発によって，都市問題，住宅

問題. r公害」問題は，いまや大きな社会問題になりつつあり

ます。

ζ のようななかで東京をより住みよ〈する計固として発表さ

れた「東京緊急開発行動 5 ヶ年計画 j は，住宅問題解決のため

といって，手 IC入れやすい土地( 公道・国鉄操車渇・河川など)

IC高脂住宅を手っとり早〈集中的 IC建設しようとし，住宅居住

者や周辺住民に対する考慮をまったく欠いた開発方式をとって

います。

交通問題についても，悪化する地譲生活のための交通( 通学

路の確保 ・安全で便利な買物道など) をいかに解決するかには

目をっぷり，もっぱら「情報化社会においての東京のもつピジ

ネス機能の飛脳的宛展を可能とする J C とを主要な目的とする

ものです。

また，隅田川のへドロで人工土地を建設するとか. 20階の屋

上l Cuf 当り 1 トン以上の水を常時貯える とか. r空飛ぶ消防隊」

とか，具体的な日常生活の改善と結びつかない技術上でも疑問

の多い思いつき的な提案が多く ，具体的に内容を検討すればす

るほど，多くの問題が出てきます。

生活環授は，元来，地域の自然と住民の長年にわたるいとな

みによってつくられたものであり，住民の自発的意志と行動に

よって維持され向上するものです。ひとびとの，乙の意志と行

動を支援し発展させ，あるいはっくり出すととが，地方自治体

の本来の任務ではないでしょうか。

革新都政の 4 年間をふり返れば，多くの制約や鼠行錯誤があ

りながらも，このような基本的な盗勢をとり続けた といえるで

しょうし， 多くの都民はまた，それ故 I CC そ，革新都政を支持

してきたのでありましょう。

さる 1 月22日. r明るい革新都政をつくる会」は「知事選挙

にのぞむ10大政策J を発表しておりますが，そ乙 ICも，住民主

体の都市づくり( y ピルミニマルの確立〕をめざすという基本

盗勢を認める E とができます。

東京都の建築家 ・技術者のみなさん，

住民のための豊かな住みよい. 生活環境をつくり上げるとと

は，建築家の社会的な畿務であります。私たちは，都市を投資

の対象とする産業優先主義の発想，資本 と行政の癒着による開

発計画，環境整備に関する歎鴎性，自治体を弱体化させる開発

計画といったものには反対しないわけにはいきません。

私たちは，都民生活 IC対して障害となる f 緊急開発行動 5 ヶ

年計画 J IC反対し，住民主体の都市づ くりをめざす革新都政

を推進するととを，建築家，技術者のみなさんによびかけま

建築家へのアピール す。

= 住民主体の都市づ くりをめざす都政を錐進しまし ょ う = 1971年 3 月10日

人間のための新しい有用性を創造し，生活環境のより良い修
都政を考える建築家の会

資料 四一 5 " 川 1111111川 11111111川 山 川

「革新大阪府政を考える建築家・伎術者の会」

設立宣言

住民本位の都市づくりをめざす革新大阪府政を

実 現 さ せ ま し ょ う 一 一建築家 ・妓術者への呼びか付一一

入閣のための新しい必喪な生活空間を創造 し，都市環慢を住

みよくつりだしていく ζ とは心あるすべての建築家 ・技術者の

一致したねがいであります。しかしながら，乙んにち の大阪の

生活空間 ・都市環境は. C の一致したねがいがただしく反映さ

れていないばかりか，いっそう ，その環頃破峻がすすんでお り

ます。堺のコンビナート建設にともなう公害問題の滋化，ニュ

ータウン建設や地域開発にともなう文化財や自然の破J I 2 l . 都市

マンション宇都心再開発 ・道路建I Sl : ICともなう日照緬 ・振動 ・

騒音などの建築公害や災害の続出， 公共住宅や保育所の不足問

題等々，乙れらの生活環境の悪化は，すべて大企業優先主畿の

府政につながるものであり ，住民不在ともいうべき都市づくり

のあらわれであります。

大阪の生活空間 ・都市環岐のこのような変容に対して，乙の

まま . 住民不在の府政にまかせておいてよいのでしょうか。生

活環視をよくしようとする住民の意志と行動をただしくたす

け，発展させて，環療を豊かに住みよくしていく ζ とが，地方

自治体の本来のありかたである以上，それを大阪でもっともよ

く生かすものが，住民本位の民主的な「革新大阪府政 J であ り

ます。

憲法をくらしのなかに生かすと同時 IC. 環境破壊から大阪を

守り ，大阪湾から生駒山まで，緑と青空をとりもどし，水の都

ICよみがえらせるためにも，住民本位 の都市づくり をめざす

「革新大阪府政 J の推進は必要であります。

大阪の建築家 ・技術者，ならびに全国の建築家 ・技術者みな

さん/

住民のための豊かな住みよい生活空間 ・都市環境をつくりあ

げる ζ とは ，建築家 ・技術者の社会的な責任でもあり，義務で

もあります.

わたくしたちは，己の責務が十分に果されうる民主的な大阪

府政をねがって. C  C  IC r革新大阪府政を考える建築家 ・技術

者の会」を設立いたしました。すべての建築家 ・技術者の皆さ

ん「革新大阪府政を考える建築家 ・技術者の会J IC積極的 IC怠

加され，革新大阪府政の実現をめざして奮斗されんことを心か

ら訴えます。同時 IC住民の立場にたって，各分野の専門家とと

もに協同 ・連帯しながら ，住みよい生活空間 ・都市環境づくり

に積極的 IC怠闘し ，建築家 ・技術者の社会的責任と義務を果し

てい己うではありませんか。

1971年 4 月5 日

「革新大阪府政を考える建築家 ・設術者の会」

1  9  7  0 年 ( 昭和45年) 年 表
数字は月を示し( 例) は例会を示す。東京その他のうどきは主要なもののみを抜率。

交 流 ・ 統 一 運 動 |  関 西 の
う

『

』 き

. 2.よびかり「新しい建築運動の全

国組織をつくろう一一 1970年を

むかえるにあたって全国の建築

関係伎術者によびかける J

・ 2.第 3 回新建築運動統一準備会

( 名古屋)

・ 3 第 4 回新建築迩動の統一司自備会

〈京都)

.s 第 5 回新建築連動統一部備会

( 大阪〉

. 6.第 6 回新建築運動統一準備会

( 大阪)

. 7.第 1回新建築家技術者集団役立

準備会 ( 大阪)

・ 8.第 2 回新建築家技術者集団設立

司直備会 ( 東京)

・ 9. 第 3 回新建築家技術者集団役立

準備会 ( 京都)

・10.第 4 回新建築家技術者集団設立

準備会 ( 京都)

. 11 第 5 回新建築家技術者集団設立

司自備会 ( 名古屋)

. 12. 郷 6 回新建築家技術者集団設立

増備会 ( 東京)

・12.新建築家主主術者集団佐立総会

( 東京)
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| ・大阪 (NA C) . . 京都 ・神戸

. 1 . NA C第10回総会 ( 宝縁荏)

‘ 2. スケ ー ト教室

. 2.  r都市と健康 J (目 高峰三，たきの秀雄)

. 3.  ( 例) r統一組織のありかたについて」

.. 3.  r明るい民主府政をすすめる建築家 ・技術者の会」設立総会

・ 3. r新しい都市社会と都市空間 J ( 水谷頴介)

.. 3. 京都地区統一噂備会 (NA C京都会員. BE C)  

・ 4. 講演と酎蛤「現代建築の動向と技術者のありかた J ( 向井正也)

.. 4. 民主府政勝利通築家 ・技術者祝賀会( 技術者の会〕

.. 4.  B  E  C 第 4 回総会

・ S. (例) r載後関西の建築運動史J ( 総井昭光，垂水英司)

・ 5. r建築運動の全国組織をめざして j

一一 兵庫県プ ロック討鎗集会ー-

.. 6. 牛尾山ハイキング

.. 6. パース講習会

.. 6. 安保反対6. 23全国統一行動へ怠加

.. 6. 構造計算構習会

‘ 6.都市再開発と近代建築見学会( 神戸交流会と交流)

・ 7. ( 例) r万博跡地利用を考える J ( 奥保多聞)

・ 7 新建築家技術者集団兵庫僧備会始まる

.. 8 キャンプ

・ 9.建築セミナ ー 「現代建築の動向 l

( 鳥国家弘，向井正也，嶋田勝次)

・10. ( 例) rソ速の新建築と住宅について J ( 松井昭光〉

・10.講演「アメリカの都市再開発批判J ( 住図畠 ニ)

・I1. NA C第11回総会 ( 最後の総会 ・なにわ会館)

"11. 四日市公害見学

" 11.住宅勝座

. . 11 建策文化祭

. 12.新建築家技術者集団大阪支部設立総会

. 12. クリスマス J マーティ

|  東 京 そ の 他 の う ご き

・東京 司群馬 ・名古屋 ・九州

.  1. r住民自治環境学習会J

・ 1- 2 住宅問題 ・都市問題 ・構造 ・建設業各部会発足

. 3.第 3 回例会「住宅産業時代を迎えて」

‘ 3.  r合同合宿ゼミナール」 開催

.4ポーリング場建役反対裁判( 都市問題部会)

‘ 4. r建築ぜミナ- ) レJ 開講

.. 4.  r群馬建築家技術者集団」発足及第 l 回例会

・ 5. 建築技術者の労働条件 IC関

するアンケート調査

・ 5. 講演会「住居学について」

( 上林博雄)

.. S. 朝餅大学訪問

・ 6. r安保をなく し，民主々義をすすめる建築家 ・技術

者の会」

・6. 名古屋地区建築運動グループ懇談会

. 6.大阪ガス爆発事故教訓I ( 中央民災対・災害部会)

. 8.第 4 回例会「建築家の姿勢 J ( 前川国男 ・山本学治〉

. 8.江東地帯地盤沈下述物被害調査

. 1 0 各地域 IC班発足

. 1 0. レクレーゾヨン九住 IC登ろ

コ.

. 11 .講演会( 広原盛明)
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口昭和46年 4 月分口

| 理 事 会 |

22日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 ・横尾 ・福田正副会長ほか15

理 事 神 谷 監 事

正午より新旧役員の会食懇談会を

開催し終了後理事会を開催，旧役

員の出席者中原氏

議事(1)理事会務分掌の件

(2)理事会務主幹選任の件

(3) 理事会開催日決定の件

(4) 昭和46年度委員会委員委嘱の件

(5) 前年度よりの引継事項承認の件

(6) 東畑前会長に記念品贈呈並びに感謝会開

催の件

(7)入退会者承認の件

(8) 報告事項

編集理事会

12臼 3時- 3 時半於会館集会室

出席者福田副会長ほか 6 理事

議事山編集委員長推せんの件

(2) 本年度の編集方針について

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

5日 5 時半- 7 時半 於会館集会室

出 席 者 湯 浅 主 査 ・生田委員

議事(1)第 8回「よろず相談住宅展」会場計画

(2) 11 11 出展勧誘

委 員 会

20日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 黒 谷，野々村両氏ほか17名

議事(1)第 8回「よろず相談住宅展」の件

(2)第 7 回「よろず相談住宅展」記録映画上映

(3) そのほか

出 版 委 員 会

建築基礎工法と実例幹事会

B 日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山肩委員長，山口，多々見幹事

議事(1) 出版工程

ロ)校正作業

17日 3 時-- 6 時 半 於会館集会室

出席者 山肩委員長，山口，多々見幹事

議事(1)資料篇の原稿

(2)校正作業

27日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者山肩委員長，宮JlI . 多々見幹事

議事(1)本の体裁

(2)校正作業

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

7 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者柳副委員長，奥尾，佐々木幹事

ほか13名

議事(1)総括責任者( 副委員長) 幹事について

(2)小委員会内規について

(3) 昭和46年度の事業企画について

(4) そのほか

見学会小委員会

8 日 6 時- 7 時半於会館集会室

出席者今井委員ほか 4 名

議事(1) 事業委員会組織について

(2) 3 月IC実施 した見学会の報告

(3) 4 月- 6 月の見学会企画について

(4)7月以降の見学会案について

(5)そのほか

広報小委員会

9 日 6 時- 7 時半於会館集会室

出席者三品副委員長，小泉，田中幹事

ほか10名

議事( 1 ) 事業委員会組織案について

(2)各種説明会，講演映画会，展示会，各小

委員会において実施した昭和44 ・45年度

の事業について

(3)本小委員会の発足とその組織について

(4)本年度の事業合研ピついて

(5) そのほか

委 員 会

15日 6 時- 7 時半於会館集会室

出席者 田村，堤，三品，柳各副委員長

小泉ほか 2 幹事

議事(1)委員会の組織表について

(2) 各小委員会の事業報告

五日3) 委員会の組織改組と今後の方針について

(4) 4 月- 6 月の事業企画について

(5)本年度の事業企画について

一向 (6)そのほか

各種説明会報告会

19日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者] 1 近藤前副委員長ほか 5 名

議事 昭 和45年度各種説明会の収支報告後，北

7.l<において前幹事三宅浩氏を囲んで夕食

会開催

若い会員の集い小委員会

26日 6 時- 8 時 於 な か い わ

出席者 柳副委員長，佐々木，奥尾幹事

ほか 9 名

議事(1)第 l 回事業委員会の経過報告

(2)本年度の事業方針について

(3) 本年度の事業企画について

(4) そのほか

編 集 委 員 会

委 員 会

12日 3 時半- 7時 於会館集会室

出席者鳥田委員長ほか29.名

議事(1)編集委員長選出

(2) 前年度よりの引継事項

(3) 本年度の編集方針

(4) 8 月以降の特集と担当幹事

(5) シリ ーズもの小委員選出

(6)4 月の編集幹事会と小委員会開催日

(7)定例委員会開催日時

(8)そのほか

技術の頁小委員会

21日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会室

出席者片口主査ほか 2 名

議事(1)8月以降の「技術の頁」テ ーマ並びに執

筆者について

(2) そのほか

作品作風小委員会

21 日 6時- 9. 時 於会館集会室

出席者d 平内主査ほか 9 名

議事(1)6月号作品決定

(2) 副主査選出

(3) 46年度編集方針

ニュータウン特集編集幹事会

26日 4 時- 6 時 於 会館集会室

出 席 者 片方幹事ほか 3 名

議事 8 月 号 = i転換期のニュータウン」特集

企画

第 1 回常任幹事会

26日 6 時- 8時 半 於 会 館 集会室

出席者鳥田委員長，垂水主査ほか 4 名

議事( 1 ) 建築の眼新執筆者選定

(2)海外写真新担当者選定

(3) 9. 月号特集= 軟弱地盤と震災

(4)10月号特集= 建築生産 ( 仮称)

(5)12月号特集= レクリエーション

(6) 6 ∞号記念の件

作品作風小委員会 6月号担当打合せ会

28日 6 時- 8時半於会館集会室

出席者小島委員ほか 2 名

議 事 作 品 作風欄 6 月号割付け

法 規 委 員 会

委 員 会

15日 3 時- 5 時半於会館集会室

出席者福田委員長ほか13名

議事(1)委員追補の件

(2) 今後の委員会のすすめ方

(3) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会

23日 5 時半- 7 時 半 於会館集会室

出席者堀内委員長ほかロ名
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議 事1) 委員長の選任

(2)本年度の事業について

4 月 の 入 会 者 ( 敬称略〉

〔団体会員

側戎工務底

1社〕

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

均

行

昭

夫

弐

幸

朗

仁

亨

広

雄

箆

昭

純

絞

志

昭

祐

郎

男

晃

勝

正

阜

庄

直

雅

孝

之

良

清

成

柁

一

光

西

野

村

出

本

国

訟

島

田

野

田

尾

岡

崎

市

民

本

木

内

ロ

土

中

中

中

西

橋

浜

林

東

久

広

一

叫

文

前

松

松

宮

婆

森

八

山

山

後 藤 文 吉

続 本 光 教

坂 本 支 茂

栄 i専 疋

丈 野 願

望 事 恵 冷 子

鈴 木 泰 夫

曽4盟 国 康 雄

外 尾 成 自 由

問 中 克 英

国 中 国11 拘

問 中 正 和

高 橋 健 二

高 橋 正

65名〕

金 丸 充 官 f竜 健二郎

上 出 俊 夫 i 津JI 山 正 和

川 瀬 松 - 辻 本 裕 永

木 / 村 芳 郎 : 遠 山 俊 憲

綱 靖 夫 ! 富 田 健 治

補 正 則 名 積 良 雄

小 島 伸 浩 i 中 川 雅 之

小 門 博 己 I 中 国 民 雄

〔准会員 5 名) ( 氏名省略)

〔個人会員

弁 上 久 雄

地 図 俊 男

石 原 勝 正

字 国 晴 彦

字 経 一 成

臼 井 邦 雄

江 口 敬 治

江 口 秀 磨

江 田 自 明

大 屋 受 美 男

太 田 恵 一

片 足 玲 児

片 桐 正 人

葛 井 勝 也

30日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者井上委員長ほか10名

議事(1)委員長，副委員長選出について

(2) 編集組織 と発行計画について

(3) そのほか

ぷ' "

"'" 

員委

大阪大学工学部吹田キャンパスの見学会

( 本会，大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部共催)

3 日 1時- 5 時

参加者 51名

計 画 総 括 足 立 孝

発注監理大阪大学施設部

施工( 建築) 前田建設工業，大林組，清水

建設，松村組，戸国建設，大末

建設，フ ジタ工業，武田工務庖

大阪大学医学部附属病院診療練他新営工事の

見学会

7 日

参加者

設 計

2 時- 5 1侍

61名

大阪大学施設部

側地域建築研究所

監 理 大 阪 大 学施設部

施 工 岡 大 林 組

タカラのステンレス流し台工場並びに厨房用

品展示場の見学会

( 本会，大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支部共催〉

15日 2 時- 4 時

参加者 48名

浜松の赤井物産ホーロー浴槽工場と日本楽器

本社工場の見学会

238 11 時半- 4 時15分

参加者 16名

春の柳生の里を訪ねる会

28日 l 時- 5 時

参加者 44名

. 6.  

=  
学見

則

雄

治

一

道

中

崎

豊

明

樽

繁

茂
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明
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治
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治
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学
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治
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男

児
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治
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同
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橋
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内
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森

間

岡

本

航

阿

崎

本

原
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回

国

藤

上

川

岡

村

悶

石

崎

辺

本

谷

田

国

村

野

村

関

数

高

高

高

高

瀧

悶

悶

悶

寺

中

中

中

長

西

林

平

探

姐

山

山

山

吉

波

富

山

後

井

小

関

木

益

訪

山

波

松

丸

向

安

木

波

野

萩

一

覧

治
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明
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夫
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洋

田
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時
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平
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央
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明

光

司
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治
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久
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自

明
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二

行

雄

二

均

訓

見

抽

伸

+
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す

栄

雅

省

茂

緋

正

三

俗

資

雅

幾

博
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修

央

訓

附

治

良

尚
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す

絡

ヰ

真

行

精

普

泉

信

鎚

符

禿
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細

必

総

必

光
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広

郡

安

吉

能

居

石
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岩

上

問

問

問

川
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斉
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新
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則
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夫
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敏
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則

喜

一
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英

博
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宏

康

純

正

利

千

能
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禿

一

保

恵

典

緋

育

雄

和

健

定

保
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友
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裳

正

由
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129名) ( 願不同)〔正会員転格者

10日 12時半- 6 時半

中央公会堂西裏に集合，株式会社竹中工務庖

ど提供のパス 2 台! r . 分乗し .12時半出発。阪神

高速 ・名神高速道路を経て日吉神社! r . 参拝，

ホテルレ ークビワ見学後，同ホテ J レにおいて

懇親ノ守一ティ開催

参加者 87名

76 

」

21 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者矢野士会委員長ほか 5 名

5 月以降の共催事業について打合わせ

役 員 ・ 委 員 の 見 学 と 懇 親 会

3会 事 業 委 員 長 打 合 会



7 ァイル ・位置+事務所 ・ 1

一

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 は 、 昭 和 7 年 12 月 に 現 社 長 束 畑 謙三 が 個 人

的 に 建 築 の 設 計 監 理 を 業 務 と し て 、 大 阪 に 創 設 し た 来 畑 謙三 建 築 事

務 所 の 事 業 一 式 を 継 承 し て 、 今 日 に 至 っ た も の で す。 創 設 当 初 の 十

年 間 は あ た か も 日 本 の 勢 力 が 東 亜 全 域 に わ た っ て の 伸 長 時 代 と も い

う べ き 時 期 で あ っ た の で 、 若 輩 共 の 技 術 に も 拘 ら ず 多 く の 支 持 者 を

得 、 繁 忙 を 極 め 国 内 は 勿 論 の こ と 、 中 国 朝 鮮 台 湾 其 他 東 亜 の 諸 国 に

も 多 く の 建 築 制 作 を 残 し ま し た。 又 終 戦 前 後 の 、 言 わ ば 日 本 の 動 揺

時 代 に お い て も 、 永 年 研 修 し た 技 術 と 人 の 和 と を 得 て 何 等 の 分 解 失

敗もなく、よく職ｾーを全うして来ました 。 その後日本の経済力の発

展 に と も な い 建 築 設 計 の 盆 も 多 く な り 、 又 建 築 技 術 も 次 第 に 高 度 複

雑 化 され 、 そ の 上 建 築 士 法 の 笑 施 と 社 会 状 勢 の 推 移 と に よ り 昭 和26

年 9 月 所 貝 を 株 主 と す る 株 式 組 織 と し 、建 築 の 設 計 監 理 を 業 と す る

技術 者 の 集 団 となって 、今 日 に 至 っ た も の で あ り ま す。 開 設 以 来三

十 有 余 年 に な り ま す が 、 終 始一 貫 建 築 設 計 監 理 の 一 途を歩み而もi l ' t

新 な 技術 を 本 位 と し て 行 動 し 、 あ え て こ の 途 の 最 大 を 回 線 と せ ず 、

名 実 共 に 最 優 た ら ん と 日 々 努 力 を 傾 倒 し て い る 次 第 で あ り ま す。

キ土

東 畑 建 築 事 務 所

ぷ合、

コ=
式株

4

司

太

阪

駅

前

市

街

地

改

造

ピ

ル

第

一

号

館

理

株 式 会 社

東 畑 建 築 事 務 所

大 阪 市 * 区 伏 見 町 5 丁目 19番 地

前 大 阪 ( 06) 202 - 0391  

北 九 州 市 小 倉 区 上 到 il l本 町 4 丁 目 ( 九 州 航 空 ピ ル )

11t iJ 昌 小 倉 ( 093) 56 - 4467

大 分 支 所 大分，1; 大 字 原I也 先 ( 3 号埋立地)

新 日 本 製 鉱 側 大 分 製 鉄 所 楠 内

活 大 分 ( 09752) 8  - 2085 

東 京 侃 千 代 悶 区 永 悶 町 2 ノ 4 ( 永田町ピル)

也 必 東 京 ( 03) 581 - 1251  

名 古屋 事 務所 名 古 屋 市 中 村 区 組 内 町 2 丁 目 ( 堀 内 ピ ル )

1 1 t 指名占座 ( 052) 571 - 8471

本 社

大 阪 事 務 所

北 九 州 支 所
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| I  

暖房・給湯 2 回路式小型温水ボイラ

〔主なf士織 と価格〕

燃

使 用 燃 料 白 灯 油 榔市ガス L P G 

能 力 I 暖 房
18，500Kcal / h  1&，50∞Kcal / h  

| 給 湯 S.8' /' m'/Mi判t U，(員ZS1E5S・8- C ) 同 左

科 燃 料 消 費 量 2. 41/ h  
冊市ガス5. 1"'''' トrzh

型
，、z

式 !Ii. 発 式 (，r..， ト型) ブンゼン衝 地，、ー ナー

1 燃 焼 方 式 強 制 通 風 式 自 然 通 風 式

ナ 司l 源 単 相 looV 50/ 60Hz  

l 送 風 用 モ
タ 陣 郎揖j50吊ω; z 27!l 6W 

説翼置 I  火 方 式

完全自動電車 ｾ 大方式 パーフェタト古火方式

点火トランス制御骨量 スタ y タコントロ J レ 極 火 確 包 装 置

2由 量 調 節 器 オイルコントロ- J L.-o"，ルプ

湯 温 調 節 怒 入 切 付 サ モ ス 1" ト 同 左

;r; 材 質 l 暖房欄
5 5  - 4  1  同 左

| 給場開 S U S - 2 7  同 左

体{ r ;
木 量 21  (  問 左

煙 内
径 12C>皿争 同 左

(.lj き 2 - 3 m 

突 ド ラ フ ト - 0.5 - 1. 0mmAq 

最 高 使 用水面l 圧 10m 同 左

{ 広 熱 而 ftl 1. l m
2  

同 左

外 向 さ 1. 070即潤 9∞ 凹

" J  

帽 380四 380 ;  

法 奥 行 515"" 3ω e  

1Ii 量 95kg 60kg 

撚 噌 価 崎 118，∞0円 未 定

NE .  No. l 保存用

住 友 電 気 工 業 側 ( 本 社 大 阪 市 阪 本 w  社 長 ) で は 、 空 調 事 業 促 進 の一 環 と し て 家 庭 に

普及価格で設備できる暖房 ・ 給湯のセントラノレ ・ システムの ｉｾ 日発に取り組んでいましたが、

こ の ほ ど 暖 房 ・給 湯 2 回 路 式 小 型 温 水 ポ イ ラ ( S Q- 1 8 D ) を 開 発 、 施 工 面 の 合 理 化 、 ユ

ニ ッ ト 化 を 図 る こ と に よ っ て 、 わ が 国 で 初 め て 一 式 3 0万 円 台 の セ ン ト ラ ノ レ 暖 房 ・給 湯 シ ス

テ ム を 完 成 し ま し た 。 こ れ ま で 、 暖 房 と 給 湯 を 併 用 で き る セ ン ト ラ ノ レ ・シ ス テ ム が

3 0 - 4 0万 円 で は 不 可 能 と さ れ て い た 問 題 点 は 、 暖 房 ・給 湯 2 回 路 式 の 町 出 力 低 価 絡 の 小 型

温 水 ポ イ ラ が 未 開 発 で あ っ た こ と 、 保 温 防 採 な ど 配 管 ・1I付 帯 工 事 の 費 用 が か さ む こ と な ど

の 点 で し た 。 そ こ で 当 社 で は 、 こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 暖 房 ・ 給 湯 2 回 路 式 小

型 汲 水 ポ イ ラ の 開 発 と 付 属 機 器 、 配 管 材 料 、 配 管 工 事 を 含 め た シ ス テ ム 全 体 的 合 理 化 、 ユ

ニッ ト 化 を 進 め て い ま し た 。 そ し て こ の ほ ど 、 出 力 1 8 ，5 0 0K c a l  / h のポ y ト 式 会 自 動 小 型 温

水 ポ イ ラ S Q  - 1 8 D を 開 発 、 さ ら に 保 温 、 防 露 工 事 の 必 要 の な い 、 S パ イ プ の 採 用 、 付 属

機器 の 小 型 化によ っ て配管工事を合理化するさ ｩＮ ど、 一 速の ｹ ステム ｉ ｾ 日発に成功して 一 式 ＳＰ

万 円 台 の セ ン トラノレ暖房 ・給 湯 シ ス テ ム を 実 現 さ せ ま し た 。

S Q裂 温 水 ポ イ ラ は 、 白 灯 油 、 都 市 ガ ス 、 プ ロ パ ン ガ ス の ど の 燃 料 に も 使 用 で き る 様 に 設

計 さ れ て お り 、 今 年 の 8 月 ま で に そ れ ぞ れ の 生 産 体 制 を 確 立 し 、 住mセ ン ト ラ ノ レ ヒ ー テ ィ

ン グ 側 ( 本 社 大 阪 市 大 庭 忠 夫 社 長 ) を 通 じ て 全 国 的 に 販 売 し て ゆ く 計 画 で す。

新 3 C 製 品 の ひ と つ と し て 、 セ ン ト ラ ノ レ ヒ ー テ ィ ン グ は 年 々 需 要 は 増 え つ つ あ り ま す が 、

従 来 の一 式 7 0 - 8 0万 円 と い う 価 格 は 、 需 要 層 が 限 定 さ れ る た め 、 こ の 度 開 発 し た 小 型 て ¥

設 備 に 手 聞 の か か ら な い 3 0万 円 台 セ ン ト ラ ノ レ ・シ ス テ ム は 、 中 級 住 宅 へ の 大 憾 な 需 要 が 期

待 で き る も の と 考 え て い ま す。

( 5 Qシステムの概要〕

田 小型温水ポイラ 5 Q- 1 8 Dについて

.特徴.

@  ポ ッ ト式 ( 瞬 間 式 ) の 加 圧 燃 焼 方 式 に よ っ て 、 こ の ク ラ ス の 最 高 出 力 1 8 . 5 0 0K c a l / hの

能 力 が だ せ る 。 ( 実 用 新 案 申 請 中 )

@  特 殊 熱 交 換 器 の 開 発 に よ り 、 こ の 植 の ポ イ ラ で は じ め て 暖 房 ・給 湯 2 回 路 方 式 を 実 現

さ せ た。 ( 実 用 新 案 申 椅 中 ) こ の た め 、 暖 房 水 と 給 湯 水 と が 混 合 せ ず 、 し か も 給 湯 回

路 は ス テ ン レ ス 製 な の で 鈎 の 心 百 己 が な く 、 い つ ま で も 消 潔 な お 泌 が 得 ら れ る 。

@  缶 水 量 が21 t と 少 量 の た め 、 点 火 か ら わ ず か 1 0分 足 ら ず で 暖 房 ・給 湯 が で き る 。

@  拐 さ 1 0 0 0 ミ リ 、 幅 3 8 0 ミ リ 、 奥 行 5 1 0 ミ リ と 超小 型 で あ る た め 、 設 置 場 所 の 制 限 を 受

け ず 、 マ ン シ ョ ン の 階 段 下 、 台 所 、 ベ ラ ン ダ な ど ど こ に で も 放 置 で き る 。

@  点 火 か ら 湯 温 調 節 ま で 全 て 自 動 式 で あ る ( 実 用 新 築 申 附 中 ) た め 、 ス イ ッ チ を 入 れ 、

温 度 調 節 を す る だ け で 運 転 で き る 。

@  燃 焼 方 式 は ポ ソ ト 式 で あ る た め 、 騒 音 が4 0 ホ ン と 非 常 に 小 さ い 。

@  ガ ス の場 合 、 極 火 が 消 え る と 自 動 的 に ガ ス 本 管 を 閉 じ る の て 味 然 ガ ス 流 出 の 心 配 が 全 く な 川

。独 自 に 開 発 し た 圧 電 素 子 に よ る 完 全 点 火 方 式 で 操 作 が 簡 単 で あ る 。

@  ガ ス パ ー ナ は 特 殊 構 造 の 逆 火 防 止 装 置 付 な の で 渚 火 ミ ス が な い 。

図 工事・施工について

S Qシ ス テ ム の コ ス ト ダ ウ ン を 図 る た め 、 付 属 機 器 、 配 管 材 料 の 開 発 、 工 事 施 工 の 合 理 化

を 下 犯 の 踏 点 に つ い て お ニ な い ま し た。

。S パ イ プ を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 ね じ 切 り 、 保 混 、 | 坊 露 工 事 を な く し 、 エ ノ レ ポ ( L  

字 型 継 手 ) 、 チ ー ズ ( T 字 型 継 手 ) 、 な ど の 継 手 で 簡 単 に ジ ョ イ ン ト で き る よ う に し た 。

@  小 型 循 澱 ポ ン プ を 開 発 し 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 っ た 。

@  オイノレタンクを 90 t 入 り と 小 型 化 し 、 数 近 場 所 の 制 限 を な く し た。

@  小 型 、 軽 量 で あ る た め 、 ど こ に で も 置 け て 、 特 別 に 機 械 室 を 作 る 必 要 も な い 。

国 プラン別による標準価格について

"  

.@， 

4 部 島 暖 房 + 4 ケ 所 給 湯

(1) 洋 1111 4.5帖 コンベクタ

(2) 洋 KII 6 帖 コンベクタ

(3) 相l 笠 コンベク タ

(4) 洗 蘭 所 パネルヒータ

概 算 質 問

機 総 矧

工 Ｇ ｊ ｾ 材料

工己J>'l'l 及 び 経費

介 nl

担l築 I町術 58 .06m
2  

sjl 房而f i 1 27.6  m
2  

200，000 

60，000 

135 ，000 

￥395，000ー

淫一一旦 洋一一___r.，

手ι 一一三 i生一一J i

住友電気工業株式会社空調開発部

住電セントラルヒーティング株式会社

本 社

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 3 丁 目 21 番 地

電 話 大 阪 (06) 443 - 0  1  8  1  ( 大代表) 干 550

.. 



• 

• 

建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

ア'X771LトZ 専 業 大 庖

誓言矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門l吉

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭j凶4 - 1  ( 英和ビル )

直通屯話 :/11
1戸 ( 33) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50(堂ビル 5 階 502号室)

直 Ｎ￬ｉＡｩｾ｛Ｑ ｛［ Ｇｦ￯ 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市丘合区八幡通 1 - 5  (屯 話 @2 9 2 3)

陸屋根防水 には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前回 ＷＱ ミー悶ｾ帯

の 1.1571<. (i %  

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 ( 571 )2703- 4・2370・4064・0264

大 阪 出 張 所 大阪市都ぬ区都島 中通 り2- 3- 1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811 ) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 脱 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンテニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式 ー

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 ( 981 )  _  - 0 6 1 8  
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空 調 設 備 の 頁

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

@ 郡 朝 日3こ業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 2 ー7 電話 (434) 6171( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加烏町 375 電話 ( 302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

舎 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 盾 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6  0  電話 ( 441) 8231大代

支 j苫 束 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 眺 ・ 仙 台 ・金 沢 ・神 戸 ・ .広 島

出 版 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・福 井 ・ 12 回

給 排 水 ・衛 生 設 計 施 工

暖 冷 房 ・換 気

雲 五 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7l 51( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

ｾＺ［｜Ｇ＠ ｾｈｬ ｬｬ ・空気調和設備・給排水衛生設備・塗装設備

・蒸気噴射式; 令諌機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

Ａｔｾ 茅字額建材社
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本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 応 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑮ (203) 3721 代

名古屋支庖= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑧ (211) 1535 代

出張所= 札 幌 仙 台 笠 間 ・金 沢 ・神 戸

広 ぬ ・松 山 ・稲 岡 ・パ ン コ y ク

ノド道 ・ 衛生・日差冷房・其ｻ也管｛ｉ ｬｾ

設 計 並 純 t

( 旧斎必久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

ｾＧￜ話大阪 ＨＴＴＳＩ 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京郎千代田区大子園T 2 の 8 1 s : 地( 日本ピル)

"4i ，t古 東 京 ( 270) 7  4  1  1 書 ( 代 ぷ)

キ凶'11'::; ":草川 4ω'1Ir11市大通凶4 丁目 l .f' lJ .ル且銀ピ Jレ '，'U，tli 札中1}It ｾＡＩＷＡＩＶ＠

斜線lZ 会~有『f|γI J 号l JY: : : i isfizi ね

，ＺＰＧ，怯 ｈｾｾ 駒込 ｩ Ｈｲ I:":j 怯 『恒 2  ｾ昨 r  9  '，a，lf; 仙 鉛 ⑫ Gl甘5

1品! 山品' )1場所 |品1111 市大( J ¥ 3  8  0 の 1 '，11，1/; ｉｾｊ 山 ｩｹｲ ＾Ｔ ＸＶ

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 議 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピル 6 7 6 号

電話 212(代 )3751

大 阪 庫 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の 1 大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 お61

札 幌 庖 札脱市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京 書 官 庖 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電話 681 (代) 1781
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冷 暖 房 y  名 何 サ ッ シ

給排本、衛生水道 s .  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 r ーー可? 化 学 鉱 山 機 械

= 必 晶 T 堂 株 式 → - 17巨-::1::- rl::' 

一 明 占 宗 会 社 八 奴 J ι J 白

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 路 大 阪 (202) 代表3071

本 庄 東 京 ・ 日 比 谷 ・三偲ピル

支 庖 名 古 屋、福岡、札幌、広島、仙台、富山

出 張 所 州浜、金沢、静岡、高松

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

φ 三建設備工業株求書社

大 阪 支 后 大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 6251( 代)

本 社 東京 都 中 央 区 日 本 橋 概 数町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
株式会社三発空調

本 社 大 阪 市 北 区 沼 間 町 16 番 地 m訴 ( 363) 犬代表 1371

支 府東京都千代悶区事11聞小川町2丁目 l 帯地 屯訴 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 包 括 ( 47 Ｉ代表 ＴＵｾＵ

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 帯 12号 ¥l L:lf; ( 76) 代表3795

ｉ Ｇ ｉ｜ ｾｕ 所名古屋 ・ 富山 ・ 神戸 細 井 ・ 京 都 松 江

須 賀 工 業 株 式

A 、

ヱミ
社

空 気 調 和 衛 生 設 備

ｾ＠

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  電 話 441- 5171

支 庖 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 一 広 島 出張所ー北九州

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧信研; 告縫繍xri:i l :t

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 白 回 目T 3 0 m話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社東京. r . s 千代田 区丸ノ内 3- 3 - 1(新東京ピル)

包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町T 6  0  

f包 括 ( 21) 4  4  9  1  

- ? " 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

f包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  



空 調 設 備 の 頁

平山互業株式会社

設 計 ・地 工

@  

冷房・暖房 ・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

話 (814)  ( 代表) 5  1  5  1  

名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・高 松 ・広 島

ヰ土本

l仮di i1li 1文江戸崎li; 泊2 の 2T  E  L  (441 )附 1994. ( 443) ({加331
支 庖 出 張 所

空気調和 ・恒鼠恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

日差・冷房 ・空気温温度調整装置

設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 紅 葉3絃舎紅

ｾ＠

-← 
牽害lＶｾ＠高回

大 阪 市 市 民 }I}(i 鹿 町 2 - 5  0  ';t!:話 261 - 2436H町

東京郎大凶区内ＮｉＮＡｾ込 Ｑ Ｍ Ｒ Ｍ Ｑ '，II 話 773 - 123H! ¥j 

銀座 ・ i丘訟 ・京 郎 ・ 神 戸 ・制岡

本 盾

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

' ; J L 話大阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 郷 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支 庖

キ土本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 議 境 衛 生 施 設

設 計 施 工
新日本空調株式会社

. a 

墨画E乙

司& !

社

大阪市西区京町湖 1 丁目 6 2  111，，1i (443) 代 表8161- 9  

名古屋市中村区水 主町 l の 1 2  電話(541 )0966(551)  1665 

東京偲港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 1ll.1i (583)  1  4  6  7  

神戸市生悶 I宮 北 長 狭 通 7 丁目 l の 1 電話 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業エ田山

本社

支 I白

出張所

阪支 ｽｾｩ 大阪市北区堂ぬ浜 ｩｴｦｩ 1 - 2  5  ( 新大ヒソレ)

1正，;，fi ( 06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社点京支府 東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

屯話 ( 03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 占 昆 ・九 州 ・ 広 島 札 帆 ・ 』 紅 海 付 北 陸 ・ 大 分

大

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ ア ル ミ ・サ ッシ- ド ア ・ シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 股 橋 5 - 4 5  ( 興銀ピル別館)

'ill 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 dll 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

点京高Ili 住民 IJG臥イli 4  - 15- 23( 第 5 111!相1ビル)

1ll: * 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

空 気 調 和 設 備

当計施工

換気・除塵設備同

く m哩.rUJtコ

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 委 理 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

本 社 ・工 場

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 J吉 名 古 屋 福 岡

空 調 事 業 部

古名底支

Ｒ 舎町震后 ｾｬ ｣ｊ(;IIIM. 
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃Ｑ｛ＢＢ司 ＺｾＺｕ Ｚｴ ＺＱ

唱 F守司. . . . .

，圏、、 東 洋 キ ャ リ ア 工業( 株) 製品販売! 苫 ・特約工判苫

!∞l 日本冷熱工産株式会社

ｾ＠ 本社車大阪営業所語薄暗杭宅1 L 1匂川ビル)
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温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 _ a aorr 2 0 番 地 内 l

m雪量(681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天T持続北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四日市市浜田商末広町 ｾｬｲ 話③ ＷＴ Ｓ Ｑ Ｍ 3  

大 山 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i I ! 市栄町 2 - 1 1 1 m話③ 3 6  1  0  

会 社
⑥ 

宇土

大 阪 営 業 所

本

四日市営業所

大 津 出 張 所

湾 営 難 所

エレベータ ・リフト ・カーリフ卜

計 ・ 製 作給 - 排水・衛生・ 消火・暖冷房設備

お 緊 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

代 点 取 締 役 長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビ ル ) ( 35 1) 4927代

大 阪 営 業 所 ( 351) 4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364("t 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

目[1 ・ 縞 岡

大阪市大淀区I 1
J

i Itl 有j凶4丁目 11

出 張 所 = 京



各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2  

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

電 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 眺 ・ 福 岡

旭 川・ 横 浜 ・浜 松 ・姫 路 ・高 松

設計施工電 気 設 備 ⑤

気 株

電 気 設 備 の 頁

社

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

〈
云式電陽

社

営 業 所

朝

本

社

キ土

東京支社

本

営 業 所

支 宿

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高関紙丘丁目二八骨子地 ｾＱＮｌ［活大阪 ＨＲＰＲＩＰＳＲＵＭ 9徐

本 社東京r . l 1 千 代 田 区 丙 神 田 l 丁目 4 1存地 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・;l L I 内 ・名 古 屋 ・ 稲 岡

出 張 所 犯 川 ・ 白 河 ・ 椴 1兵 . ｉｾｾ 岡 ・ ￭ｊ山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 思 11・ 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代)
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E

 

事工藤エ太 陽

本

電力工事本部

社

設 計 - 施 工

A

Q

一

A
式

司'

株

電 気 工 事

と
一
刈

出

'

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

信 旨

宅，

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 hli. *  ｉｾ＠ ｾｦ 江 東之町 三 ｲｬｬ - IL 

/lI .!li 大 阪 ( 9:11) Ｈｾￛ＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ・ 2 1  9  3  

大阪市械京区n江東之岡r .:. r  n  .  ｾ＠ '，tl1!li 大阪( 川1)71XJ- I

ｾｬｦｬｾＡｊｍ ，却 ｬｩ ｬ庁市 ｦ 卸匝 ＮＱ［盛り ＺＱ 6  0  '，tt ，!占f卸1背 2 ＲＶＰＷ ・ Ｑ ＲＺｩ ｾＱ

本

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東京 ・ 名古 屋 ・ 舞鶴 ・ 大阪南 ・ 神 戸 ・ 広島 ・ 九 ｾｈ

A

G

一

A
式

3定

株

原

業

莱

工

取 締 役 社 長

原栗6主

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品 川区西五反回 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

鳴 ・千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

ェ

市

興

敏

凡

又事工

と
一
刈電

主土

営 業 所

1苫

本

支

社

代表取締役 林

大 阪 市 北 区 制j :玄関T 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

m .i!i ⑪ 3  6  7  1  ( 代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 崎 箱 崎 町 3 丁目 2 lII=地

電 品 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey . 福 山

夫

一
一
一

株 式 会 社

社

庖

本

支

群出号長戸斤出 張 所

E 居 生 雌 州 . - 4 品 . . 0 . .

E g  成年本: & ¥， ｾ＠

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻 孝 ピ ル )

"1Il: J舌 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・幌 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

争 富 士 電 業 株 式 会 社

ネ土

電 気 ・唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝ぷ弘

K  

大阪市西区北早川 i [  1-:; 凶 l 了ト16  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・名 占 111 ・1ぶ 山 . ｾＧｉｉ［＠

l ド111  取締役社長

社イ豆

キ土

宇土

本

支

営 業 所

|勾営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

包 括 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新締 5 - 3  4 - 6  相馬ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南 ・札幌・ r，市昆 ・PLl日 rli ・松山 ・徳山

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取 締 役 会 長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 枝 阿 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都1 ・2草 津 - 絡岡・水 島 ・福岡

A

Q

一

A

社

電 気工 事 ・ 計 装 工事 ・設 計 施 工

本

東 京 支 1，1;

社本

所張出

支 庖

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

C{l'? 社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 友

")1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 一 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

v 、ノ 内 外 装 用 策 変 美 術 タ イ ル ー・・・大 イ ム タ イ ル

新 発 売 ・・ ーー古 代 土 器調 高 混 焼 タイル ・ 大 仏 古 代 タ イ ル

ＮＮｴｴｾｭ ｏＩｲＮＡｩＮＮ Ｎ＠ I  

タイル工事施工 l

底の|  奉 仕 感 謝 1

京榔市東山区今熊野大仏池田町 9 的 9 075( 541 ) 3344(; 1: )  

東 京 都 渋 谷 区 上 原 l T 目 29の 4 03 ( 467) 1641 

京 都 清 水 ・ 山 城 ・ 瀬 戸

社

所

幅

唱

曲

需営京

本

東

エ

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

ト弓 1 ・ヒューム宅

六ン手しーチ・ミ〉オｾ ... ｾレ

株 式 会 社

主 宰 高 曾

大阪市北区与力町一ノーO

電 話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

⑩ 
タイル新発売

サ ン エ ス

s s s  

( カタログ進呈)

⑪ 51P1芳畏矢野電磨

Board&Sl ate Standard 

. 内 念 市 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

フ タ パ 票 板
大阪市東住吉区桑津町三丁打 1 0 1 需地屯ぷ大| 坂( 7 . 17)4561- 2  

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電 結 ( 702) 代7814- 6  

特約代理后・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工

J・

4l D' 自轄軒持書全容

'  
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建 材 の 頁

• 圃 • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ヒ ル コ ー ト

標準包〆ント防水斉11

。

近代建築の要求する

覇11

関目i

• • 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
実 111イ色空手。、

色メント効ァ? に

認 黒 川 化 学 工 業 所

本山工場 付l } i ，li 京市f区住吉東町2Tr15- 15 T  E  ｌ ｾｾＲＷＲＳ＠

N. G. C. 式

内外ｾ業株式会結
工場 大阪市東住吉区 桑 津町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

7ア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャツ今一

• ド ア ー ハ ン ガ ー

炉 可

雲22 三 高 製 作 所

本 社 ・工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

※ 特 許 川 俣 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，/ q -

言受:
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建 材 の 頁

キ
--

社

.-0.. 

:z:t 青 株 式
j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  2  4  
。

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

フ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

く

す

小

ド

い

神

祖

J

、

(

特

長

)

全固有名 建材l吉又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

年畏 大阪市住吉区粉浜本町 4 丁目 2 6 番地 T E L 大阪 (672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

十

，

、

，

畠

e

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ピ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

伯

卸

対

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

実見る

① ソ フ ト な 感 覚 、 優 雅 な 味

② ペ イ ン ト 盤 料 に f憂る

③ 塗 り か え 自 由

④ 安価 で 塗 り よ い

⑤ 吹 付 施 工 も 自 由

⑥ 洗 い も 下 地 も 自 由

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊｉ 〆

q ィ5，z，

ヨート

( 特長)

a‘  

'  

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

荷サ而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757- 9  

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・明石 ・経 路 ・ 四 国 ・中 国

イ寸j足音水

*-

、
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建 材 の 頁

T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製杭 を利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒音 を完 全 に 追放 しま した .グ

・ 主 な 特 長

l . ネ ジ 込 力 を 杭t1p込 力 に 変 え る の で 完 全1! 制収動無 !!Ail ユです。

2. 恨 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 地 工 山 米 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 制 は あ り ま せ ん。

4 .完 全 に 支 持 層 に 岩 箭 さ せ る の で 大 き な jE持 力 が WJ 作 HL>l ミます。

5.何 米 で も ヤ 卜 イ 杭 て 。 納 め ら れ 地 下 宅 の あ る 建 築 に 最 適 で す。

ｾ株式寄紅誌智工務開
. 本. 社 大阪，1; 点反応閥抗舟 2 の 20( 高 胞 新 ピ ル ) T E L ) d仮 (202) 3233( 代 )

. 名 古 屋 支 J苫 名 r1j L1i rfi 11;1 ｉｾ 錦 Ｑ ＭＳＭ Ｒ Ｈ 到 ｉｗ ｬｩＺビルＩ

. 福 岡 支 l苫 制 l刈 di ，［｜，ｾ反 Ｑ - 15- 33( 第 一 術 l泌 ピ ル )

・ 営 業 所 収 点 . ｉｾＢＧｦｴ＠ ｉ 品ｾ .  ｩ Ｎ Ｚｓ 山 Ｑ ムＩ［Ｎｾ . 熊本・} 血児 J斗 圃 工 渇 大 阪 . :r， 占 凶 ・鹿 児 Jゐ

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

タ然えない

オフ才L るご、、

腐 ら な い

本

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

波 板 規格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・奇樋・ 竪 樋・軒樋

通風器・排気ダクト・モニター

オリ工Uヲルメヲル製造株式会祖 1

ヰ土 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。 大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 I吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 都 水 巻 町 頃 来 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古屋 支 1吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4
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電卓はもちろん

' 一、. ¥，. ，. ;0 . .，ーータでも

大野コノレム

若手な殺雑計算を

Lこ札やさしく

こなしてくれる 1 . ; 0 _ _ タ

デスクトップ・コ/ ( . . . 斗 '  

150万円コンビュータ

HI T A C  

日 立 製 作 所 大 阪 営 業 所

• 
‘・

技 術 の 目 立
大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 6 ( 日生目立ビル) T  E し ( 203) 5781大 代

図 書 案 内

発刊 = 7 月上旬

建 築 基 礎 工 法 と 実 例

.  編集方針 / 基礎工法の基本的な概念や考え Jj に関する懇切な解

説 一 歴史的な発展過程 ・基礎的調査のあり方 ・基礎構造計画上の

指針と設計法 ・実工事において考えねばならぬ諸制約 ・各工法の具

体的な紹介など (基礎編 ) 0 / 大阪の i欽弱 地盤における最近の代表

的建築物 7 例 に関する基礎て事の施工記録および工事，m、行者の詳細

な 解 説 ( 実例篇) ＰＯ 具体性およびＩｾ向性に解説の重点をおいた編

集計画 、実務にたずさわる中堅技術者向きとしてのみでなく 、持い

技術者の入門書や学生用のための参汚 fli - としても好適である 。

・目次 / 第 1 部 基 礎 篇/ 建築基礎工法 の発展過程/ 基礎構造および工法の

基本計画/ 基礎工法各論/ 掘削工法/ < い打工法/ 泥 ;J( 工法/ ケーソンおよび

井筒工法/ 逆打工法/ アンダーピニングて法/ 地然改良工法/ ピア工法

第 2 部 実例篇/ 瓦田I ビIレ/ 東洋ベアリングビ‘ J レ/ 大阪fT同ビル/ 大和道修町

ビノレ ・日生目立淀屋紙ビ) レ/ 富同生命ビ J レ/ 朝日新聞社ビノレ

・執 筆 者 (執制服敬称略) 谷 11尚武/ 小川地喜点/ 貝戸俊一/ 前川陽一 /

山肩邦男/ 多々見市蔵/ 丹羽稔/ 池 保 /Ii l l l ' i d月/ 巾品志向1 / 畝 l昭夫

/ 山間文三 / 野平 忠/ 福間乙二 / 1 11本一政 / 111* ;W / 新 見1';' 9; / ' J'111充良11

/ 松岡照夫 / t l'上司自11 / 主主本呂弘/ 太| 干1J.lli - /，' i ' 木( ，] 介

- 編 集 委 員 長 山 肩 邦 男，幹事宮川達郎・山口安男・多々見市蔵

. 建築技術の進歩と建築界の発展に寄与する

[  i事裁1 B  5 平IJ ( 182 x  257mm)  

9 ポイント治宇 一段 償 組 約400

頁，本文特別上i H氏 ぷ 紙 特

クロース上製，特製図入

[ 価格] 定 fiUi 3，OOO円 送料 250円

日 本 建 築 協 会 -
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建 材 の 頁

モルタル・コンクリート用

ご一 報次第

カタログ浴室します

日本建築協会優良証明

J I S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

本 7 ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 静 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト粒子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

本 A E 努J 呆 に よ り 適 量 の 空気 を 連 行 し 、 気孔 を閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 ぴ 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 渚 性 に よ っ て 材 料 分 雄 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の l礎自虫 ・腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ | 坊 温 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z Z : : ' - ' _  ( セメン卜起泡剤1). %  . .  : : 11- 品 場所打ち杭エ〕

/  添加剤l ノ

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ 一

株 式 b. . . 田 区1...... .1品

会社 ￬ ｬＺｬｬｬｾ哩園唱畠ＮＭ且圃 . . . . . . . .  

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 官E
東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 上 浦 市 大 町 1 2 1 3  哩E 土 浦 ( 21 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 仏 市 下 型T寺宇: 述原 宮E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 12- 50 哩E 軍基問 (  24 )  0  2  1  3  

大 l仮 I打 点 成 医 束 中 本 2 - 17- 26 
官E 大 阪 (971)  4  7  6  5  

セメント硬化促進増強防水剤

ヲ ｾＭｱＮ イト ｂ 雪
合成樹脂系防水剤 スーパーウオータイ卜

合成ゴム系防水剤 ウオータイト K

合成ゴム系防水剤 ウオータイ卜 U

2222ィ;fTZエr r 5 2 0 7 I 2 5 日本セメント防水剤製造所

川添商庖 T E L 鹿児島 (51) 0001 
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大三工業 T E L高 松 (51) 6811 

伊東工業 T E L徳 島 (52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 (82) 3133 

大 阪 事 務 所

宝 塚 市 高 台

名 古 屋 出 張 所

仙 台 出 張 所

東 京 出 張 所

T E L大 阪 ( 941 ) 2 6 2 6 ・2 6 2 8

T E L 宝 塚 ( 86) 2  1  5  3  

T E L 名 古 屋 ( 331 ) 1  5  3  1  

T  E  L f 山 台 ( 23 ) 0  7  2  1  

T E L 東 京 ( 431) 8  6  4  8  

、 『

'  



全く新しい床タイルです

コ星 ピ サ ロ ン は 、 従 米 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 介 が 全 く 速 い ま す。IMビの他 に最近開発さ

れ た がf しい共重介体の特殊樹脂を 川 いた Il lij 則的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 万 式 の 流 れ 模 織

と は 対 照 的 な 静 止 し た 別 代 棋 械。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ッ ク で1E級な質峰、、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た。

協 同 組 合 員 が責 任をもって施工いたします

ー工星ピサロンは、材料だけのl Ui ?Y: ，はいたしません。

立任施工の出米る協中Ｑｬｾｾが入念な仕上げをします 。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 別 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 蝶 ボ さ れ る 個 性 的 な 床 巡 り

に は 欠 か せ ま せ ん。 * 京浜松 IlI J の 超 応 用 Ilt Wf '(易

センタービルの 4 F以 t の科 |析通路、エレベーター

ホールにも、使川されております。 と三星ピサロン と

はその模様がフランスの画家ピサロのタ ッチ に 似

ていることから、 4ノI 付けられたものです。

合

合

組

組

問

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

コ

ロ

事

事

E

ロ

工

工

回

目

床

床

E

F

一

号

専

東

西

/

¥

ピ昔日こs

女 縦 約= 333. 3 X 333. 3 X  2 弘 9 枚 / が

333. 3 x 333. 3 X  3 弘 9 枚 / m'  

* 色 数 = 18色

責 耐h桁 = 2 "Ymi'l，'，，'， 1，2001.11  /  m'  (300m' 以 上)

3 私 J山，，'， l ，800PI  /  m'  (300m' 以 上)

小 市] . tWJW/. 断段40%  ，¥';j 
製 造元 = 田島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 図 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 場 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  



建築と社会“ A R C HI TEC T UR E A N D  S OCI E T Y " 第52輯 第 6 号

・昭 和 46年 6 月25日発行( 毎月 l 回 25日発行) 昭 和 24年 3 月 19日苓 3) 聖郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

Ｍ 本 品 は ｱｊｴ に 各部品 の 材料 を ＱＱ 今 ｬ 床し、ぷ而が ｾｩ［

びないようポンデライジング JJII て を泊したと

に防鋪塗装 をしております。

・ 焼十 ｊＧｉ 全装仕上製 品 の他に、 ｦ 也の持 ｈｾ し品の腕

日11 ( 市込後砕から露出する部分) に s U  S  27 

(18. 8) ステンレス製へアーライン仕上 の化粧

カバーを付けてあります。

・川転古11分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングをほ入してあります。

Ｎ ｾ［ｉｪ製の ｅ 没，Ｂ製作をも歓迎致します 。

三 築 建 材 工 業 株 式 会 私

- 弊 社 製 立 枠 イ 寸

ピ ボ ッ 卜 ヒ ン ジ

(;j:. 

実 用 新 案 登 録

第 5 17316号 の

:rr.ヰヰ， (二{ 立イ可A - ら

低 触 致 し て お り

ま せ ん 。

本 社 大阪市生野区巽矢柄町 151 f i ( 06) 751 ー 3653- 5/ 東京出張所 東 京 都墨 田区本所2 ー 11 ー 11 f i ( 03) 623 ー 7677

型

ラ

O

イ

O

ボ

8

P

 

M

 

世 界 に 誇 る lセントラル・ヒーテイング

の決め子

一一 ボ イ ラ 効 率90 - 8 8 %一一

住 宅 向

温 水 ボ イ ラ

ウエル- マケレーン

〈そ の 他 の 営 業 品 目 〉

株 式

0 熱 媒 ヒ ー タ

0 染 色 排 水 処 理 装 置

。 排 液 処 理 装 置

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 ー 11

T E し . ( 06)  458一- 8681 ( f t )  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌

米国 ウェル・マクレーンヰ土・書帯鉄製

14 . 000Kc a l / h  - 550. 000Kcal / h  

ガ ス ・ A . ; 由 ・ 灯 油 ・ 軽 油

特 長

0 鋳 鉄 製 に よ り 寿 命 は

永久的

O タ ン ク レ ス ヒ ー タ ー

の使用により 1 台で給

湯暖房が同時に可能

0 コンノ f クトなタイプに

より- t J i i i 付面積は 小 さ い

0 他に類をみないi ' f J f か

な運転音

. ご入会のお申込は ・社 団 法 人 日本建築協会 〒 541 大阪市東区北浜3 37 電信大阪( 06) 231 ・9648 ・9649 ・9640 振替口座大阪39975番
定価 300円 ( 送料共)


